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令和８年第２回高山村議会３月定例会会議録（第１号） 

 

令和８年３月３日（火曜日） 

                                  

高山村告示第４号 

 令和８年３月３日、高山村議会３月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和８年２月10日 

                 高山村長 藤 沢 敏 和 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第１号 専決予算の承認を求めることについて（令和７年度高山村一般会計補正予 

           算（第６号）） 

日程第５ 議案第10号 長野広域連合規約の変更について 

日程第６ 議案第11号 高山村宿泊税市町村交付金基金条例 

日程第７ 議案第12号 高山村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 

日程第８ 議案第13号 課及び室設置条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第14号 高山村行政手続条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第15号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

日程第11 議案第16号 奨学資金貸付基金の設置、管理、貸付及び処分に関する条例の一部を改正 

           する条例 

日程第12 議案第17号 高山村立学校の使用に関する条例の一部を改正する条例 

日程第13 議案第18号 高山村公民館条例の一部を改正する条例 

日程第14 議案第19号 高山村社会体育施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

日程第15 議案第20号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

           部を改正する条例 

日程第16 議案第21号 高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 

           例 

日程第17 議案第22号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例 

日程第18 議案第23号 高山村運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

日程第19 議案第24号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 
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日程第20 議案第25号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定について 

日程第21 議案第26号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定について 

日程第22 議案第27号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について 

日程第23 議案第28号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定について 

日程第24 議案第29号 辺地に係る総合整備計画について 

日程第25 議案第30号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第７号） 

日程第26 議案第31号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第27 議案第32号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 

日程第28 議案第33号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第29 議案第34号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

日程第30 議案第35号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第31 議案第36号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第４号） 

日程第32 議案第37号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第４号） 

日程第33 議案第38号 令和８年度高山村一般会計予算 

日程第34 議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算 

日程第35 議案第40号 令和８年度高山村診療所特別会計予算 

日程第36 議案第41号 令和８年度高山村介護保険特別会計予算 

日程第37 議案第42号 令和８年度高山村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第38 議案第43号 令和８年度高山村温泉開発事業特別会計予算 

日程第39 議案第44号 令和８年度高山村上水道事業会計予算 

日程第40 議案第45号 令和８年度高山村下水道事業会計予算 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第１号 

５ 議案第10号～議案第45号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

５番 滝 澤   聖 議員       ６番 黒 岩 清 道 議員 
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７番 湯 本 辰 雄 議員       ８番 西 原 澄 夫 議員 

９番 山 嵜 秀 治 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  代表監査委員 宮 本 孝 雄 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

（会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時05分  開 会 

○議 長（梨本 進議員） 

 ただいまから令和８年第２回高山村議会３月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。 

 高山村議会３月定例会の開会にあたりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和８年第２回高山村議会３月定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には大変

お忙しいところを御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして厚く御礼申し上げます。 

 日頃は、村政発展のために多大な御尽力を賜っておりますことに、深く敬意と感謝を申し上げま

す。 

 さて、一昨日本村では、「交通死亡事故ゼロ2,000日」を達成することができました。 
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 これもひとえに村民の皆様を始め、村交通安全協会や警察署の皆様、そして本村を訪れていただ

く皆様が安全運転に心がけていただくとともに、啓発活動等による成果であると思っておりますの

で、改めて、関係の皆様に感謝を申し上げる次第でございます。 

 今後は新たな目標に向かって引き続き村民の皆様を始め、関係機関や関係団体と連携を計りなが

ら、交通事故のない安全安心な村づくりに取り組んでまいりますので、今後とも皆様方のなお一層

の御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 今年の冬は、特に１月20日以降、今期最強最長寒波と言われ、日本海側を中心に降り続く記録的

な大雪で、各地で雪下ろしでの転落や、落雪に巻き込まれる事故が多発し、２月10日までの死者数

は全国で46人、負傷者数は558人に上り、大変深刻な被害となりました。 

 亡くなられた方々には心よりお悔やみを申し上げますとともに、怪我等をされた方にはお見舞い

を申し上げる次第でございます。 

 このような状況の中、本村におきましては雪による被害報告はございませんでしたが、１月20日

以降はどちらかといいますと、降雪量よりも低温で非常に厳しい寒さが続いており、ようやくここ

にきて、寒さが和らいでまいりました。 

 しかしながら、今年の冬の厳しい寒波や、今後の遅霜など、気候変動による農作物等への影響が

心配されますので、今年こそは、平穏で災害のないよい年であることを念願するものでございます。 

 去る２月６日から22日まで、「第25回オリンピック冬季競技大会」がイタリア北部の都市ミラノ

とコルティナで開催され、日本勢の驚異的な快進撃によりメダル獲得数は24個となり、前回、北京

五輪の18個を上回る、冬季五輪史上最多記録を更新しました。 

 私もテレビを観て応援しておりましたが、日本人選手の活躍は国民に誇りや喜び、夢や感動をた

くさん与えてくれました。 

 改めて、選手の皆さんお一人おひとりに敬意と感謝を申し上げる次第でございます。 

 そうした中で、去る２月18日、第２次高市内閣が発足し、新たなスタートを切りましたが、全国

知事会など、地方６団体が求めるように、首相が我が国最大の問題と位置づけた、人口減少への対

策や、地方発の経済成長の取組みをしっかりと進めていただくとともに、高市総理が掲げる「積極

財政」を進めるにあたっては、地方の事業執行に支障が生じないよう、2026年度予算の早期成立を

目指していただきたいと思っております。 

 最近の景気動向を見ますと、景気は米国の通商政策が残るものの、緩やかに回復しているとした

上で、先行きについては雇用、所得環境の改善や、各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが

期待されると言われております。 

 そのような中で、依然物価高が続いており、2026年度にかけても続くと予想されておりますこと

から、消費者にとっては、まだまだ厳しい状況が続くものと思われますが、今後物価高を上回る、

実質賃金の伸びがプラスに転じ、推移していくかどうかに注視するとともに、一日も早い景気回復
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を願うものであります。 

 そのような情勢の中、本年、高山村は高井村と山田村の合併により、村制が施行されてから七十

周年という大きな節目の年を迎えます。 

 これまで本村発展のために多大な御尽力を賜りました先人の皆様や、村民の皆様に深甚なる敬意

と感謝を申し上げます。 

 七十周年記念にあたり、「かけがえのない美しい村をかけがえのない未来へ」というキャッチフ

レーズにふさわしい、美しい村を未来につなげる大きな節目の年となりますよう、関係団体を始め、

全村民の皆様と共に、夢と希望と誇りの持てる村づくりに邁進してまいりますので、議員各位の格

別なる御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、今定例会に提案いたします議案は、承認案件１件を始め、条例案、当初予算など全部で37

件でございます。十分御審議をいただき議決を賜りますようお願い申し上げまして、議会招集の御

挨拶といたします。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配りました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、10番 髙井央葉議員、１番 藤沢和人議

員及び２番 篠原尚光議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から３月19日までの17日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 異議なしと認めます。 

 会期は本日から３月19日までの17日間に決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに郵送された陳情は、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査について報告が

あり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 監査委員から、11月から１月に執行した出納検査及び12月に執行した財政援助団体監査について

の報告があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 前臨時会会議後に、議員の派遣を議長において、別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 報告第３号 令和７年度高山村土地開発公社の経営状況及び清算結了の報告についてを別紙のと

おりお手元に配りましたので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第１号 

～  

日程第40 議案第45号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第４ 承認第１号 専決予算の承認を求めることについて（令和７年度高山村一般会計補正

予算（第６号））から日程第40 議案第45号 令和８年度高山村下水道事業会計予算までの37件を

一括議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 令和８年度一般会計予算案を始めとする各議案の御審議をいただくにあたり、私の村政運営に向

けての所信の一端と主要施策の概要を申し上げ、議員各位並びに村民の皆様の御理解と御協力をお

願いする次第であります。 

 本年は、高井・山田両村が合併し、高山村が誕生してから「村制施行七十周年」という大きな節
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目の年を迎えます。 

 これまで本村発展のために御尽力を賜りました、先人の皆様を始め、村民の皆様に心から感謝を

申し上げ、豊かな自然に恵まれた、歴史と伝統ある本村の優れた特性を生かし、村制施行七十周年

を契機に、さらに、新たな時代にふさわしい「魅力あふれる活力ある村づくり」を村民の皆様と共

に、私の基本理念であります「村民の幸せに結びつく村政」や、「高山村の輝く未来に繋がる村政」

の２点を評価軸として、「チームワーク」、「スピード感」、そして「対話」を大切に、様々な施

策や課題に取り組んでまいりたいと考えておりますので、今後とも、なお一層の御支援を賜ります

ようお願い申し上げます。 

 政府は、昨年11月21日に、「強い経済」を実現する、「総合経済対策」を決定し、生活の安全保

障や、足元の物価高への対応を始めとする、国民生活を守るための施策として、３本の柱を掲げ、

強い経済の実現に向けて戦略的に進めるとしております。 

 一方、本村におきましては、「第六次高山村総合計画」に基づき、未来に向けた展望のもてる村

づくりに努め、様々な施策や課題に取り組んでまいりました。 

 そのような中で、国の交付金等を活用して、65歳以上の高齢者世帯等への燃料券や、全世帯への

生活応援給付券のほか、子育て世帯への給付金の支給など、真に、村民の皆様に寄り添った行政運

営に努めてまいりました。 

 また、「日本で最も美しい村」連合への加盟や、全村がユネスコエコパークに登録された村とし

て、自然と人とが共生する村づくりを一層進め、「失ったら二度と取り戻せない」美しい自然景観

や、農村景観、そして、文化を守るとともに、未来へ引き継ぐ取り組みを行ってまいりました。 

 このため、令和８年度の村政運営にあたりましては、村制施行七十周年を迎える記念すべき年で

あり、記念式典を始め、様々な記念事業を開催し、より多くの村民の皆様の御参加をいただいて、

さらなる本村の発展を目指してまいりたいと思っております。 

 また、一昨日は、これまで村民の皆様を始め、村交通安全協会や警察署と連携して取り組んでま

いりました、交通死亡事故ゼロ2,000日を達成することができましたが、引き続き、新たな目標に

向かって、交通安全運動の推進に努めてまいりますほか、自然災害など、あらゆる災害に強い「安

全・安心な村づくり」を最重要課題に位置づけるとともに、子育て支援策の充実による「幸せな村」

を始め、村民の皆様が誇れる「誰からも愛される村」、さらには安定した果樹産業や、村内の商工

観光業事業者等への支援を強化した「各産業が充実した村」、また、人々が訪れる、笑顔あふれる

「活力ある元気な村」を、村民の皆様に見える形で積極的に取り組んでまいりますので、今後とも、

なお一層の御支援御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 以下、主な施策につきましては、順次その概要を申し上げます。 

 まず初めに、「活力とにぎわいのある産業のむら」について申し上げます。 

 本村の基幹産業であります農業は、「高山村産りんご」としてブランドが確立されておりますが、
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農業従事者の高齢化や、担い手の減少などにより、樹園地の面積が減少し、生産量の確保が課題と

なっております。 

 このような状況を踏まえ、農業委員会や、ながの農協などと連携を強化し、農地中間管理機構事

業等を活用し、認定農業者や認定新規就農者など、経営の規模拡大を目指す担い手農家への農地集

積を図るとともに、比較的経営規模の小さい兼業農家に対する農業機械購入費への補助制度を創設

し、村一丸となって生産量の確保と、優良農地の維持・保全に努めてまいります。 

 また、新規就農を目指す皆様を村外から積極的に受け入れるため、就農相談会の開催を始め、農

業体験の実施に加え、新規就農者の農業技術や、営農初期に必要な農機具整備等への支援など、経

費の負担軽減を図りながら、新規就農者の確保に努めてまいります。 

 さらに、熊やイノシシなどの有害鳥獣から農作物や人命を守るため、地域の皆様による恒久電気

柵等の維持管理が負担となってきておりますことから、電気柵遠隔通電監視システムを本格導入す

るほか、電気柵周辺の緩衝帯整備等を進め、地域の皆様の負担軽減を図りながら、適正な維持管理

に努めてまいります。 

 将来を見据えた魅力ある農業の基盤づくりにつきましては、果樹栽培に適した自然条件と地域の

特性を生かした営農を確立するため、農道・水路等の農業生産基盤の充実に努めるとともに、村民

の皆様から御要望の強い生産・販売等の施設整備に向けて、基本構想等の策定に着手してまいりま

す。 

 林業振興では、観光地等の景観整備を図るため、森林環境譲与税を財源に、八滝展望台周辺の支

障木等を伐採するとともに、私有林の間伐を促進するため、その費用を助成するほか、人による踏

査が困難な区域には、ドローンを活用して、森林現況調査を実施し、今後の森林整備や災害防止対

策に生かしてまいります。 

 商工業の振興につきましては、物価高等による影響を受けた商工・観光事業者等を支援するため、

国の交付金を活用して、プレミアム率30%、発行総額１億2,000万円のプレミアム付き商品券発行事

業を支援するとともに、県の「中小企業振興資金」等の融資に伴う利子補給や、県信用保証協会保

証料の負担などを支援してまいります。 

 観光振興につきましては、観光情報誌などへの広告掲載のほか、観光協会のＰＲキャラクターで

あります、「高山タカオ君」の活用や、鉄道会社と連携した観光ＰＲ活動を実施するなどして、本

村の知名度アップを図ってまいります。 

 次に、「笑顔あふれる健康・福祉のむら」について申し上げます。 

 少子化問題は、社会経済の根幹を揺るがしかねない喫緊の課題であります。 

 子どもは社会の希望であり、地域の宝であります。村の将来を担う子どもを安心して産み、育て

ることのできる環境を整備し、子ども達が健やかに育つことのできる社会の実現を目指して、引き

続き、結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至るまでのライフステージに応じた、総合的な少子化
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対策のほか、新たに保健福祉総合センター内に「こども家庭センター」を設置し、相談体制の充実

に努めてまいります。 

 結婚を希望される方のために、婚活支援として「長野県婚活支援センター」が行う、「ながの結

婚マッチングシステム」を活用した相談支援事業を実施するほか、村社会福祉協議会などと連携し、

婚活イベントを開催する等、出会いの場の確保に努めてまいります。 

 また、結婚を機に村内に定住される方には、結婚祝金を支給するほか、住宅建設や賃貸料、引っ

越し費用を補助するなど、結婚に伴う経済的な負担軽減を図るとともに、定住対策による人口の流

出防止と村外からの移住対策を促進してまいります。 

 さらに、家庭で保育を行っている保護者が、都合により保育できない場合は、保護者に代わり登

録した「保育提供者」が保育を行う「ファミリーサポートセンター」のほか、子育て家庭の多様な

働き方や、就労要件を問わず時間単位で柔軟に利用できる、「こども誰でも通園事業」を行うなど、

子育て世帯を支援してまいります。 

 保育園につきましては、多様化する保育ニーズに的確に対応するため、たかやま保育園の受入れ

体制や、ＩＣＴを活用した、保育園運営などの取り組みのほか、３歳未満児の発達段階に応じて、

きめ細かな安全で安心な離乳食を提供してまいります。 

 また、村独自には、３歳から５歳児の副食費と病後児保育等の利用料を、引き続き、全額公費負

担するほか、新たに、多子世帯の一時保育の利用料を軽減し、子育て世帯の経済的な負担軽減を図

ってまいります。 

 高齢者施策につきましては、高齢者の活躍の場を創出するため、就労の場の確保や、ボランティ

ア活動を通して、生きがい健康づくりなどの取組を推進してまいります。 

 また、民生児童委員を始め、地域の皆様と連携を図りながら、独り暮らし高齢者等に対する見守

り活動を実施するとともに、配食サービスや、独り暮らし高齢者宅に設置する緊急通報装置を活用

した安否確認等を継続して行い、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすための生活支援サービ

スを提供してまいります。 

 さらに、高齢者のごみ出しを支援する、「高山村ふれあい収集事業」などによって、高齢者の皆

様が安心して暮らせる地域づくりに取り組んでまいります。 

 障がい者施策につきましては、障がいをお持ちの方が、その状態に応じて日常生活を地域社会の

中で自立でき、安心する場を確保し過ごせるよう、社会福祉協議会や、須高地域総合支援センター

等の関係機関と連携を図るとともに、須高三市町村で共同設置する、「須高地域成年後見支援セン

ター」を拠点とする相談体制の充実や利用促進を図り、障がい者の権利擁護の確保に努めてまいり

ます。 

 健康づくり・医療につきましては、定期的な健康診査や各種検診等の受診を勧奨し、受診率の向

上に努める中で、疾病の早期発見や、早期治療を促進するとともに、高血圧予防教室や健康ポイン
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ト事業を通して、一人ひとりに合った相談及び指導の充実を図る中で、医療費の抑制と、健康増進

事業に努めてまいります。 

 また、高山診療所での診療時間を延長し、特定健診や診療体制を充実するとともに、他の医療機

関や近隣自治体と連携し、安心して医療を受けることのできる診療体制の整備を図ってまいります。 

 次に、「豊かな自然と共生する安全・快適なむら」について申し上げます。 

 「高山村景観条例」を始め、「日本で最も美しい村」連合や、「志賀高原ユネスコエコパーク」

の理念に沿って、豊かな自然環境の保全に努めるとともに、「エネルギーの地産地消」や、「温室

効果ガスの大幅削減」、「気候変動などへの対応」の取組を展開し、「気候エネルギー自治」の確

立に努めてまいります。 

 生活基盤の根幹であります、道路交通網の整備につきましては、幹線道路網整備計画や橋梁長寿

命化修繕計画に沿って、引き続き、安全性を重視した生活道路の確保に努めてまいります。 

 特に、村道などの走行性及び安全性の維持・向上を確保するため、起債など有利な財源を活用し

て、劣化や損傷の著しい緊急性の高い道路舗装の改修を積極的に行い、安全に安心して利用できる

生活道路の整備を図ってまいります。 

 移住・定住の促進につきましては、新たに、中原地区に村営の集合住宅６戸を整備するとともに、

民間事業者が行う宅地造成を推進するため、宅地造成事業に助成を行うほか、45歳以下の若者の住

宅取得費等に対する助成や、若い世代の経済的支援のため、奨学金返還者に対する助成など、人口

減少に歯止めをかけるための施策を講じてまいります。 

 また、空き家対策につきましては、空き家バンクの登録を推し進めるほか、空き家の購入等に係

る費用の助成や個別相談会を開催するなど、個々の問題や意向把握に努め、空き家の適正管理と利

活用を促進してまいります。 

 公園の整備・充実につきましては、ＹＯＵ游ランドの業務を包括委託制度により民間に委託し、

来場者に対して、効率的・効果的で質の高いサービスを提供するとともに、引き続き、公園など施

設や遊具に係る安全点検や適正な維持管理に努め、公園を利用される皆様に満足していただける環

境を整えてまいります。 

 上下水道につきましては、水道水の安定供給を図るとともに、下水道の適正処理のため、特定環

境保全公共下水道への統合を進めるほか、経営戦略に基づく施設の計画的な整備など、経営の健全

化を図ってまいります。 

 治山・治水対策につきましては、防災・減災対策として、引き続き、駒場地区の排水対策工事の

完了を目指し、大雨等による被害の拡大防止に努めてまいります。 

 安心で快適に暮らせるための公共交通の確保につきましては、令和５年度に策定した、「第二期

地域公共交通計画」や、令和６年度に策定した、「高山村地域公共交通利便増進実施計画」に基づ

き、幹線系統「山田温泉線」の維持のほか、昨年10月から試行的に導入した、「ふれあい号」のフ
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ルデマンド運行など、新たな公共交通体系における利便性の向上と利用促進を図ってまいります。 

 村民生活の安全・安心の確保につきましては、今なお地震や大雨による土砂災害、火山噴火など

の大規模な自然災害が全国各地で発生しておりますことから、新たに、中山地区の防災拠点を整備

するため、用地の取得及び村内では初となる「飲料水兼用型貯水槽」等の整備を進め、今後の集中

豪雨や地震等による自然災害に備えるとともに、自主防災会などと実践的な防災訓練等を通して、

迅速な初動対応と、危機管理・防災意識の醸成に努めてまいります。 

 また、地域における消防力の向上と、地域の安全・安心を守る消防団員の活動を支援するため、

老朽化した小型動力ポンプを始め、ホースや器具庫等も順次更新し、消防・防災体制の一層の強化

を図ってまいります。 

 次に、「一人ひとりが輝く教育、文化・スポーツのむら」について申し上げます。 

 村では、教育委員会との相互連携を図り、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づ

き設置した「総合教育会議」や、「教育大綱」に沿って、教育行政の推進に努めてまいります。 

 保育園・学校教育につきましては、子どもたちが生きる力を身につけ、個性や創造性を伸ばしな

がら、次代を担う人材として成長できるよう、保育園から中学校まで一貫した教育体系の整備充実

により、学力の向上を図るとともに、保育園・学校・家庭・地域が一体となって「信州型自然保育」

の充実に努め、園児の健やかな成長や、保護者の皆様に寄り添った、安心できる保育所運営に努め

てまいります。 

 小学校では、３・４年生の社会科等の「副読本」を活用し、村の素晴らしい自然や文化、産業な

どの学習を深め、ふるさと高山村に愛着を持つことができるよう努めてまいります。 

 一方、中学校では、引き続き、社会や数学の学習支援員を配置し、生徒の学力の向上を図るとと

もに、心の悩みを抱える生徒の相談や、不登校、不安定な生徒を支援するための支援員を配置する

など、基本的な生活習慣や学習習慣の向上に取り組んでまいります。 

 また、部活動の地域移行につきましては、令和７年度の部活動地域展開協議会での検討を踏まえ、

「高山村地域クラブ」を設立し、部活動の休日活動をスムーズに移行し、子ども達の活動の場を支

援してまいります。 

 また、本年度は、小中学校のタブレット端末を一斉更新するとともに、今後もＩＣＴ機器を積極

的に活用して、様々な情報を適正に選択していただける人材育成に向けた学校教育を推進してまい

ります。 

 さらに、小中学校入学前の支度金として、入学応援給付金を支給するほか、テスト経費や総合的

な学習の時間等に係る、バスの運行経費、緊急連絡システムの経費などを、引き続き、公費負担し

てまいります。 

 学校給食費につきましては、近年の物価高騰を踏まえ、１食当たりの単価を増額いたしますほか、

給食費の全額無償化を継続し、保護者の経済的な負担軽減を図るとともに、学校給食の質の確保と
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充実に努めてまいります。 

 一方、高校生に対しましては、村内の定期路線バスの利用者を対象に、定期券購入費の７割を助

成し、保護者の経済的な負担軽減を図るとともに、バスポイント１万円分を付与するなど、バス利

用の促進を図ってまいります。 

 さらに、奨学金の貸与につきましては、新たに専門学校を対象に加え、より多くの皆さんに活用

していただき、保護者の経済的な負担軽減が図れるよう支援してまいります。 

 また、就学後に村内に居住しながら通勤等をされている方には、奨学金の償還を免除し、経済的

な負担軽減と定住促進を図ってまいります。 

 生涯学習・文化の向上・スポーツの推進につきましては、村民の皆様一人ひとりが心豊かに生き

がいを持って生活を送っていただける環境づくりが極めて重要であると思っております。 

 このため、令和６年度に着手いたしました公民館耐震化改修工事等が完了することから、今後と

も、利用者には、安全で安心できる学びの場・憩いの場として、利用しやすい施設に努めてまいり

ます。 

 また、本年、開館三十周年を迎える「一茶館」につきましては、一茶没後二百回忌を迎える年に

当たりますことから、一茶の遺墨や俳句に触れられる各種記念事業を開催するなど、村内外から多

くの皆様に御来館いただけるよう誘客に努めてまいります。 

 次に、「ともに創る参画と協働のむら」について申し上げます。 

 「第六次高山村総合計画」に基づき、その将来像である「ずっと住みたい また訪れたい いい

ね 信州高山」の村づくりに向けて全力を傾注してまいりますとともに、後期５か年計画に沿って

着実に施策を進めてまいります。 

 また、国が定める「第二期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を踏まえ、「第三期高山村総合戦

略」に沿って、関係人口の創出や拡大、子育て支援や、移住・定住促進事業等の施策を通じて、人

口減少の抑制に努めてまいります。 

 加えて、国が示す「デジタル社会の実現に向けた重点計画」に沿って、行政サービスのオンライ

ン化等を進め、業務の効率化を図るとともに、住民サービスの向上に努めてまいります。 

 一方、行財政運営につきましては、地方交付税などが不透明で増額が見込めない中、「自立して

持続可能な魅力ある村づくり」を実現するため、村税などの収納率の向上や、住民との協働による

村づくりを一層推進しながら、積極的に行財政改革を進めてまいります。 

 また、本村の特産品等を返礼品とする「ふるさと納税」につきましては、魅力ある返礼品づくり

と品目の拡大等を図り、高山村をさらに応援していただける取り組みを進めてまいります。 

 最後に、村政運営にあたりましては、村民の皆様との協働による村づくりを推進するため、「地

区懇談会」や「出前いろり端会議」、「気軽に村長室」や「きらめきポスト」等を通じて、村民の

皆様の御意見等をお聞きするとともに、広報紙や行政無線、ホームページなど、広報・広聴の充実
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に努めてまいります。 

 村民の皆様には、可能な範囲で村づくりに参画していただきますよう、御理解と御協力をお願い

申し上げます。 

 今後とも、本村発展のために、職員とともに一層の情熱を傾け、村民の皆様のための村政運営に

努めてまいる所存であります。 

 議員各位を始め、村民の皆様のなお一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げまして、

村政の運営方針といたします。 

 なお、提案いたしました議案のうち、条例等につきましては副村長から、予算につきましては総

務課長から、それぞれ説明申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 条例等について提案を申し上げます。 

 承認第１号及び議案第10号から議案第29号までの21件について一括して御説明を申し上げます。 

 承認第１号 専決予算（令和７年度高山村一般会計補正予算（第６号））の承認を求めることに

ついて申し上げます。 

 この補正予算は、去る２月８日執行の衆議院議員総選挙に要する経費等の計上のため、令和８年

１月27日に専決処分したもので、歳入歳出それぞれ1,051万3,000円を追加し、当初予算からの累計

額を58億3,142万9,000円としたものであります。 

 議案第10号 長野広域連合規約の変更について申し上げます。 

 本案は、令和８年度から令和12年度までの広域計画の策定に当たり、養護老人ホーム及び特別養

護老人ホームの設置、管理及び運営に関することについて、規約の一部を変更するため、連合長よ

り協議があったので、地方自治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第11号 高山村宿泊税市町村交付金基金条例について申し上げます。 

 本案は、長野県宿泊税条例が令和７年３月21日に公布され、令和８年６月１日に施行となり、長

野県において宿泊税の徴収が始まり、税収の一部が本村に交付されることから、その交付金を効果

的に活用するため、条例を制定するものであります。 

 議案第12号 高山村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について申し上げ

ます。 

 本案は、「こども誰でも通園制度」が、令和８年４月から給付制度として実施されることに伴い、

運営事業者が給付を受けるための認定証の確認方法などが規定された、「特定乳児等通園支援事業

の運営に関する基準」に従い、条例を制定するものであります。 

 議案第13号 課及び室設置条例の一部を改正する条例について申し上げます。 
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 本案は、令和７年10月から新たな公共交通サービスがスタートし、乗り換え拠点を高山村役場に

変更したことに伴い、所管課を健康福祉課から総務課に移管し、円滑なバス運行と今後の公共交通

施策の庁内横断的な取り組みを推進するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第14号 高山村行政手続条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、国の行政手続法において、デジタル技術の進展を踏まえ、不利益処分をしようとする者

の所在が判明しない場合における公示送達について、従来通りの書面掲示の方法に加え、インター

ネットを通じて閲覧できるようにするため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第15号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、電気通信事業法において、印鑑登録証明書のコンビニ等での交付に用いる、利用者証明

用電子証明書が搭載された移動端末設備に係る規定の見直しに伴い、条例の一部を改正するもので

あります。 

 議案第16号 奨学資金貸付基金の設置、管理、貸付及び処分に関する条例の一部を改正する条例

について申し上げます。 

 本案は、村の奨学金の貸与を受けることができる高等学校等の区分に、専修学校高等課程及び専

修学校専門課程を追加するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第17号 高山村立学校の使用に関する条例の一部を改正する条例について、議案第18号 高

山村公民館条例の一部を改正する条例について及び議案第19号 高山村社会体育施設等の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 この３議案は、公共施設使用料を引き上げるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第20号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について申し上げます。 

 本案は、令和７年11月14日に「乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準」の一部が改正

され、この基準に伴い、または参酌し、文言等の整理を行うため、条例の一部を改正するものであ

ります。 

 議案第21号 高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て申し上げます。 

 本案は、高齢者福祉センターの基本料金を引き上げるため、条例の一部を改正するものでありま

す。 

 議案第22号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、国の令和７年度税制改正において、給与所得控除が引き上げられたことに伴い、村民税

非課税であった者が、控除の引き上げ分の範囲で就労調整し、令和８年度に新たに課税対象となっ

た場合、被保険者の介護保険料の負担が増大することから、介護保険料を減免する特例を設けるた

め、条例の一部を改正するものであります。 
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 議案第23号 高山村運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について申し

上げます。 

 本案は、公共施設使用料を引き上げるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第24号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、「非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令」が公布

され、非常勤消防団員等及び消防作業従事者等の損害補償に係る補償基礎額が引き上げられたこと

に伴い、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第25号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定について、議案第26号 高山村デイサ

ービスセンター指定管理者の指定について、議案第27号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の

指定について及び議案第28号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定について申し上げます。 

 この４議案は、平成18年度から指定管理者制度により、維持管理を高山村社会福祉協議会へ委託

している施設で、いずれも本年３月31日をもって指定の期間が満了となるが、引き続き、高山村社

会福祉協議会を指定管理者に指定するため、地方自治法の規定に基づき、議会の議決をお願いする

ものであります。 

 議案第29号 辺地に係る総合整備計画について申し上げます。 

 本案は、奥山田地区の辺地に係る総合整備計画を変更したいので、「辺地に係る公共的施設の総

合整備のための財政上の特別措置等に関する法律」の規定に基づき、議会の議決をお願いするもの

であります。 

 以上、条例案等21件について一括して御説明申し上げましたが、十分に御審議の上、議決を賜わ

りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 議案第30号から議案第45号までの16件について、一括してご説明を申し上げます。 

 議案第30号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第７号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ8,528万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を59億

1,671万円とするものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、総務費の総務管理費で、事業費の精査により、自治区施設整備等

補助金を減額する一方、役場３階議場にエアコンを設置するための工事請負費のほか、ふるさと納

税寄附金の増加に伴う支払経費、事務効率向上のための庁内インターネット接続環境構築事業の機

器使用料や、ふるさと創生基金積立金の追加など9,904万9,000円を追加。 

 民生費では、社会福祉費で事業費の精査により、障害者自立支援給付費を減額や、児童手当費で、

支給対象者数の確定に伴う児童手当の減額など3,059万7,000円減額。 
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 衛生費では、保健衛生費で、がん検診受診者の減少に伴う健康診査委託料の減額、清掃費で、事

業費の精査により、一般廃棄物処理委託料の減額などにより732万5,000円減額。 

 農林水産業費では、農業費で、事業費の精査により、中山間地域等直接支払事業集落交付金を減

額する一方、村内ワイナリーの規模拡大に伴う担い手確保、経営強化支援事業補助金の追加などに

より1,040万円追加。 

 商工費では、奥山田温泉事業の工事請負費の減額などに伴う温泉開発事業特別会計繰出金の減額

のほか、事業費の精査により、蕨温泉ふれあいの湯事業に係る源泉掘削工事請負費の減額など

8,230万1,000円減額。 

 土木費では、道路橋梁費で、事業費の確定に伴い、藤沢橋の村道改良工事請負費の減額など

4,559万7,000円減額。 

 消防費では、消防費で、職員の退職手当負担金などの追加に伴う、広域消防事務委託料など716

万円追加。 

 教育費では、教育総務費で、事業費の精査により、小中学校の学校管理費の減額など1,172万

8,000円を減額し、歳入では、地方交付税の普通交付税で9,778万7,000円追加。 

 国庫支出金で、事業費の確定に伴い、障害者自立支援給付費負担金や、児童手当負担金のほか、

道路更新防災等対策事業費補助金など4,314万3,000円減額。 

 県支出金で、中山間地域農業直接支払事業交付金が減額となる一方、担い手確保・経営強化支援

事業補助金の計上など1,263万6,000円の追加。 

 財産収入で、ふるさと創生基金利子など1,179万1,000円追加。 

 寄附金で、ふるさと納税寄附金3,000万円の追加。 

 繰入金で、ふるさと創生基金繰入金3,000万円の追加。 

 村債で、観光施設整備事業債、村道改良事業債や緊急自然災害防止対策事業債など１億890万円

を減額し、歳入超過となる１億6,612万4,000円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。 

 なお、商工費の蕨温泉ふれあいの湯事業のほか10事業につきましては、その事業の全部または一

部を翌年度に繰り越して実施することといたしました。 

 議案第31号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号)について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ6,279万2,000円を減額し、当初予算からの累計額を８億

1,706万5,000円とするものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、保険給付費の療養諸費で5,421万2,000円、高額療養費で1,074万

7,000円を減額し、歳入では、国民健康保険税で679万3,000円追加、県支出金の県補助金で6,845万

3,000円減額、繰入金の基金繰入金で463万5,000円減額、諸収入の雑入で330万7,000円を追加し、 

歳入超過となる422万5,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第32号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号)について申し上げます。 
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 この補正予算は、歳入歳出それぞれ220万円を減額し、当初予算からの累計額を8,093万9,000円

とするものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、総務費の施設管理費で114万5,000円減額。歳入では、診療収入の

外来収入で220万円を減額し、歳入不足となる78万5,000円を予備費から減額いたしました。 

 議案第33号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ2,477万2,000円を減額し、当初予算からの累計額を８億

1,301万4,000円とするものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、保険給付費の介護サービス等諸費で、居宅介護サービス等給付費

のほか、施設介護サービス給付費や、地域密着型介護サービス給付費の減額により2,358万円を減

額し、歳入では、国庫支出金の国庫補助金で1,700万7,000円減額し、歳入超過となる28万1,000円

を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第34号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について申し上げま

す。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ564万5,000円を追加し、当初予算からの累計額を１億3,257

万5,000円とするものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金で574万6,000円を追加し、歳入で

は、後期高齢者医療保険料692万7,000円を追加いたしました。 

 議案第35号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ972万3,000円を減額し、当初予算からの累計額を6,367万

2,000円とするものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、温泉給湯事業費で、奥山田温泉給湯事業の源泉改修工事の精査に

より減額など972万3,000円を減額し、歳入では、繰入金989万4,000円などを減額いたしました。 

 議案第36号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、水道事業費用の営業外費用では30万円を減額し、累計額を１億3,080万3,000円

とし、資本的収入の企業債では740万円を減額し、累計額を5,430万9,000円とし、資本的支出では、

建設改良費で設計業務委託料や七味浄水場通信回線工事請負費など663万円を減額し、累計額を１

億2,012万4,000円とするものであります。 

 議案第37号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、下水道事業資本的支出では、建設改良費の千曲川流域下水道建設費負担金を減

額する一方、下水道統合事業施工監理委託料や下水道管路補修工事等の追加に伴い、10万円を追加

し、累計額を３億3,422万8,000円とするものであります。 

 次に、議案第38号 令和８年度高山村一般会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は49億8,000万円で、前年度の当初予算と比較して3.3％の減であります。 
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 歳入の主なものは、村税では、個人村民税で、給与及び事業所得の増加を見込み、所得割の増収

などを考慮して、2.0％増の７億4,181万4,000円を計上いたしました。 

 地方譲与税では、自動車重量譲与税が増加する一方、地方揮発油譲与税の減額を見込み、1.0％

減の5,951万3,000円を計上いたしました。 

 地方消費税交付金では、地方財政見通し及び社会保障財源分の増額を見込み、6.4％増の１億

6,180万円を計上いたしました。 

 地方特例交付金では、軽自動車税の環境性能割の減収分を国が補填するため、143.3％増の584万

円を計上いたしました。 

 地方交付税につきましては、地方財政見通し等を踏まえ、1.8％増の19億400万円といたしました。 

 使用料及び手数料では、公園施設使用料などの前年度実績等を勘案し、1.8％増の7,477万円とい

たしました。 

 国庫支出金では、前年度のデジタル基盤改革支援補助金が減額となる一方、物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金等に係る国庫補助金などが増額となり、10.6％増の４億1,749万3,000円とい

たしました。 

 県支出金では、農道水路等長寿命化、防災・減災事業補助金や、消防防災施設整備費補助金が増

となったことに伴い、21.9％増の３億374万7,000円といたしました。 

 寄附金では、ふるさと納税寄附金の増を見込み、40.6％増の１億401万4,000円といたしました。 

 繰入金では、前年度の「社会教育施設整備基金繰入金」が減となる一方、景観育成に係るふるさ

と創生基金繰入金が増となったことに伴い、0.7％増の３億9,286万3,000円といたしました。 

 諸収入では、森林研究・整備機構受託事業収入が減となり、2.3％減の１億2,384万3,000円とい

たしました。 

 村債では、減災を目的とした河川排水路改修のための緊急自然災害防止対策事業債の増を見込む

一方、前年度の蕨温泉の源泉掘削に係る辺地対策事業債や、中学校体育館空調設備工事に係る緊急

防災・減災事業債が減となり、38.2％減の５億7,800万円といたしました。 

 次に、歳出につきましては、各款ごとに主なものを申し上げます。 

 総務費におきましては、総務管理費の一般管理費で、宿直業務の民間警備会社への代行業務や、

公共施設の図面・設計図書などをデータ化するための公文書電子化、ＹＯＵ游ランドや児童クラブ

などの施設管理の包括業務などの委託料に１億5,367万円計上。 

 文書広報費では、「広報たかやま」や行事力レンダーなど、印刷製本費に860万円計上。 

 財政管理費では、地方公会計財務４表作成に係る地方公会計業務委託料に170万5,000円計上。 

 財産管理費では、高山村公・共有林管理協議会負担金に160万7,000円を計上。 

 企画費では、信州高山食の祭典の開催委託料など559万2,000円、太陽光発電や住宅用蓄電池シス

テム等設置に係る地球にやさしい住宅用エネルギー設備等設置費補助金250万円、高山村ふるさと
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景観育成寄附金事業に3,780万8,000円計上、村制施行七十周年記念事業に2,550万4,000円を計上、

ふれあい号フルデマンド委託料及び支線交通運行委託料、地域間幹線系統路線運行補助金など、公

共交通事業に5,967万6,000円計上。 

 情報化推進費では、庁内ネットワークシステムの利用などに係る電算使用料に1,691万1,000円を

計上。 

 諸費では、自治区施設整備等補助金に919万5,000円計上。 

 基金費では、ふるさと納税寄附金を積立てるため、ふるさと創生基金積立金に１億円、村営住宅

等の適正な管理等を図っていくため、高山村営住宅等基金積立金に513万5,000円を計上。 

 徴税費の賦課徴収費では、税業務全般に係るリームスシステム使用料や、個人住民税システム使

用料など、電算使用料に1,667万6,000円計上。 

 戸籍住民基本台帳費では、戸籍システム使用保守委託料として629万2,000円を計上。 

 選挙費では、県知事選挙一般経費に982万6,000円を計上いたしました。 

 統計調査費では、経済センサスなど指定統計調査実施に係る統計調査一般経費に73万円計上。 

 民生費におきましては、社会福祉費の社会福祉総務費で、須高地域成年後見支援センター業務委

託料438万円、社会福祉協議会助成金1,980万円、定住促進結婚祝金に100万円、介護保険特別会計

繰出金１億2,363万4,000円計上。 

 高齢者福祉費では、高齢者等公共交通ＩＣカード利用者負担金107万3,000円、老人福祉施設措置

費1,269万9,000円、寝たきり高齢者等家庭介護手当540万円、シニアクラブの加入者促進を支援す

るため、シニアクラブ育成事業に114万7,000円計上。 

 障害者福祉費では、障害者医療費特別給付金1,825万5,000円、重度心身障害者家庭介護手当144

万円、人工透析等患者見舞金175万円、障害者自立支援給付費２億2,100万円、地域生活支援事業給

付費に156万円計上。 

 社会福祉施設費では、高齢者福祉センターの指定管理料680万円、地域包括支援センター費では、

介護予防サービス計画作成委託料に325万6,000円計上。 

 保健福祉費では、後期高齢者医療広域連合医療給付費負担金に8,394万5,000円、国民健康保険特

別会計繰出金に4,329万3,000円、後期高齢者医療特別会計繰出金に3,269万8,000円を計上いたしま

した。 

 児童福祉費の児童福祉総務費では、高校３年生相当の18歳までの医療費負担を軽減する、乳幼児

等医療費特別給付金に1,800万円、子育て世帯ショートステイ事業委託料として11万1,000円計上。 

 児童手当費では、児童手当に１億2,102万円、４歳未満の乳幼児に対し、おむつ購入費を助成す

る乳幼児おむつ購入助成金に273万円、出産祝金175万円、３歳未満児の乳幼児を、日中、家庭で育

児する保護者の皆さんを対象に、村内で利用できる商品券を支給する家庭育児給付金に100万円計

上。 
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 保育所運営費では、村外の保育所へ通園する園児の保育所運営費委託料908万2,000円、私立幼稚

園等へ通園する園児の幼保無償化に伴い、子育てのための施設等利用給付交付金に133万2,000円計

上。 

 児童福祉施設費では、給食材料費に969万9,000円、児童クラブ事業に1,434万円計上。 

 子育て支援センター費では、子育て支援センター事業213万7,000円計上。 

 こども家庭センター費では、新たに、こども家庭センター経費18万6,000円計上。 

 災害救助費では、災害備蓄品など災害救助一般経費に205万円を計上。 

 人権推進費では、部落解放協調団体活動補助金102万円、男女共同参画社会づくり計画見直しに

係る委員報酬や、いきいきフォーラムの開催など、男女共同参画推進事業に65万円を計上いたしま

した。 

 衛生費におきましては、保健衛生費の保健衛生総務費で、地域医療福祉ネットワーク推進事業負

担金95万5,000円、保健補導委員会補助金に30万円、難病患者等見舞金に45万円を計上。 

 予防費では、肺がん検診などのほか、後期高齢者の基本健康診査など、健康診査事業に、1,775

万円、乳幼児の定期予防接種、高齢者のインフルエンザやコロナウイルス予防接種など、感染症予

防事業に2,504万9,000円、水中運動などへルスアップ事業に33万円計上。 

 母子衛生費では、妊婦一般健康診査委託料287万円、妊娠期から出産、子育て世帯への相談支援

の充実と経済的支援を行う「出産・子育て応援交付金」として220万円計上。 

 公園費では、雪と光の祭典補助金150万円、福祉公園事業で、公園管理業務委託料に264万円計上。 

 診療所費では、診療所特別会計繰出金に3,139万6,000円計上。 

 環境衛生費では、高山村ふれあい収集事業委託料57万3,000円、長野広域連合負担金1,602万

8,000円、須高行政事務組合負担金1,447万2,000円、狂犬病予防事業に52万6,000円、防犯対策事業

に48万8,000円計上。 

 浄化槽費では、合併処理浄化槽設置補助金290万3,000円を計上いたしました。 

 清掃費の清掃総務費で、廃棄物収集所設置補助金に28万円計上。 

 塵芥処理費では、一般廃棄物収集委託料に2,217万6,000円、一般廃棄物処理委託料に1,174万

6,000円、可燃ごみ処理費負担金に1,154万円を計上いたしました。 

 上水道費の上水道施設費では、上水道事業会計繰出金に3,190万9,000円を計上いたしました。 

 労働費におきましては、労働諸費で、ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業補助金に100万円、

協調融資預託金に500万円を計上いたしました。 

 農林水産業費におきましては、農業費の農業振興費で、優良農地の保全を図るため、日本型直接

支払制度多面的機能支払事業に1,418万9,000円、有害鳥獣駆除対策の強化を図るため、鳥獣被害防

止用機器の購入や電気柵維持管理交付金など、「自ら守ろう農作物」推進事業に1,452万4,000円、

日本型直接支払制度中山間地域等直接支払事業に2,057万2,000円、新規就農者への支援など、担い
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手育成事業に838万3,000円。新規就農を目指す皆さんを対象に農作業体験の受け入れを行う就農促

進事業に60万5,000円、農作業支援等を行う地域営農支援事業に366万円計上。 

 畜産業費では、基幹診療所設置運営費負担金や家畜共済事業補助金など、畜産業一般経費に191

万円計上。 

 園芸振興費では、りんご、ぶどう及び醸造用ぶどうの苗木等購入に係る補助金や農家の収入減少

を補填する収入保険への加入補助金など、園芸振興事業に661万5,000円、遊休荒廃農地対策事業に

190万円計上。 

 農地費では、水路改修工事など農道水路等維持管理事業に4,576万3,000円、下水道事業会計繰出

金に2,447万6,000円計上。 

 地力増進施設費では、汚水処理槽の機器修繕や部品交換、老朽化した作業用機械の購入など地力

増進施設事業に1,417万2,000円を計上いたしました。 

 林業費の地籍調査費では、奥山田５区の地籍調査など、地籍調査事業に1,650万3,000円計上。 

 林業振興費では、恒久電気柵等の緩衝帯整備委託料750万円、森林景観整備委託料1,000万円、松

くい虫の森林病害虫防除対策事業1,450万円、森林研究・整備機構受託事業委託料823万4,000円計

上。 

 林道費では、維持管理工事請負費など、林道維持管理事業に2,865万6,000円を計上いたしました。 

 商工費におきましては、商工業振興費で、県信用保証協会保証料130万円、高山まつり補助金700

万円、村内経済活性化のため、商工会の「プレミアム付き」商品券発行事業補助金に3,900万円、

創業を目指す起業家への創業支援事業補助金150万円、金融機関預託金3,000万円計上。 

 観光費では、観光協会補助金485万6,000円、桜まつり補助金500万円、奥山田温泉の工事請負費

等の支援として温泉開発事業特別会計繰出金1,970万円、蕨温泉ふれあいの湯の源泉用地整備工事

請負費のほか、施設管理委託料など、蕨温泉ふれあいの湯事業に4,291万8,000円、山田温泉大湯事

業に1,467万9,000円、信州高山アンチエイジングの里スパワインセンター事業に527万2,000千円を

計上し、消費者行政推進費では、消費生活センター広域連携負担金や、迷惑電話防止機器購入補助

金など、消費者行政推進一般経費に40万9,000円を計上いたしました。 

 土木費におきましては、土木管理費の土木総務費で、県の急傾斜地崩壊対策事業工事負担金に

375万円計上。 

 道路橋梁費の道路橋梁総務費では、道路台帳整備委託料134万2,000円、防犯街路灯設置工事請負

費518万3,000円を計上。 

 道路維持費では、安全・安心な道路交通の確保を図るため、道路修繕事業に１億8,114万5,000円、

冬期間における良好な道路環境を維持するため、除雪事業に4,016万1,000円計上。 

 道路新設改良費では、村道駒場５号線外排水対策工事や村道牧福井原１号線側溝改修工事など、

道路新設改良事業に２億2,110万円を計上いたしました。 
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 河川費では、測量設計委託料など河川護岸改修事業に2,500万円計上。 

 下水道費では、下水道事業会計繰出金に6,371万2,000円計上。 

 住宅費では、若者定住促進住宅改修工事や村営住宅等購入費など村営住宅事業１億6,295万6,000

円、住宅耐震補強工事補助金やブロック塀除却事業補助金など、住宅耐震化事業に400万円、空き

家活用推進事業補助金など、空き家対策事業に1,467万9,000円を計上。 

 定住推進費では、景観形成事業補助金108万2,000円、移住・定住を推進する若者住宅建設促進事

業助成金や宅地造成支援事業補助金など移住定住推進事業に513万2,000円、就農おためし住宅事業

に58万1,000円を計上いたしました。 

 消防費におきましては、常備消防費で、広域消防事務委託料や、消防防災航空隊負担金で、常備

消防一般経費に１億4,598万9,000円計上。 

 非常備消防費では、消防団員の報酬や分団交付金など非常備消防一般経費に2,942万円計上。 

 消防施設費では、消防用備品購入費など消防施設一般経費に461万3,000円、飲料水兼用型貯水槽

を設置する消防施設等整備事業に5,965万5,000円計上。 

 災害対策費では、高山村地域防災計画策定委託料や、地区防災計画策定支援業務委託料のほか、

防災拠点施設を整備するための用地購入費など、災害対策一般経費に7,776万円を計上いたしまし

た。 

 教育費におきましては、教育総務費の教育委員会費で中学校外国語授業のためのＡＬＴを配置す

るなど、語学指導を行う外国青年招致事業に539万9,000円を計上。 

 事務局費では、奨学金返還支援事業に260万円を計上しました。 

 小学校費の学校管理費では、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、ＩＣＴ授業支援員を配置するため

のＩＣＴ業務委託料や電子黒板、プロジェクター及びパソコンなどの機器リース料、小学校入学応

援給付金など、小学校管理一般経費に6,883万4,000円計上、きめ細やかな学習のための学習支援員

など、会計年度任用職員人件費に3,314万4,000円計上。 

 教育振興費では、定期テスト及び総合テスト購入代として消耗品費や、遠距離通学児童のための

自動車借上料など、小学校教育振興一般経費に567万7,000円計上いたしました。 

 中学校費の学校管理費では、小学校費と同様に、ＩＣＴ業務委託料のほか、中学校入学応援給付

金など、中学校管理一般経費に5,336万3,000円計上、学習支援員のほか、障がいを持つ子どものた

めの看護師、不登校支援員の配置など、会計年度任用職員人件費に2,949万7,000円計上。 

 教育振興費では、小学校費と同様に、定期テストの購入費のほか、遠距離通学生徒のための自動

車借上料など、中学校教育振興一般経費に453万9,000円を計上いたしました。 

 社会教育費の公民館費では、文化協会補助金など、公民館一般経費に663万2,000円、分館長協力

報償費や分館活動補助金など広報・普及活動事業に591万円、二十歳のつどいや青少年健全育成推

進大会など、生涯学習推進事業に330万円計上。 
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 文化財保護費では、歴史民俗資料館総合警備委託料など、歴史民俗資料館経費に101万円、一茶

館の施設の維持管理費など、一茶ゆかりの里一般管理に946万9,000円、一茶ゆかりの里俳句大会や

個人コレクション展、一茶館三十周年記念事業など、一茶ゆかりの里企画展経費に486万7,000円計

上。 

 人権教育推進費では、差別をなくす村民集会の実施に係る経費や人権教育指導員の配置など766

万1,000円追加。 

 保健体育費の保健体育総務費では、体育協会や総合型スポーツクラブへの活動の支援など、保健

体育総務一般経費に702万4,000千円を計上。 

 体育施設費では、須高広域プール負担金など、体育施設一般経費で1,265万7,000円計上。 

 給食施設費では、施設の維持管理に伴う、給食施設一般経費に1,657万9,000円、安全・安心な地

元食材を活用した、おいしい給食を提供するため、給食材料費に3,047万9,000円を計上。 

 高等学校費では、高校生定期券補助金359万8,000円を計上いたしました。 

 議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は８億1,158万円で、前年度当初予算比3.3％の減であります。 

 歳出の主なものは、保険給付費で５億7,921万5,000円、国民健康保険事業費納付金で２億209万

6,000円を計上し、歳入では、国民健康保険税、県支出金及び繰入金など、所要額を計上いたしま

した。 

 議案第40号 令和８年度高山村診療所特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は8,215万円で、前年度当初予算比6.4％の増であります。 

 歳出の主なものは、総務費で5,703万6,000円、医業費で1,610万7,000円を計上し、歳入では、診

療収入、繰入金など所要額を計上いたしました。 

 議案第41号 令和８年度高山村介護保険特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は８億5,153万9,000円で、前年度当初予算比3.0％の増であります。 

 歳出の主なものは、居宅介護サービス等給付費など保険給付費で8億円、地域支援事業費で3,286

万円を計上し、歳入では、保険料、国庫支出金及び支払基金交付金、県支出金、繰入金など、所要

額を計上いたしました。 

 議案第42号 令和８年度高山村後期高齢者医療特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は１億4,535万9,000円で、前年度当初予算比15.9％の増であります。 

 歳出の主なものは、総務費で266万円、後期高齢者医療広域連合納付金で１億4,259万7,000円を

計上し、歳入では、後期高齢者医療保険料及び繰入金など、所要額を計上いたしました。 

 議案第43号 令和８年度高山村温泉開発事業特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は6,970万9,000円で、前年度当初予算比1.8％の増であります。 

 歳出の主なものは、森林スポーツ公園温泉給湯事業では、源泉予備ポンプの修繕を、山田温泉給
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湯事業では、送湯管付設替え設計委託料を、奥山田温泉給湯事業では、送湯管修繕工事など、温泉

給湯事業費で6,940万2,000円を計上し、歳入では、使用料及び手数料、繰入金など、所要額を計上

いたしました。 

 議案第44号 令和８年度高山村上水道事業会計予算について申し上げます。 

 この業務の予定量は、給水戸数で2,750戸、年間総給水量は78万4,750㎥、１日平均給水量は

2,150㎥であります。 

 収益的収入及び収益的支出の予定額は、水道事業収益で１億3,641万8,000円で、水道事業費用は

１億3,523万5,000円であります。 

 また、資本的収入は１億9,188万2,000円、資本的支出は２億4,755万7,000円で、主なものは、資

本的支出において、配水管布設替工事などの建設改良費で２億239万6,000円を計上いたしました。 

 議案第45号 令和８年度高山村下水道事業会計予算について申し上げます。 

 この業務の予定量は、特定環境保全公共下水道事業の接続戸数で1,500戸、年間総処理水量は36

万7,000㎥、農業集落排水事業の接続戸数は750戸、年間総処理水量は20万2,000㎥であります。 

 収益的収入及び収益的支出の予定額は、下水道事業収益で２億3,195万4,000円で、下水道事業費

用は２億3,165万7,000円であります。 

 また、資本的収入は３億2,504万6,000円、資本的支出は３億7,169万4,000円で、主なものは、資

本的支出において、駒場・牧地区管渠整備事業工事請負費や千曲川流域下水道負担金などの建設改

良費で２億7,917万4,000円を計上いたしました。 

 以上、16件について一括して申し上げましたが、十分に御審議いただき、議決を賜わりますよう

お願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これより本休憩とします。 

 会議は午前11時40分から再開します。 

 40分に御参集ください。 

午前11時33分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時45分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これから承認第１号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第１号 専決予算の承認を求めることについて（令和７年度高山村一般会計補正予

算（第６号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから議案第10号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第10号 長野広域連合規約の変更についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 これから議案第11号から議案第28号及び議案第30号から議案第45号までの34件について、一括質

疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております、議案第11号から議案第28号及び議案第30号から議案第45号まで

の34件については、お手元に配りました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに

したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第11号から議案第28号及び議案第30号から議案第45号までの34件については、議案付託表の

とおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第12号 高山村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める 

      条例 

議案第13号 課及び室設置条例の一部を改正する条例 

議案第14号 高山村行政手続条例の一部を改正する条例 

議案第15号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

議案第16号 奨学資金貸付基金の設置、管理、貸付及び処分に関する条例 

      の一部を改正する条例 

議案第17号 高山村立学校の使用に関する条例の一部を改正する条例 

議案第18号 高山村公民館条例の一部を改正する条例 

議案第19号 高山村社会体育施設等の設置及び管理に関する条例の一部を 

      改正する条例 

議案第20号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定 

      める条例の一部を改正する条例 

議案第23号 高山村運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部を改正 

      する条例 

議案第24号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第11号 高山村宿泊税市町村交付金基金条例 

議案第21号 高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部 

      を改正する条例 

議案第22号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例 

福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 
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議案第25号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定について 

議案第26号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定について 

議案第27号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について 

議案第28号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定について 

議案第30号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第７号） 

議案第31号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第32号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 

議案第33号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第34号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２ 

      号） 

議案第35号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第36号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算(第４号) 

議案第37号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算(第４号) 

議案第38号 令和８年度高山村一般会計予算 

議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算 

議案第40号 令和８年度高山村診療所特別会計予算 

議案第41号 令和８年度高山村介護保険特別会計予算 

議案第42号 令和８年度高山村後期高齢者医療特別会計予算 

議案第43号 令和８年度高山村温泉開発事業特別会計予算 

議案第44号 令和８年度高山村上水道事業会計予算 

議案第45号 令和８年度高山村下水道事業会計予算 

予 算 決 算 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（梨本 進議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました、議案第11号から議案第28号及び議案第30号から議案

第45号までの34件については、会議規則第45条第１項の規定によって、３月16日までに審査を終了

するよう期限をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第11号から議案第28号及び議案第30号から議案第45号までの34件については、３月16日まで

に審査を終了するよう、期限をつけることに決定しました。 

○議 長（梨本 進議員） 
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 お諮りします。 

 議案第29号については、後日審議にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第29号については、後日審議することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 明日、３月４日は休会とします。 

 来る５日は午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

午前11時50分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和８年３月３日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  藤 沢 和 人 

 

                 署 名 議 員  篠 原 尚 光 
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令和８年第２回高山村議会３月定例会一般質問目次 

 

令和８年３月５日（木曜日） 

 

９番 山嵜秀治議員 ………………………………………………………………………………………31 

   訪問介護事業所の再開について 

   山田牧場の今後の活用の方向性について 

   りんごのふらん病対策について 

 

７番 湯本辰雄議員 ………………………………………………………………………………………44 

   公営温泉施設について 

   補聴器購入者への助成について 

 

１番 藤沢和人議員 ………………………………………………………………………………………50 

   山田牧場の今後について 

   「高山タカオ」の積極的な活用を望む 

 

10番 髙井央葉議員 ………………………………………………………………………………………57 

   さらに学生を応援する奨学金制度に 

   ＹＯＵ游ランドの今後の運営は 

 

８番 西原澄夫議員 ………………………………………………………………………………………68 

   農業の振興について 
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令和８年第２回高山村議会３月定例会会議録（第２号） 

 

令和８年３月５日（木曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    質 問 し た 者 

９番 山 嵜 秀 治 議員       ７番 湯 本 辰 雄 議員 

１番 藤 沢 和 人 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

８番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

５番 滝 澤   聖 議員       ６番 黒 岩 清 道 議員 

７番 湯 本 辰 雄 議員       ８番 西 原 澄 夫 議員 

９番 山 嵜 秀 治 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  代表監査委員 宮 本 孝 雄 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生    
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──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（梨本 進議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 テレビ中継のほかに、議場のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────９番 山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 おはようございます。 

 ３項目質問します。 

 初めに、訪問介護事業所の再開について伺います。 

 介護保険は、今年で2000年４月の制度開始から26年を迎えます。国民の期待を受けてスタートし

ましたが、その後、制度の改悪が行われ、この間、人材不足と事業所の撤退や廃業による提供体制

の崩壊が叫ばれる事態となっています。 

 介護保険法が制定された当時、世論調査では８割が介護保険導入を支持していました。介護地獄

とまで言われた家族の介護負担、とりわけ妻、嫁、娘など女性が家族介護を担っていたものを、介
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護の社会化で解消するという、この理念に多くの人が期待を寄せたものと言えます。そうした目的、

理念が実現されたのでしょうか。介護の基盤崩壊は、現役世代にとっても重大な問題と言えます。

働く現役世代が、介護のために仕事を辞める、いわゆる介護離職が年間10万人に上ると言います。

要介護者の家族負担は重くなっています。 

 介護保険制度で、その中でも在宅介護を支える訪問介護事業所、この訪問介護事業所が１つもな

い自治体が昨年末時点で116町村となっていることが明らかになりました。前回調査からの半年間

で、１自治体が増えています。新たに、４町村から事業所が消え、ゼロから抜け出したのは３町村、

事業所が１つしかない自治体は前回から10増え、279市町村になり、訪問介護空白地域に歯止めが

かかっていない状況となっています。 

 訪問介護は2024年４月、２年前、基本報酬が２から３％引き下げられ、その後、事業所ゼロの自

治体が急増する事態となりました。来年度、介護職員の処遇改善で、臨時の報酬改定が予定をされ

ておりますが、訪問介護の基本報酬は引き下げたままです。 

 全国の事業所数は、介護サービスの需要増にもかかわらず、半年間で235の微増、３万4,956か所

から３万5,191か所、増加の多いのは名古屋市53増、大阪市48増、千葉市32増などで、地方の事業

所が次々と廃止に追い込まれる一方で、一部の大都市圏に新設が集中しています。 

 質問です。 

 １点目、昨年の９月議会においてもこの問題で質問をしておりますが、その際、社協において８

年度の再開に向けて、様々な方策を検討しているとの答弁がありました。その後の進捗状況はいか

がでしょうか。来年度、令和８年の４月から社協で再開するめどは立っているのでしょうか。お願

いします。 

 ２点目、同じく前回の答弁で、県の認可期限が３月末であること、その中で、村の許可による再

開の可能性についても述べておられました。社協で再開する場合、県許可によって行うのか、それ

とも村の許可で行うこととするのか、いずれでしょうか。 

 村の許可で行うとした場合、事務的なことも含めてどのような準備が必要となるのでしょうか。

そして、県の許可あるいは村の許可の違いによって、介護報酬等で不利益となることはないのでし

ょうか。伺います。 

 ３点目、職員の待遇の問題です。社協の正規職員の給与は、村役場職員の給料表に準用している

と思います。行政職表ではなく、労務職表を適用していると理解しておりますが、これはどのよう

な理由からでしょうか。これが適切であるとお考えなのでしょうか。正規職員の給料は、非正規職

員にも大きな影響を与えます。役場職員の行政職表を適用し、待遇改善を図ることを求めますが、

いかがでしょうか。答弁を求めます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 
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○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。 

 それでは、通告に従って、訪問介護事業所の再開についてお答えを申し上げます。 

 全国的に介護職員が不足する中、本村でも高齢化等の進行に伴い、介護職員の確保が極めて重要

な課題となっております。 

 そのような中で、本村の高齢化は、現在、緩やかに進行しておりますが、本年２月１日時点にお

ける高齢化率は、38.2％と前年同時期と比べて1.1ポイント上昇をしております。 

 その一方で、本村でも団塊の世代が全員75歳以上の後期高齢者となる、いわゆる2025年問題に直

面する中、医療・介護費の増大や医療体制・介護人材の確保は、重要度が増しております。そうし

た中、要介護者の皆さんが、住み慣れた地域で安心して生活を続けるためには、生活援助や身体介

護といった訪問介護事業は欠かすことができないサービスであり、在宅生活の継続を支援すること

で、施設入所や入院の抑制にもつながるものと考えております。 

 そこで、まず初めに、訪問介護事業の再開に向けての進捗状況と再開のめどについてであります

が、昨年９月の議会定例会において、訪問介護事業の再開には、介護職員を確保することが極めて

重要な課題であると申し上げました。このため、これまで幅広く職員募集を募ってまいりましたが、

新たに訪問介護に携わっていただける正規職員の確保には至ってはいない状況であります。しかし

ながら、居宅サービスにおける訪問介護事業を再開することの重要性に鑑み、これまで村社会福祉

協議会などに勤務され、訪問介護に従事されてこられた方を対象に協力を要請したところ、臨時的

な雇用形態であれば勤務できる旨のお話をいただいております。 

 このため、訪問介護事業所の再開に当たっては、事業所の登録を行うための許認可手続が必要と

なりますが、現在の訪問介護員の確保状況では、県条例で定める訪問介護員の配置基準となる常勤

職員換算で2.5人を満たさなければならないことから、大変難しいものと考えております。一方、

村が定める規則では、訪問介護員が３人以上必要となり、県条例より0.5人多くなりますが、この

場合は常勤・非常勤を問わない基準となりますことから、現時点で何とか３名程度の非常勤職員が

確保できそうであるとの報告を受けております。 

 したがいまして、議員お尋ねの訪問介護事業所の再開につきましては、現在、県の助言をいただ

きながら、村規則の制定や許認可手続などを経て、令和８年４月の再開に向けて準備を進めており

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、訪問事業の再開に当たり、県または村のどちらの許認可で行うのか、また許認可に向けた

事務的な準備についてのお尋ねでありますが、ただいま申し上げましたとおり、許認可につきまし

ては、介護職員の配置基準を緩和した村の定める規則を制定し、手続事務を進めているところでご

ざいます。 

 また、県許可と村許可の違いによって、介護報酬等で不利益になることはないかとのお尋ねであ
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りますが、県条例に基づく許認可の指定を受けた事業所については、国が定める介護報酬基準に基

づき、サービス費用を算定することとなります。 

 一方、村の規則に基づく許認可を受けた事業所については、村の規則の中で、介護サービス費用

の報酬や算定方法を規定する必要があることから、村といたしましては、国が定める介護報酬基準

を準用することとしておりますので、介護報酬等に関して、事業所や利用者の不利益につながるこ

とはないものと考えております。 

 次に、村社会福祉協議会の正規職員の給与は、役場職員の給料表に準拠しているが、なぜ労務職

表を適用しているのか。また、行政職表を適用し、待遇改善を図る必要があるのではないかとのお

尋ねでありますが、議員お話のとおり、村社会福祉協議会の職員給与は、村職員の給与体系に準拠

して、労務職の給料表を適用しております。これは、介護現場の業務が、いわゆる現業部門として

の性格を持つことなどから、労務職給料表を適用しているものでございます。 

 また、議員お尋ねの職員の待遇改善につきましては、国の処遇改善加算を給与に反映させ、賃金

の底上げを図るとともに、福利厚生面としては村社協が２分の１を負担する長野県民間社会福祉事

業従事者退職年金共済へ加入し、職員の退職後における生活の安定にも配慮しているところであり

ます。 

 このため、社会福祉協議会では、村に準じて労務職の給料表を適用しておりますが、給与面や待

遇においては、ただいま申し上げましたとおり、改善策を講じていることなどから、行政職給料表

を適用することは検討しておりませんので、よろしくお願い申し上げます。 

 いずれにいたしましても、高齢化が進む中で、村社会福祉協議会の理念であります高齢者が住み

慣れた地域で安心して暮らすためには、介護サービスの充実が極めて重要でありますことから、今

後とも、介護人材の確保に努めるとともに、訪問介護事業所の再開に向けて、しっかりと準備を進

めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 保険料や利用料の負担を増やすことなく、介護職員の処遇改善あるいは介護報酬の増額、介護事

業の継続支援などを行うためには、現在、公費が50％、国が25％、県と市町村で合わせて25％、そ

こに保険料50％で運営されているのが介護保険ですが、この25％の国の負担を10％増やして35％に

する。国の負担を1.3兆円増やすことが、私は求められていると思います。かつては、自民党など

も介護保険の公費負担６割への引上げを選挙の公約に掲げていた時期もありますから、実現するこ

とは可能だと思います。こうした方向で力を合わせたいというふうに思っております。 

 さて、今、村長から答弁がありましたように、担当している部署において、社協も含めて、努力
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されていることは評価したいと思います。やはり、再開しないことには何も始まらないというふう

に思います。この４月からの再開に向けて準備をされているということでありますが、再開したと

きに、すぐに訪問介護の希望者といいますか、利用者が一気に増えるということはなかなか考えに

くい、そういうものがあります。利用者の皆さんにしても、これまでサービスを受けていた、担当

されていた方が急に替わるというようなことは、なかなか難しいものと思います。そうした場合、

今、確保されている方は臨時的な方だということでありますが、そうした方々も一定、待機してい

る間も保障が必要ではないかと、そんなことも思います。 

 その場合、一定程度、社協の財政面において、村の援助が必要になってくるのではないかと考え

ます。村は、そうした社協について、この問題での援助というようなことを考えておられますか、

その点をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 再質問にお答えをしたいと思います。 

 今回のこの介護、訪問介護を進めるに当たってのその援助という考え方でよろしいですかね。 

 確かに、議員おっしゃるとおり、４月から再開をするということで、今、準備を進めているわけ

でございますけれども、果たしてどの程度の方が４月以降利用されるかということについては、ま

だまだ未知数な部分が多々あるわけでございまして、その辺につきましては、須坂市あるいは小布

施町の事業所等とも、村の社協が再開するという旨はしっかりとＰＲといいますか、お伝えをして

いかなければいけないというふうに思っております。 

 そんな中で、先ほど、私も今のところ非常勤職員３名確保できそうだという話をしたわけでござ

いますけれども、実際にその方々が４月から仕事があればよろしいわけですけれども、それがない

とすれば、その辺については自宅待機というかどうか、その辺もこれから残すところ１か月弱であ

りますけれども、どのような形が望ましいか、その辺はしっかりと社協のほうとも検討させていた

だく中で、一定の考え方を示していきたいとそんなふうに思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 それでは、２点目の関係です。 

 村が定める規則によって、報酬等については県のといいますか、それに準拠していくので、報酬

等において、介護報酬ですね、影響はないというお話がございました。 

 そこで、村が定める規則については、今現在の進捗状況はいかがでしょうか。もう十分、その規
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則の制定については準備が進んでいるのでしょうか。その点お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

 村が定める基準該当サービスの規則につきましては、現在、県の高齢者介護保険課とも協議をす

る中で、規則の制定に向けて、ただいま準備しているところでございますので、よろしくお願いし

ます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 それでは、３点目の職員の待遇の問題について伺います。 

 初任給だけを見ましても、例えば行政職は高卒で20万300円、労務職は19万8,200円、ここで既に

2,100円の差があるわけです。年数を経れば、この差はさらに広がります。そして、労務職表には

短大卒や大学卒の初任給給料表はありません。今、携わっている職員も介護福祉士であるとか、

様々な国の資格ですか、そういうものを持って仕事に従事されているわけです。 

 初任給だけを見ても2,100円の差がある中で、正規職員の確保についても、これでは人材確保、

難しいのではありませんか。やっぱり介護の仕事を志す人が、待遇面においてもきちんと保障され

ていくことは、非常に大事なことだと思います。そして、正規職員の待遇というのは、非正規職員、

臨時的な職員についても、これ連動していくわけですから、改めて、今現在、役場職員の労務職給

料表を適用していることに問題はないという立場ではなくて、人材をしっかり確保する、そうした

面から少なくとも役場職員の行政職表を提供することを、改めて求めておきたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 介護に携わっていただいている職員の皆さんには、本当に昼夜といいますか、日頃から大変御尽

力をいただいておりまして、感謝をしているところでございます。 

 そんな中で、やはり今、介護人材不足ということで、非常にどこの地域といいますか、自治体で

も確保することが非常に難しい状況になってきております。そんな中で、やはりもう少し初任給

等々を含めて引上げを行ったらどうかということでございます。 

 そんな中で、やはり基本は先ほど申し上げましたとおり、国に準じて労務職給料表を適用してお

りますので、ここを村がある意味勝手にこういじっていくこと自体が難しいかなというふうに思っ
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ております。 

 そんな中で、先ほど申し上げましたとおり、基本給そのものは、今の一般職、行政職とは2,100

円ほど異なりますけれども、その処遇改善といいますか、そういった部分で、国からの報酬あるい

は先ほど申し上げました福利厚生面では退職後における、いわゆる個人年金的なものを村の社協が

２分の１負担をしていると、したがって、本人は２分の１負担で、60歳からそういったものを受け

られるということを総合的に考えますと、私は今の労務職給料表を適用していくべきだと、そんな

ふうに思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 私としては、介護に携わる職員の待遇改善が一層必要だということを改めて求めて、次の質問に

移りたいと思います。 

 ２項目め、山田牧場の今後の方向性について質問します。 

 山田牧場組合が、１月17日臨時総会を開き、組合の解散を決定したとの報道がありました。山田

牧場組合は1902年に事業を開始し、この間、120年余にわたり続けてきた牛の放牧事業から撤退、

来年度以降は山田牧場組合による牛の放牧はなくなるということのようであります。 

 近年、本村においても、畜産業を営む農家も大きく減少してしまいました。近郊の市町村でも畜

産農家が減少、山田牧場の放牧牛所有者は県外畜産業者となっているということであります。なぜ、

畜産農家の減少が著しいのか。この問題についての議論は別の機会に譲ることとし、幾つか質問し

ます。 

 まず第１として、長年にわたり牛が放牧されてきたこと、また牧場組合として草地改良に取り組

まれたことなどにより、現在の景観が維持されてきたものと思います。山田牧場地区において、山

田牧場組合が果たしてきたこれまでの活動を、村はどのように評価されていますか。また、山田牧

場組合の解散について、どう受け止めておられるのか伺います。 

 ２点目、今後の活用方法についてであります。村の所有であります山田牧場、この利用について、

観光での利用、放牧事業の継続の２件の申出があるということですが、村はどのような方向性で臨

むのでしょうか。 

 以上、お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 山田牧場の今後の活用の方向性について、お答えをいたします。 

 まず初めに、農事組合法人山田牧場組合が、平成13年９月に開牧100周年を記念して発行した山
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田牧場誌によりますと、山田牧場は明治35年に開牧し、当時の面積が約106ヘクタールで、牧場を

囲む石垣と土堤の柵の延長は、図面上の計測で約６キロメートルに及んだとされております。これ

により、開牧以後は、当時の山田村の牛馬を中心に、放牧事業が展開されるとともに、昭和12年頃

には第二牧区の拡張を、その後、昭和33年には第三牧区が拡張され、総面積は約159ヘクタールま

で拡大し、柵延長は8.5キロメートルの牧場が形づくられ、今日に至っております。 

 なお、山田牧場誌発刊当時の放牧頭数は、令和２年度の232頭をピークに、毎年170頭前後で推移

してきたとのことでありますが、近年では100頭を割り込むとともに、令和７年度は村内農家から

牛馬の放牧はなく、群馬県の畜産農家から預かった48頭にとどまるなど、全国的な畜産業の衰退と

ともに減少傾向が続き、山田牧場組合の経営にも少なからず影響を及ぼしてきたものと考えており

ます。 

 そこで、まず初めに、山田牧場組合の活動の評価と解散の受け止めについてでありますが、山田

牧場が織りなす自然や景観をつくってきた要因は、120年以上にわたって山田牧場組合が牛馬の放

牧事業を行ってきた歴史の積み重ねであり、本村が誇る貴重な財産であります。 

 さらに、平成22年９月に、日本で最も美しい村連合に加盟する際の未来に残したい地域資源の１

つに、笠岳山麓の自然美が登録されるなど、村内外から大変高い評価をいただいており、本村の畜

産振興や景観形成を始め、観光業の発展に大きく寄与したものと考えております。 

 一方、山田牧場組合の解散につきましては、令和５年度を最後に村内の牛馬の放牧がなくなった

ことなどから、組合の決定と同様に、組合設立当初の目的や一定の役割を果たされたものと理解し

ておりますが、長らく実施されてきた放牧事業が行われなくなることに、大変名残惜しい思いをし

ているところでございます。 

 次に、次年度以降の土地の利用についてのお尋ねでございますが、村では昨年11月に山田牧場組

合が臨時総会を開催され、組合の解散と放牧事業の休止を決議するとの情報をお聞きして以後、土

地利用の意向がある方や地元区、観光協会などの関係団体から御意見を伺い、今後の方向性につい

て鋭意検討を進めてきております。 

 現時点での考え方といたしましては、既に冬期間においてスキー場として土地を利用している株

式会社山田牧場に対して、第１牧場を貸付け、年間を通じた観光振興や誘客のほか、維持管理に努

めていただくことが適当であると考えております。一方、第２、第３牧場につきましては、牧場事

業を営みたいという意向をお持ちの現山田牧場組合の牧夫をされている方に貸付け、利用していた

だくことが適当であると考えております。このため、本来ですと、山田牧場の将来を左右する極め

て重要な問題であり、時間をかけて慎重に議論すべきところでございますが、令和８年春以降の牧

草地の管理や観光への影響を考慮しますと、現時点における最善策ではないかと思っております。 

 そのようなことから、このたびは限られた時間の中で迅速な判断を求められましたが、今後も継

続して山田牧場の将来あるべき姿等について検討してまいりたいと考えておりますので、よろしく
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お願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 １点目、村の受け止めについてはそういうことなのだなということで評価しますが、地元のロー

カル新聞によりますと、昨年の６月末に村から、役員に対して、観光と放牧事業の共存が基本的な

考えだと、共存していくためには賃貸契約の変更も必要云々というような報道があります。観光と

放牧事業の共存が基本的な考えという中で、その牧場組合の解散云々というお話をお聞きされたと

きに、牧場組合に対して、放牧事業も必要だからもうちょっと頑張ってもらえないかとかというよ

うなアプローチというものは考えなかったのですか、その点をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 まさに、この山田牧場の景観というのは、私も本当に第２牧場から見下ろした景観というのは、

大変すばらしい景観だと認識をしておりますけれども、やはりこの牧場の解散に至っては、当然組

合長さんはじめ、組合員の皆様方それぞれこれまでの長い歴史の中から、いわゆる今の現状を考え

たときに、なかなか厳しいという御判断をされたのかなと、そんな思いから、なかなかあまり強く

言い続けてもいけないかなというような思いもあって、やはり組合の判断を尊重させていただいた

ということでございますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 ２点目の件です。 

 ２件の申出について、村の方向性が今、示されたわけです。第１牧区は観光事業者に、それから

第２、第３牧区はこれまで山田牧場組合で放牧事業を担当されていた牧夫にということです。 

 今回のこうした事態、山田牧場組合による放牧事業が終了するということ、これは牧場の新たな

転機として捉えて、村が自然公園法やネイチャーポジティブ、こうした立場に立って、イニシアテ

チブをもっと発揮していくことが必要なんじゃないかなということを思います。 

 ネイチャーポジティブというのは、自然再興という意味のようですが、生物多様性の損失を止め、

2030年までに自然を回帰軌道に乗せるという、国際的な目標概念、2020年を基準に2030年までに自

然を減らさず、2050年までに完全な回帰を目指すもので、気候変動対策と並ぶ地球規模の共通目標

です。ネイチャーポジティブというのは、単なる環境保護ではなくて、人間社会が持続可能である
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ための健全な生態系の基盤を再構築する取組と言われております。 

 こうした考えに立って、村が先頭に立っていくことが必要なんじゃないかなと思うんです。イニ

シアチブの発揮としては、関係団体、あるいは今、名のりを上げておられる業者、企業、専門家、

地元区などを巻き込んだ、例えば山田牧場のネイチャーポジティブ協議会というようなものを立ち

上げて、村が環境省や県とも協力し、具体的な取組を進めていく。具体的には、山田牧場地区には

希少生物、昆虫や植物などがいる、あるということが報告されています。これは、村の指定にする、

保全を進める、さらには第１牧区に牛がいなくなって、草をはむことがないと、ちょっとあのまま

の自然を維持できるのかどうかというようなことを若干危惧します。 

 草原の100選にもなっている、ここの地区ですので、この景観を、草原を維持するための草刈り

イベントを、例えば村がイニシアチブを発揮して進める。さらには、小中学生、高校生などへの情

報発信、イベントの参加促進を進めるなど、こうしたことを村がイニシアチブを取って進めていく

ということになれば、ネイチャーポジティブとしても、村が先進自治体として、村の魅力ともなり

ます。ユネスコエコパークや美しい村連合の取組にもふさわしいものとなるのではと思いますが、

この点いかがでしょうか。 

 それから、第２、第３牧区にこれまで放牧を担当されていた牧夫が入るということですが、これ

まで、山田牧場組合へ補助しておりましたよね、いろんな点で。そうしたものと同様な補助という

ものを検討されるのかどうか、その点お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 山嵜秀治議員に申し上げます。 

 第１番目の質問の答弁ということで、まず伺ってよろしいですか。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 今は第２。 

○議 長（梨本 進議員） 

 イベント等の主導というようなことの、その答弁を、よろしいですか。 

 １問で。 

 初めの。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今、２ついただいたかと思いますけれども、まずネイチャーポジティブということで、非常に自

然をこう残すというようなことは、私も本当にこれは大事なことだと、村においては、いわゆる日

本で最も美しい村連合でありますとか、やはりユネスコエコパーク、全村登録されている村として、

やはり必要なものは残していくべきだと思っております。 

 その中で、村が主導でやったらどうかということでございます。今回のこの牧場の解散について
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は、本当にある意味、急と言えば急な話であったわけでございまして、なかなか村としてもいろん

な面で時間をかけて、ゆっくり検討する時間もなかったということで、当面は、今、先ほど申し上

げました形の利用をしていただくという中で、やはり村がやるべきこと、また民間にやっていただ

くこと、それぞれあろうかと思います。そんな中で、やはり今後、先ほども申し上げましたけれど

も、今後、山田牧場の在り方という部分で、区の皆さんや、あるいは民間の皆さん、いろんな方を

巻き込んだ中で、やはり検討していく必要があるだろうなというふうに思っておりますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

 それから、第２、第３牧区での放牧に関する補助ということでございます。なかなか、これまで

村の補助というのは、いわゆる村の牛馬が、いわゆる牧場で放牧をされていたことから、やはり村

もそれなりの支援をしてきたという経緯がございます。その中で先ほど申し上げましたように、あ

るいは令和５年ですかね、最近ではほとんど村の牛馬はいないと、したがって、100％近く群馬県

の牛が来ているということでございますので、なかなかその辺が、いわゆる村民の皆さんの理解を

得られるかどうかという部分もあろうかと思います。その辺は慎重にやはり検討していくべき事項

かなというふうに思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 第１牧区を借りられるというか、そうした業者の方々が、どういう計画をされているかというよ

うなことは、今、私どもも分からないわけなんですが、どういう計画をされるにしても、村とやっ

ぱり一体的に考えていただくことは必要だと思うんです。 

 あるいは、村の援助というものも必要になってくる可能性もあると思うんですよね。そうした場

合、今、村長も言われましたけれども、いずれにしても、この名前はどうであれ、そうした業者、

あるいは地元区、観光、旅館を営まれている方も含めた検討する場というものを立ち上げて、随時

協議して、よりよいものにしていくことが必要ではないかと思いますが、改めてお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 先ほども申し上げましたけれども、このたびの件につきましては、これまでもやはり地元の皆さ

んを中心に観光業者等々も含めて、様々な角度から検討してきた経緯はございます。 

 そんな中で、やはりこれで終わりということではなくて、やはりまた新たな展開が始まっていく

わけでございますので、やはり地元の皆さんも含めて、しっかりとこれからも検討を重ねて、より

よい、やはり山田牧場にしていきたいとそんなふうに思っておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 
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○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 安曇野市なんですが、安曇野市では、安曇野市版レッドデータブックというものを2014年に作っ

て、市の環境政策に活用してきています。ここで2024年ですか、レッドデータブックというものを

改定しています。 

 山田牧場は、草原の100選にも選ばれて、非常に貴重な昆虫であるとか、植物がいるというよう

なことも確認をされて、それらも非常に大切なことだと思います。ぜひ、安曇野市のレッドデータ

ブック何かも参考にされて、村が主導権を持って、いろんな課題に取り組んでいただくことを求め

ておきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 ３項目、りんごのふらん病対策について質問します。 

 りんご栽培にとっては有害なふらん病が、近年も非常に問題となっています。私が言うまでもな

く、ふらん病はりんごの枝、幹を腐敗させ、最終的には木全体を枯死に至らしめる重要病害です。

糸状菌、カビの感染によって引き起こされ、主に剪定や摘果、収穫の際生じる傷口から感染し、１、

２年潜伏期間を経て発症するというもので、比較的細い枝で発症した場合を枝ふらん、太い枝や幹

で発症した場合を胴ふらんと呼ぶようです。 

 長野県では、果樹試験場が令和６年２月、２年前ですが、情報を出しています。そこでは、近年

多発傾向が続き、被害が多く見られることから、令和５年発生状況を調査したとあります。 

 質問の第１、りんご園におけるふらん病の蔓延の状況、現状をどのように捉えておられますか。 

 第２に、村には、ふらん病まん延防止条例が制定をされております。昭和49年７月の制定です。

1974年ですね。８条からなっていて、目的として、ふらん病を駆除するとともに、その蔓延を防止

し、りんご生産の安定及び助長を図るとなっております。条例では、りんご生産者の責務、防除勧

告、防除命令、立入検査等が盛り込まれております。この20年ぐらいの期間において、この条例を

適用した経緯はあるのでしょうか伺います。 

 ３点目、発生状況から見て、今後検討していることがありますか。 

 以上について答弁を求めます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 りんごのふらん病対策についてお答えいたします。 

 ふらん病は、りんごの枝、幹を腐敗させ、徐々に木全体を枯死に至らせる重要病害で、その原因

はカビの感染により引き起こされ、剪定や摘果等の際に生じる傷口から感染し、１年から２年の潜
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伏期間を経て発症します。このため、比較的細い枝で発症した場合は枝ふらん、太い枝や幹で発生

した場合は胴ふらんと呼ばれ、伝染源を除去するためには、病斑周囲の健全な部位も含め削り取り

を行い、薬剤を塗布するなど、丁寧な処置が必要とされております。 

 そこで、まず初めに、ふらん病の現状についてでありますが、村単独での調査は実施しておりま

せんが、長野県果樹試験場及び長野農業農村支援センターによりますと、経営面積の拡大や生産者

の高齢化により、対策が十分に行き届かず、近年では発生が増加傾向にあり、被害が多く確認され

ているとのことであります。 

 このことから、本村においても同様の傾向にある可能性が高いものと認識しております。 

 次に、ふらん病まん延防止条例の適用についてのお尋ねでございますが、本条例はふらん病の駆

除及び蔓延防止などを図るため、必要に応じて所有者に対し、防除勧告や防除命令を行うことがで

きるものとして、昭和49年７月に施行されたものでありますが、直近20年の間で適用した記録はご

ざいません。 

 次に、今後の対策についてのお尋ねでございますが、県では令和８年度「長野県食と農業農村振

興計画長野地域実行計画」の重点取組の１つとして、全国トップクラスの果樹産地づくりを掲げ、

ふらん病蔓延防止対策の推進を図ることとしております。 

 令和８年度においては、村内の活動対象圃場におけるふらん病発生状況の把握や、病斑の適切な

削り取りの推進、削り取り部位の再発状況調査などを実施する予定であり、村といたしましても県

及びＪＡながのと連携して、事業推進を図ってまいります。 

 ふらん病は、一旦蔓延すると大きな被害につながり、生産量の減少や農家の生産意欲の低下を招

くおそれがあることから、今後も現状把握と防除意識の向上等に努めてまいりますので、御理解賜

りますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 現状については承知をいたしました。 

 ２点目として、村では、ふらん病まん延防止条例があるが、この20年ぐらいはその条例を適用し

た例はないということでありますが、せっかくこの条例つくられているわけですので、現状を把握

した上で、これらの適用というのものを今後検討する、そういう考えはございますか。お願いしま

す。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 
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 条例の適用の関係でありますけれども、先ほど今後の対策の中でも申し上げましたが、県と連携

をしながら、今年発生状況の把握ですとか、また対策後の再発状況調査等することとしております。

まずは、状況把握にしっかり努めさせていただきたいと思っておりますし、必要に応じて、条例の

適用も視野に入れながら、今後考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 ３点目の関係ですが、なかなか対策が進まない要因というのは、先ほど課長が述べられたように

幾つかあると思います。 

 対策を講じず、放置すると、近隣のりんご園、りんご樹にも大きな影響を及ぼすことになります。

この胞子の飛散量は、その飛散距離は15メーターにも及ぶというようなことが載っておりました。

放置されていると、健全なりんご園にも、隣のりんご園にも、影響を及ぼしているというようなこ

とにもなってくるわけです。 

 それで、薬剤の塗布等々必要になってくる、あるいは、どうしても駄目なものは伐採して改植す

るというようなことが必要になってくると思いますが、今、りんごの改植に当たっては、苗木の補

助等は実施されているわけですが、例えばふらん病対策の薬剤についても補助するとか、あるいは、

ふらん病によって改植する場合は、苗木の補助の補助率をさらに引き上げるとか、そうしたことは

いかがでしょうか。検討していただきたいと思いますが、お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 りんごのまず苗木の関係でありますけれども、現状２分の１、購入費の補助をさせていただいて

おります。 

 それの引上げと薬剤等への補助ということでありますけれども、まずは、先ほど来申し上げてお

りますけれども、現状どのような状況なのかしっかり把握をさせていただいた上で、今後、どうい

った対策が必要か考えていければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で山嵜秀治議員の質問を終わります。 

─────次、７番 湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、通告に従いまして質問いたします。 

 初めに、公営温泉施設についてお尋ねします。 

 毎年12月末から１月初めまでの年末年始休暇には、多くの皆さんが帰省や旅行で本村に来られま
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す。本村には、村営の温泉施設が３か所あります。村民はじめ、本村自慢の温泉というふうに考え

ております。この自慢の温泉に、楽しみに来られるという方も多数おいでになります。 

 さて、昨年の12月29日から今年の１月３日までの期間、営業時間は午前９時から６時と少し短縮

され、そして同時に３施設、交代ではありますけれども、１日から２日の休業日が設定されました。

これは、職員の皆さんの働き方改革のためということもあり、また営業時間の短縮の理由として、

設定時間前後の時間は利用者が少ないためということもされました。 

 私は、12月29日夕方の５時頃ですが、大湯を利用しました。大変狭いといいますか、室内に20人

ほどの皆さんが、浴槽の周囲に座ったり、また入浴されたりしておられました。 

 また、12月31日の日も蕨温泉に行きました。こちらのほうも大変な入場者でありました。それこ

そ、浴槽の中では、芋を洗うと言われるほどのにぎわいだったというふうに感じております。それ

で、受付の方の話によれば、混み合っているので帰られたという人もいたというふうにも聞きまし

た。 

 これでは、年末年始の休暇を利用して、村外からの帰省や観光でおいでになった皆さん、どのよ

うに思われるでしょうか。本村の目玉である温泉施設とはいえ、この状態をよかったなというふう

に思っていただけたのでしょうか。年末年始という時期ですので、ある程度の混み具合は許される

かというふうに思いますけれども、観光の目玉の施設として、大変、私としては危惧するものであ

ります。 

 そこで、質問したいと思います。 

 １つ、年末年始営業政策の理由を改めてお聞きしたいと思います。 

 ２番目、利用者からの苦情などはあったでしょうか。その内容はどんなものでしょうか。 

 ３番目、職員の皆さんの中には、せっかく帰省で見えられた皆さんが来られるのですから、ゆっ

くり入ってもらいたいなと、職員の休暇については年末年始休暇でなくてもいいよという、大変あ

りがたいお話もしていただいた方もおいでになります。それで、改めて今年の年末年始営業につい

て、職員の皆さんとも、改めてよく相談されるということを前提としますが、見直しを求めたいと

思います。 

 答弁をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 公営温泉施設についてお答えいたします。 

 村内には、信州高山温泉郷として８つの温泉が点在し、村内外から多くのお客様に御利用いただ

いております。中でも、蕨温泉ふれあいの湯や山田温泉大湯を始め、ＹＯＵ游ランドの３施設は、

村の直営施設として運営しており、年間約22万人の皆様に御利用いただいているところであります。 
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 そこで、まず初めに、年末年始営業時間変更の理由についてでありますが、村営温泉施設の営業

開始時間は、蕨温泉ふれあいの湯が午前６時30分、山田温泉大湯は午前６時、ＹＯＵ游ランドは午

前10時からと施設ごとに異なっておりますが、営業終了時間はいずれの施設も午後９時としており

ます。 

 そのような中、経費の削減及び営業時間の効率化等に資するため、令和３年から令和５年にかけ

て、産業振興課が所管する蕨温泉ふれあいの湯及び山田温泉大湯において、時間帯別利用者数及び

その利用割合を調査いたしました。その調査結果によると、年末年始を除く、通常時における両施

設合計の利用者数及び利用割合は、営業開始から午前９時までが75人で19.6％、午前９時から午後

６時までは230人で60.4％、午後６時以降は76人の20.0％で、１日平均の利用者数は381人という結

果でありました。 

 また、同様の調査結果のうち、12月29日から１月３日までの年末年始期間に限定してみますと、

営業開始から午前９時までは64人で14.6％、午前９時から午後６時までは327人で74.7％、午後６

時以降は47人の10.7％で、１日平均の利用者数は438人となり、通常時と比べ57人増加しているこ

とが確認されました。 

 このように、議員御指摘のとおり、年末年始期間は帰省客などにより利用者数は増加しているも

のの、時間帯別に見ると、午前９時までの利用者数は11人の減、利用割合で5.0％減少するととも

に、午後６時以降の利用者数は29人の減、利用割合で9.3％減少するなど、早朝及び夜間の利用者

数や割合は大きく減少しておりました。 

 この調査結果を踏まえ、施設に勤務いただいている皆様のワークライフバランスの向上、さらに

は心身の健康の確保などにつなげるとともに、人件費や燃料費の削減を図り、施設の健全な経営に

つなげるため、営業終了時間を午後６時とするなど、大幅な見直しを行ったところでありますので、

御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、利用者からの苦情などの意見についてのお尋ねでありますが、各施設の管理者に確認した

ところ、利用時間短縮に係る苦情などの御意見はなかったと聞いております。 

 次に、今年の年末営業についてでありますが、先ほど申し上げましたとおり、村といたしまして

は御利用いただいているお客様の御意見はもとより重要でありますが、施設に勤務いただいている

皆様の働き方や処遇改善等についても尊重していく必要があるものと考えております。 

 したがいまして、今後の年末年始の営業時間等につきましては、本年度の営業形態を基本にしつ

つ、管理者等との協議の機会を設けるとともに、利用者の皆様に御不便をおかけすることのないよ

う、十分な周知に努めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 
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○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 ただいまの答弁で、営業方針決定云々の話もありますが、１つは時間の、時間帯での短縮の理由

の中で、営業今回の営業時間以外については大変少ないという答弁だったというふうに思いますが、

年末年始についても同じように前後が少なかったということなんですか、ここ数年、12月31日につ

いては時間短縮だったというふうに思いますので、そのあたりは考慮されているのかということが、

１つあります。いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 ここ最近の時間短縮の営業等もございますけれども、今回、令和３年から５年にかけての調査結

果で比較をさせていただいております。通常時と年末年始と比較をして、その減少の傾向が見えた

ということで、今回の判断材料にさせていただいたということでありますので、よろしくお願いい

たします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 先ほど苦情などがなかったというふうに、今、お答えありました。私自身のほうには、それこそ

大変だなという、大変困ったなといいますか、これでは観光で来られた人たちも大変厳しいなとい

う話がありましたし、もう少し時間を長くしていただいたほうがいいなという話は聞いてはおりま

す。 

 しかし、役場のほうに、受付の方のほうに報告されたという方がいらっしゃらないとすれば、そ

ういうことなのかというふうにも改めて思ったりします。 

 しかし、私としても、職員の皆さんの気持ちも大変よく分かるつもりではおります。当然、大み

そかとお正月ぐらいは、御家族と過ごしたいというふうに思われるのは理解するつもりではありま

すけれども、中には、先ほど申しましたけれども、職員の中にも、やっぱり年末年始、せっかく見

えられた、観光で見えられた皆さんには、やっぱりゆっくり入っていただきたいというふうに思っ

ていただいている方もいらっしゃるということになれば、やっぱり芋を洗うような状態だけは避け

ていただきたいというのが、率直なお願いでもあります。 

 そういうことで、改めてせっかく村内外からゆっくりお正月を過ごしたいと思って来るお客様に

は、改めて職員の皆さんとも御相談いただきながら、改めて見直しというのをお願いしたいと、再

度お願いしたいと思うんですが、どうでしょうか。 
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○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 苦情等については、先ほどこちらではお聞きをしておらないというふうに答弁をさせていただき

ました。 

 利用者の方の中では、いろいろと思っていらっしゃる方、いらっしゃるだろうというのは私も当

然想定はしております。ただ、今後の営業についてでありますけれども、先ほどワークライフバラ

ンスという言葉申し上げましたが、やはり村とすると働いている方たちのことを考えて、処遇の改

善ですとか、人員の確保等に努めていかなければ、そもそも営業ができないということにもなりか

ねません。 

 また、内閣府が示したワークライフバランスの合意状況によりますと、国民としても消費者とし

て、サービス提供者の働き方に配慮することを求められておりますので、やはりそういった観点か

ら見ると、現状の判断が正しいのではないかというふうには思っております。しかしながら、先ほ

ど答弁でも申し上げましたとおり、基本とはしますが、管理者等々と協議の機会を設けて、また今

後の営業については考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これより本休憩とします。 

 会議は午前11時15分に再開します。 

 よろしくお願いします。 

午前11時05分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時15分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、質問させていただきます。 

 補聴器購入者への助成について質問いたします。 

 これから団塊の世代の高齢化が進み、高齢者人口が増加していきます。高齢になり、毎日の生活

の中で、耳が聞こえづらくなってきたと感じている方も増加するのではないかと思います。 

 そこで、難聴者、難聴になられた方々の生きがいづくり、またその生活を守ったり、社会参加の

促進を支援するということは大変大事なことではないかと思います。そこで、高齢になって、難聴

になっても生きがいのある充実した生活を送るために、補聴器を購入される方がおいでになります。
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私は、たとえ難聴になられても元気で、それこそさらに様々な場面で活躍しようとされる方を応援

できたらと思います。 

 しかし、本村において、補聴器用具支給制度の対象外になっている方の、軽度の方々については、

補聴器の購入費への補助はありません。そこで、インターネットなどで調べたところ、全国では現

在様々な形で補聴器購入者への購入費への助成制度を実施している自治体があります。2024年、お

ととしの12月時点では、18歳以上対象としている自治体が390でしたけれども、25年、昨年の12月

の段階では、622自治体と増えております。 

 長野県内では、この近辺では飯山市、飯綱町、木島平村などですが、33市町村が制度化をしてお

ります。この制度については、様々な条件があります。住所だとか、ある意味では市町村に限ると

いう意味ですが、所得額、また年齢条件では18歳以上とか、65歳以上とか、また金額では購入価格

の２分の１までというように、限度を設けておるところがありますし、助成する金額についても限

度額が５万円とか、10万円とか、また３万円という市町村が多くあります。 

 そこで、質問します。 

 私は、様々な市町村の制度を、今、申しましたが、ありますけれども、まずは本村でも村民の命

と暮らしを守り、毎日の生活が豊かな充実した暮らしを送るために、加齢性の難聴になられた方々

が補聴器を購入された場合に、この購入費用への助成の制度の創設を求めたいと思います。 

 答弁をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 補聴器の購入助成についてお答えをいたします。 

 このたびの御質問につきましては、令和７年３月定例会において、湯本議員から同様の御質問を

いただいて答弁申し上げましたので、その後の状況等を踏まえて、お答えをしたいと思います。 

 議員お話しのとおり、加齢に伴う聴力の低下は、周囲の人との意思疎通が困難になるなど、日常

生活に与える影響は大きく、対話等のコミュニケーション不足が招く社会的孤立や認知症・抑うつ

症状の発症など、健康寿命を延ばす上で、極めて重要な課題であると思っております。 

 そこで、加齢性難聴者が補聴器を購入された場合の助成金の給付についてでありますが、現在、

村では障害者総合支援法に基づき、聴覚障害６級以上の身体障害者手帳を所持されている方を対象

に、国の補装具費支給制度を活用しておりますが、本年２月末時点では15名の方が聴覚障害を理由

に身体障害者手帳を所持されており、このうち10名は補聴器の給付を受けておられます。 

 そのような中で、聴覚障害者手帳の認定に当たっては、例えば１番軽度な６級の場合、両耳の聴

力レベルが70デシベル以上、いわゆる日常の会話が大きく話しかけられても聞こえないレベル、ま

たは片方の耳が90デシベル以上、かつ、もう片方の耳は50デシベル以上という具体的な数値基準に
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基づく客観的な判断が行われます。このため、片耳難聴では交付されないケースが多いと言われ、

この細かな基準が厳しいと感じていらっしゃる方もおられるかと思います。 

 そのようなことから、高齢者施策の充実を図ることは、私の公約の１つでもありますことから、

身体障害者の認定基準に達しない、加齢性難聴者の皆さんには、早期に補聴器の装着を促し、住み

慣れた地域で生き生きと自分らしく、生きがいを持って生活できるよう、一定程度の支援は必要で

はないかと考えております。 

 このため、身体障害者の認定対象外となる加齢性難聴者に対する助成については、先進自治体に

おける対象範囲や助成基準などを調査した上で、前向きに検討する必要があるものと考えておりま

すので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 ありがとう。 

 ただいまの答弁、前向きに受け止めたいというふうに思います。 

 私、最近、近くの方ではありますけれども、本村のある方、今、難聴になっていて大変聞こえに

くいという方がおいでになります。しかし、もう年だから、今のところやめているんだというか、

考えてないんだということもおっしゃる方もおられますし、今までも少し難聴になられた方、長く

なっている方ですが、今まで補聴器を使ったんだけれども、故障しちゃったと、だけれども、今、

新しく購入は考えてないよという方もおいでになります。ですので、ぜひ今の村長の前向きな答弁

で、できるだけ早期に、そういう皆さんにも、そうは言ってもこれからもっと頑張っていただきた

いという意味も込めて、早期の制度化をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

─────１番 藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ２点ほど質問させていただきます。 

 まず最初に、山田牧場の今後について質問いたします。 

 山田牧場の臨時総会が今年の１月17日に開かれ、解散についての決議が可決されました。来年度

以降は組合による放牧事業が行われないということになり、今まで120年余りにわたって見続けら

れてきた牧場の風景が、今後どうなっていってしまうのかと危惧する声も少なくありません。 

 土地が返還されれば、所有者である村には、山田牧場の有効活用を進めるためにも、あらゆる方

法を検討していただきたいですが、観光振興、畜産振興、景観維持、自然保護など課題は多岐にわ
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たるものと思われます。村民はもちろん、近隣住民からも注目を集めている中で、村はこれからの

山田牧場をどのように考えているのか伺います。 

 １つ目の質問です。 

 今後、放牧されなくなったエリアについて、牧草地が広がる景観の維持、保全をどのように考え

ているのか。 

 ２つ目の質問、第六次の後期基本計画には畜産振興の施策として、山田牧場の利用促進を図ると

明記されておりますが、今後はどのような取組を考えているのか。 

 ３つ目の質問です。 

 山田牧場エリアの観光振興について、しっかりとした方向性を示していくべきと考えております。

地元住民、事業者、観光協会などの関係者と協議する場を設けるなどして、次の120年を見据えた

計画立案を求めますが、いかがでしょうか。 

 以上、お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 山田牧場の今後についてお答えいたします。 

 先ほどの山嵜秀治議員に対する答弁と重複する部分がございますが、よろしくお願いします。 

 初めに、放牧がされなくなった後の景観の維持・保全についてでありますが、先に申し上げまし

たとおり、現時点での判断といたしましては、既に冬期間においてスキー場として土地を利用して

いただいている株式会社山田牧場様に対して、第１牧場の全域を貸付け、年間を通じた観光振興や

誘客のほか、維持管理に努めていただくことが適当であると考えております。第２、第３牧場につ

きましては、放牧事業の実施により、景観の維持・保全が図られるものと考えております。 

 このため、村といたしましては、現在ある自然と人が共生する景観を守り、後世に引き継いでい

きたいと考えておりますので、今後の利用状況について、土地所有者として責任ある対応を講じて

まいりたいと考えております。 

 次に、第六次総合計画後期基本計画における畜産の振興についてのお尋ねでございますが、令和

７年３月に策定しました第六次高山村総合計画後期基本計画では、畜産の振興のため、作業の省力

化やコスト削減に向けた支援の充実とともに、山田牧場の利用促進を図ることとしております。 

 しかしながら、去る１月17日に開催された山田牧場組合の臨時総会において、組合の解散と放牧

事業の休止が決議されたことから、村といたしましては、同組合の決定は尊重すべきものと考えて

おり、組合設立当初の目的や一定の役割が果たされたものと理解しております。 

 このため、第２、第３牧場において、放牧事業が実施される予定となっておりますけれども、牧

場区域の大半を占める第１牧場は、通年型の観光地として利用していただくなど、従来とは異なる
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目的による利用を促進することが適当ではないかと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 次に、今後を見据えた協議の場の設置についてのお尋ねでございますが、今日に至るまでの間、

山田牧場は山田牧場組合による放牧事業や、奥山田温泉を活用した宿泊事業者等により地域として

一定の集積とにぎわいが形成されてまいりました。しかしながら、奥山田温泉につきましては、昭

和54年の開湯時に18軒ありました引湯事業者が、令和８年３月１日現在では６軒まで減少し、温泉

開発事業特別会計の経営は極めて厳しい状況になっております。 

 この状況に対応するため、議員の皆様方の御理解を賜り、令和５年度から令和９年度までの５年

間に限り、奥山田温泉の源泉等に係る工事費や修繕費などの財源として、一般会計からの繰り出し

を行う特例的な措置を講じているところであります。 

 そのようなことから、山田牧場の地域振興策につきましては、土地の有効活用を始め、温泉の在

り方を検討する必要がございます。このことは極めて重要な課題であると認識しております。この

ため、今後も区や事業者など、関係の皆様と情報共有や意見交換などを行い、協議の形態にこだわ

ることなく、山田牧場の振興について検討してまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ありがとうございます。 

 まず最初の質問に対する再質問ですけれども、第１牧場に関しまして、株式会社山田牧場様に今

後担当していただくということですけれども、景観維持に対する何か補助というようなものは考え

ているのでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 景観維持については、現在も一部委託しているものもございますけれども、今後の第１牧場全体

の景観維持というふうについては、スキーリフト会社としての役割と、それ以外の今後お願いして

いく部分がございますので、今後慎重に検討してまいりたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 それでは、２つ目の質問に対する再質問ですが、第２牧場、第３牧場では、以前、山田牧場組合

の牧夫がやっていた事業ということで、先ほどの山嵜議員への答弁では補助金等は慎重に考えると
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いうことですが、今後、例えば村の畜産農家さんが、例えば牛を上げるとすれば、以前のような補

助金等は考えられるのでしょうか。お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 再質問にお答えしたいと思います。 

 仮に、村民の方が放牧された場合に補助金が出るかどうかということでございます。 

 今回、この第２、第３牧場を経営をされたいという牧夫さんのお話をお聞きしますと、基本、村

も果たして経営ができるかどうかということを重点に置いて、実は経営計画を出していただいてお

ります。そんな中で、今、出されている計画の中では、そういった補助金等を必要としておらない

ということでございますので、今のところ、村とすれば、先ほども答弁申し上げましたように、補

助金については考えていないということでよろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 例えば、今、村には２軒畜産農家がいらっしゃると思うんですが、その牛が上がるといった場合

の輸送費だとかそういったものは、今後、補助金等々で支援いただけるのかどうか、よろしくお願

いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今後、どういう形で放牧事業をされるか、現時点では群馬の牛を入れるということのようでござ

いますので、今後、村の関係の牛がどう放牧されるか、その状況等も見極めながら、今後、検討し

ていけばいいかなとそんなふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ３つ目の質問に対する再質問ですが、山田牧場に実際暮らしている住民の方や観光業者等、やは

り牛のいる景観というものを要望する声も上がっておりますが、今後、第１牧場の事業者の方と話

すことになるかと思いますが、例えば観光牧場としての利用などの考えはございますでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 
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 いずれにいたしましても、新たなステージの助走が始まった段階でございます。観光事業者、ま

た地元の皆さん、観光協会、それから利用される方々の御意見を伺いながら、どういう方向がいい

のかということを考えなければいけないと思います。 

 喫緊の課題として、４月からグリーンシーズンが始まりますから、草の管理、こういうものをど

うするかという部分で、村として一定の判断をさせていただいたという状況でございます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ありがとうございました。 

 いずれにしても、山田牧場は高山村にとって非常に重要な観光資源ですので、関係する人たちが

皆様同じ方向向いて、確実に発展していけるよう、村としてもしっかりと道筋を示していただくこ

とを求めて、最初の質問といたします。 

 次に、２つ目の質問です。 

 「高山タカオ」君の積極的な活用を望むということで、信州高山観光協会のキャラクター「高山

タカオ」君が2025年の秋頃から人気になってきております。 

 本年１月26日には、タカオ君と藤沢村長が岐阜県の高山市役所を表敬訪問したことが、地元紙の

中日新聞や、また朝日新聞にも取り上げられたほか、様々なメディアにも登場する機会が増えてき

ております。 

 2021年に誕生したタカオ君ですが、信州高山観光協会では、グッズの販売やＳＮＳ発信を続けて

きた中で、2025年８月に発売を開始したぬいぐるみキーホルダーが、昨今のぬいぐるみ活動、いわ

ゆる、ぬい活を楽しむ人たちの目に留まり、人気が高まってきたようです。このぬいぐるみキーホ

ルダーも、500体、1,000体と販売しては完売になるということを繰り返しており、ようやく２月27

日に2,000体が追加発売されましたが、大分品薄になってきていると聞いております。 

 まだ誰もが知っている大人気キャラクターとは言えないですけれども、上から目線なのになぜか

憎めないというキャラクター性は、よそとは一線を画すものですので、観光協会が主体となって、

戦略的なアプローチを実施していくことによって、ひょっとしたら、くまモンのような全国的なキ

ャラクターに育っていくことも夢ではないかもしれません。 

 そんな人気上昇中のタカオ君と高山村が、一緒に手を取り合ってＰＲ活動をしていくことは、お

互いの知名度向上を図っていくには、絶好の機会ではないでしょうか。 

 村民としても、せっかく応援する機運が高まってきたタイミングで、何もアクションがなければ、

すぐに人気に陰りが出てしまいますし、メディアへの露出も減ってきてしまいます。 

 今年度は、村制施行七十周年ということで、記念事業が数多く計画されておりますが、こういっ

た場面においてタカオ君が登場すれば、村内外の人たちに高山村共々認知していただけるよい機会
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になります。何かと高山村は宣伝が下手だと感じている方も多くおります。この人気を千載一遇の

チャンスと捉え、タカオ君を村としても推し活していくことで、ＰＲ活動のみならず、様々な施策

の推進にも活用していくべきではないでしょうか。 

 そこで、提案に対するお考えを伺います。 

 １つ目ですが、タカオ君も高山村の広告塔として村としてもバックアップしていけば、活躍の幅

もより広がると思われます。今は観光協会が主体となって、着ぐるみやグッズ製作などを行ってい

ますが、今後さらに人気が上昇したり、村内外への行事への派遣やＳＮＳ運用、動画制作を積極的

に展開したりするなどをすると、現状の体制ではできることも限られてきたりしてしまいます。活

動を滞りなく推進するためにも、しっかりと予算を取って、高山村のプロモーションを展開してい

く必要があるのではないでしょうか。 

 ２つ目に、知名度向上の観点で、タカオ君のグッズをふるさと納税の返礼品にしてはどうでしょ

うか。なかなかグッズ製作を村主導で行うことは難しいところでしょうし、現在、販売されている

グッズが金銭的な面からも見ても返礼品として適当であるか分かりませんが、農産品が多く並ぶ中

で、違った角度のそういった品があってもよいのではないでしょうか。 

 ３つ目は、福祉作業所のようなところに生産可能なグッズ製作を委託することで、様々な相乗効

果が得られるのではないでしょうか。これは、直接、高山村の知名度向上につなげるといったとこ

ろではありませんし、そもそもできるか、できないかという問題もありますが、タカオ君に関わる

商品をそのような場所で作ることができれば、村としても社会貢献活動に寄与できるのではないで

しょうか。 

 以上３点について、答弁をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 高山タカオの積極的な活用についてお答えいたします。 

 信州高山村観光協会のＰＲキャラクター「高山タカオ」は、令和２年に協会員の提案によりＳＮ

Ｓやホームページに登場し、令和３年には正式なキャラクターとして認定されました。その後、観

光協会では、ステッカーやキーホルダーなどの販売を開始し、令和７年11月に1,000体限定で再販

したぬいぐるみキーホルダーは10日間で完売するなど、大きな反響を呼んでおります。また、ＳＮ

Ｓのフォロワー数は１万5,000人を超えるなど、観光協会のキャラクターとして広く認知されるよ

うになってきております。 

 そこで、まず初めに、高山タカオを活用したプロモーション展開のお尋ねでありますが、令和７

年度中に開催した食の祭典や村民体育祭、二十歳のつどいなど、村が主催する行事に着ぐるみによ

るパフォーマンスを披露するとともに、飯綱町雪まつり2026や岐阜県高山市との交流に参加するな
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ど、観光ＰＲキャラクターとして積極的に活動しております。 

 村と観光協会は、その目的や役割は大きく異なりますが、相互に連携・協力し、村の知名度アッ

プや魅力発信に努めることとしておりますので、今後とも高山タカオを活用するなど、さらなる連

携強化による観光ＰＲやプロモーション展開につなげてまいりたいと考えております。 

 次に、タカオ君グッズをふるさと納税の返礼品にしてはどうかとの御提言でありますが、高山タ

カオのグッズ類については、去る２月18日に県を通じ、ふるさと納税を管轄する総務省から返礼品

として登録が承認されたとの連絡を受けております。このため、今後は、本村の特産品であるりん

ごやぶどう、ワインなどと組合せ、付加価値をつけて魅力ある返礼品となるよう、観光協会や関係

される皆さんと検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、福祉作業所でのグッズ生産についてでありますが、現在、高山タカオをモチーフとするグ

ッズは、キーホルダーやぬいぐるみなど様々でありますが、製造工程には複雑なものがあるとお聞

きしております。 

 このため、議員御提言の福祉作業所での製作は、作業工程の上で、複雑かつ煩雑とお聞きしてお

りますことから、大変難しいものと考えております。 

 なお、観光協会が、今後、新たなグッズ開発等を検討する際には、どのような対応ができるのか

調査研究してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ありがとうございます。 

 １つ目の質問に対する再質問ですが、今年度、令和８年度予算が、観光協会への補助金が約100

万円ほど増えておりますけれども、これは内容的には、例えばタカオ君をもっと何か活用するよう

な案なのでしょうか。 

 また、もう１つ、村として、例えばタカオ君を使った顔はめパネルですとか、あと観光名所でぬ

いぐるみと撮影できる台の設置や、観光名所にスタンプラリー等々、そういったイベントではない

ですけれども、そのようなものを設置していくというようなことが考えておるのでしょうか。よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 まず、予算の関係でございますけれども、令和８年度一般会計当初予算には、観光協会のＳＮＳ

用ＰＲ動画作成委託料や情報発信に係る費用への補助として、今年度、前年比増額の要求、計上を

させていただいております。 
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 これは、高山タカオに限った活用ではありませんけれども、その高山タカオやそのほか、観光資

源等をＰＲするため、やはりプロの方に動画を作成していただきたいということで、新たに観光協

会で専門業者に委託をすることを想定をしているというお話がありましたので、その部分を補助を

させていただくというものでありますので、よろしくお願いをいたします。 

 あと、タカオ君の関係、今、お話いただいたスタンプラリー等々の御提案でありますけれども、

村といたしますと、現在、やはり高山タカオはあくまで観光協会のキャラクターであるという認識

を持っております。しかしながら、先ほど議員の御質問でも、観光協会の体制ではなかなか厳しい

面があるんじゃないかというようなお話もいただいております。 

 実は、現在の観光協会は、私が事務局長を兼任しておりまして、実質は事務局の次長と局員４名

の５名で現在は事務をしておりますが、次年度には事務局体制を強化するということで、事務局長

を専任の方にする、また観光振興のため、地域おこし協力隊を１名採用する予定としております。

やはりそういった中で、観光協会でまた様々な施策を考えていただいて、村はできる支援をしなが

ら、一体となって村のＰＲ、知名度アップにつなげていければと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で藤沢和人議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後１時に再開します。 

午前11時48分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────10番 髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 通告に従いまして、今回、私からは２問の質問をいたします。 

 １問目に、さらに学生を応援する奨学金制度にということでお尋ねします。 

 進学の意欲のある子どもたちが、経済的な理由で、就学できないということのないように、本村

でも奨学金として家庭の所得制限なく、無利子で貸付けを行う独自の奨学金制度を設けて、子ども

たちの学ぶ意欲を支えています。 

 さらに、令和７年度、今年度からは移住・定住促進を見据えた奨学金の返済支援事業も始まり、

さらに進学したい、学びたい子どもたちを応援する制度となりました。この返済支援事業の申込み

も多かったと伺っています。しかしながら、以前から、ほかの制度との併用を求める声や、専門学
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校も対象にしてほしいなどの要望も上がっていることに加え、昨今の物価高騰等で、家計がより苦

しくなる世帯も増える中で、さらに子どもたちを応援する奨学金制度にするための施策について伺

います。 

 １つ目に、令和７年度から国の施策で、多子世帯、子どもが３人以上いる世帯に所得制限なく大

学等の入学金と授業料を国が定める一定額まで無償とする制度、大学等の授業料等の無償化の拡充、

いわゆる多子世帯補助金制度が始まりました。この制度では、扶養する子どもが３人以上いる世帯

の子どもが、一定の要件を満たした大学、短期大学、高等専門学校の４年生、５年生、それと専門

学校の入学金と授業料について、一定額が減免あるいは免除されるというもので、多子世帯にとっ

ては大変助かる制度であります。しかしながら、給付区分が明確であるということで、日々かかる

生活費等の経済的な負担軽減には至らないものです。 

 我が家も多子世帯でありますので、今年度、長女の大学進学が決まった際に、この補助金制度が

始まることも、またその対象にもなることは分かった上で、やはり生活費への仕送り等厳しくなる

のではないかということもありまして、村の奨学金も借りることができるのか、いわゆる併用につ

いて伺ったところ、そのときは本村の奨学金とは併用できないという回答をいただいておりました。

その後、日本学生支援機構を含め、ほかの奨学金でも、この多子世帯補助金との併用が可能にもな

ってきておりますので、本村の奨学金制度とも併用可能にはできないか伺います。 

 ２つ目に、本村の奨学金と多子世帯補助金ではない、ほかの奨学金制度との併用については、以

前からも、できたらよかったのにというような声があったと聞いております。いわゆる借金が増え

るという形になるということで、難しいところかとは思いますが、ほかの奨学金との併用について

の考えはありませんでしょうか。 

 ３つ目に、現在、村の奨学金制度では、専門学校は対象外となっております。先ほどの多子世帯

補助金でも、一定の要件を満たす必要はあるものの専門学校も対象となっておりますが、今、専門

学校が対象外なのはなぜでしょうか。また、今後、子どもたちの選択も様々な形で広がっていく中

で、ぜひ専門学校も対象にするべきと思います。考えを伺います。 

 ４つ目です。私がこの一般質問の通告書を提出した先月16日の時点では、村のホームページでは

奨学金制度についての記事は、2018年８月21日更新のものになっておりました。先ほど申し上げま

した令和７年度から始まった奨学金返済支援事業についての説明も見当たらず、その制度があるこ

とも分からないというような状況でありました。 

 先日、ホームページも更新されましたし、返済支援事業についての記事も新たに掲載されてはお

りますが、昨年この返済支援事業については、申込みの期間のみ掲載をしていただいて、この期間

が終わったところで記事が消えているというような状況になっていたかと思います。 

 また、ちょっと新しく更新されたところまで、ちょっとざっと見ただけなんですけれども、先月

16日の時点で確認したところでは、この奨学金を受ける条件としているところに所得制限がないと
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いう記載がなかったりですとか、成績が優秀でありといった表現がちょっと曖昧なこともあって、

申込みをちゅうちょするんだというような声も聞いております。 

 村の奨学金制度について、さらに分かりやすく、最新情報も入れて、ホームページや広報などで

広くＰＲしていくことが必要であると思いますが、答弁を求めます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 さらに学生を応援する奨学金制度についてお答えいたします。 

 本村の奨学金制度は、能力があるにもかかわらず、経済的理由により就学が困難な学生に対し、

無利子で奨学金を貸し付けていくことを目的に、昭和42年３月に設立いたしました。この制度は、

これまで経済状況や社会情勢の変化に対応しながら、貸付金額を始め、公立、私立や自宅通学、自

宅外通学の区分の見直しを行ってまいりました。また、奨学金制度は、自治体などの公的機関のみ

ならず、民間においても広く導入されており、その内容も給付型や貸与型など多様化しております。 

 そこで、まず初めに、多子世帯に関する国の大学無償化制度と村の奨学金との併用の可否につい

てでございますが、議員お話しのとおり、令和７年度から、国では子どもを３人以上同時に扶養し

ている世帯を対象に、大学等の授業料や入学金の無償化制度が始まりました。この制度は、国や学

校から現金が支給されるものではなく、授業料や入学金が直接減額される仕組みとなっていること

から、従来の奨学金制度とは性格を異にするものと認識しております。 

 このため、教育委員会としましては、国の制度は従来の制度と異なるため、本村の奨学金制度と

の併用が可能であると判断し、窓口や電話でお問い合わせいただいた方には、その旨を御案内して

まいりました。しかしながら、奨学金制度の活用を検討されている皆様にとっては、併用の可否に

ついて疑問を持たれる方もあったことから、奨学金の案内チラシやホームページで、明確な記載が

十分でなかった点については、改善すべき事項であったと認識しております。 

 こうした状況を踏まえ、令和８年度からの対象者につきましては、案内チラシやホームページで、

併用が可能であることを分かりやすく掲載してまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上

げます。 

 次に、他の奨学金にとの併用についてでありますが、これまで本村の奨学金制度は、併用による

借入額の増加に伴い、返済の負担が過大となる可能性があることなどから、併用を認めておりませ

んでした。しかしながら、これまで滞納者がいないことや、近年の物価高騰により、単独の奨学金

では、安定した学校生活の維持が難しくなる可能性なども考慮し、令和８年度の貸付けからは他の

奨学金との併用を認める方向で検討を進めておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げま

す。 

 次に、専門学校が奨学金の対象外となっていることについてのお尋ねでありますが、これまで専



－60－ 

門学校を対象外としていたことにつきましては、具体的な要望等がなかったことによるものであり

ます。しかしながら、本年度において、専門学校を対象にするよう要望が寄せられましたことから、

今定例会において、専門学校についても奨学金の貸付け対象とするための条例改正案を提出し、御

審議いただくこととしておりますので、お願い申し上げます。 

 次に、村の奨学金制度のＰＲ方法についてでありますが、議員御指摘のとおり、村のホームペー

ジでは奨学金の貸付け制度に関する内容を掲載しておりますが、更新時期が古く、令和７年度から

開始した奨学金返還支援制度の記載がないなど、利用者にとって分かりにくい状況となっておりま

す。 

 なお、奨学金返還支援制度につきましては、申請期間のみ掲載し、期間終了後は自動的に非表示

となる設定としておりましたが、今後は常時案内が確認できるように改善を図るとともに、貸付け

制度についても、最新情報を提供してまいりたいと考えております。また、貸付け要件である、成

績が優秀との表現については、申請者自身が判断しにくいことなどから、今後、基準の明確化も含

め、制度の見直しを図ってまいりたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、昨今の物価高騰の状況を踏まえ、令和８年度中に貸付け金額等の調査、

研究を行い、より利用しやすい奨学金制度となるよう改善を図ってまいりますので、御理解賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 １つ目と２つ目と３つ目の質問に係ることで、再質問をお願いします。 

 全体的に前向きな答弁をいただいたかなと思っております。社会情勢等を見ながら、家庭の状況

も見ながら、見直しを行ってきていただいていることですとか、要望を聞いていただいたりとかと

いうことを御答弁いただいたんですけれども、要望が今までなかった、どこで要望を聞いていて、

それはなかったというふうな判断にされていたのか、分かれば教えてください。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 どこで要望をお聞きしたかというお話だったかと思います。この奨学金につきましては、日頃か

らそういった御要望があれば、当然のことながら、窓口ですとか、電話等でのお話が直接お伺いで

きたんじゃないかなというふうに思っております。 

 ただ、本年度の場合は、窓口におきまして要望がありましたということで、今回改正をお願いす

るということでお願いしたいと思います。 
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 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 今まで要望なかった、今年あったということの話なんですけれども、これまで議会報告会をやっ

たりだとか、議会モニター会議をやったりだとかした中で、お母さんたちから、こうだったらよか

ったのにという話はお声が聞けるようになりました。 

 そういう方たちって、ここで聞いているよということが分からなかったのか、そういう窓口がな

かったのか、今までも教育委員会の窓口に直接言えばよかったのか、言えば、そういうことがあっ

たら言ってくださいというようなアナウンスみたいなものは、どこかでされていましたでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 御意見をお聞きする場所のことだと思うんですけれども、本年度から０歳から18歳までの保護者

などを対象に、子育てに係る相談ですとか、いろんな御意見をお聞きする場として、集いの場を子

育て支援センターで行っております。この集いの場につきましても、意見集約の場の１つとして捉

えております。こういった集いの場を、積極的に御意見をお出しいただけるような場の雰囲気づく

りというようなことをこれから充実した場にしていきたいなというふうに考えております。 

 この場で出された御意見とか、さらには先ほどの窓口や電話での対応についても、改善すべき点

については、今後検討していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 ４つ目の質問について再質問お願いします。 

 今回チラシを作っていただけるとか、ホームページも分かりやすくしていただけると前向きな答

弁をいただいたんですけれども、今回新たに返還支援事業に関して、２月27日ですかね、新しく記

事が掲載されているかと思うんですけれども、ちょっと読んでいて文章ではなかなか理解が難しい

ところがあるのかなというふうに、私が読んだところでちょっと思っています。 

 村の奨学金制度について分かりやすくまとめた冊子、例えば本年度返還を求められる、１月１日

にというところの返還を求めるところは、どこの返還した金額なのかとか、そういうのが図解であ

ると分かりやすいのかなと思ったりしたんですけれども、そういうような冊子によると、それをホ

ームページに載せてもらってもいいかと思うんですけれども、子どもたちにも内容が分かるという

ところで、進学の意欲が上がるということにつながっていくんじゃないかなというふうにも思いま
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す。図解も含めて冊子制作など考えていただくことはできませんでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 ＰＲの方法についての御質問だと思います。 

 今回、御質問をいただいたあと、ホームページを改めて改正をさせていただいて、アップをさせ

ていただきました。その中に、ずっと下のほうに、Ｑ＆Ａ方式で対象となるところはどこですよと

いうところは、一応我々とすれば具体的に入れたつもりではあります。それでも分かりづらいとい

う御指摘をいただきましたので、今後また分かりやすいチラシの作成をしていきたいと思います。 

 また、御提案の冊子については、ちょっと検討させていただきたいなというふうに考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 まとめて、今後、様々な進学先が出てきたりですとか、家庭ごと、奨学金についていろんな要望

も出てくるかと思います。先ほど、集いの場の話がありました。今まで、こうやって御意見を集約

する場がなかったのはちょっとあれですけれども、今後、集いの場で集約していただけるというこ

とはありがたいことかなと思います。ただ、今年１年、集いの場を開催していく中で、なかなか人

が来ない現状も、私も見ているところです。どういったふうにすれば、そういう意見を集約できる

かというところも、一緒に考えていっていただけたらいいかなというところ、また先ほど、１番目

の質問のときに、電話で聞いていただいて、変わった後の人は併用できるんですよと回答いただい

たかと思うんですけれども、うちみたいに一番最初に聞きに行って、併用できないんだよと言われ

た人は回答が返ってきていないところも、うちはそうだったんですけれども、あるかと思うので、

変わったときには、ホームページなり、どこかなりで、通知をしていただけるようにしていただき

たいと思います。今後もより利用しやすいところと言っていただきましたので、利用しやすい奨学

金制度を維持していっていただきたいと思います。 

 以上で、１つ目の質問を終わります。 

 ２つ目の質問に移ります。 

 ＹＯＵ游ランドの今後の運営はということでお尋ねします。 

 令和８年度、来月より行政事務の一部を包括的に外部委託する包括的業務委託が始まり、ＹＯＵ

游ランドもその対象になると聞いております。包括的業務委託につきましては、対象となる職員の

皆さん一人一人丁寧に対応いただき、不安なく移行していただけるよう、またこれまで以上に仕事
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がしやすくなることを期待しております。 

 そんな中で、ＹＯＵ游ランドの運営については、引き続き村で行っていくという説明を聞いてお

ります。今後の運営方針、またＹＯＵ游ランドをどういう施設としていくのか、将来について伺い

ます。 

 １つ目に、第六次高山村総合計画の後期基本計画では、ＹＯＵ游ランドについて、自主的な健康

づくりの活動を促進するため、充実及び利用を促進する、そしてＹＯＵ游ランド等の公園に、子ど

もが安全に楽しく遊ぶことができる遊具等の整備を図るとされています。 

 ＹＯＵ游ランドについて、集客方法や遊具の更新等を含めて、今後どのような施設、公園を目指

していくのか、答弁を求めます。 

 ２つ目に、ＹＯＵ游ランドについて、村内外の皆さんからもとてもすばらしい公園だという声を

たくさん伺っております。しかしながら、もっとこうだったらいいのにという要望も同時に多く聞

かれます。 

 具体的に、次の４点について提案をいたします。 

 ２の１として、ＹＯＵ游ランドの料金について。 

 現状の料金設定の見直しについての考えはありますでしょうか。例えば、年間会員券について、

子どもの料金で考えても、今の状態でお得でもあるんですけれども、今、保育園までの未就学児を

連れて毎日のように来ているご家庭からすると、小学生に子どもがなった時点で、大人と同じ年間

会員券を買う必要が出てくるということ、またそれを買わないとなると、子どもの料金で毎回買え

ていかなければならないということもあって、毎日のように通っていたんだけれども、行くのをた

めらうんだよというような声も出ています。 

 そのため、子ども用の年間会員券をつくるなど、柔軟な料金設定をすることも考えたり、あとま

た分かりやすい料金設定にすることで、施設を利用しやすくするのはどうかと考えますが、いかが

でしょうか。 

 ２の２として、初めて利用する施設というものは、利用するに当たって、どういった施設なのか、

また、例えば小さいお子さんがいる家庭で、一緒に安心して利用できるのかなど、心配があるなど、

ハードルが高いこともあるものです。 

 現在のＹＯＵ游ランドでは、施設をちょっとみたい、見学したいというだけでも、入館料を求め

ていると聞いております。もちろん見るだけでなく、そのままちゃんと料金払って、プールや温泉

に入ってもらえばいいのかもしれませんけれども、それでも一度見てみたいという方には、ぜひ見

てもらって、その次の利用につながればいいのではないかと考えます。 

 また、ＹＯＵ游ランドが行うイベント、ワイワイリフレッシュ祭では施設の中で行っているイベ

ントに参加するために、入館料が必要で、施設内でのイベント自体は無料だったりするんですけれ

ども、参加者がなかなか増えないというような声も聞いております。 
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 施設の見学やＹＯＵ游ランド主催のイベントのときは、入館料を求める必要はないのではないか

と考えますが、いかがでしょうか。 

 ２の３として、現在、ＹＯＵ游ランド芝生広場やアスレチック広場、渓流広場の利用は無料で使

えることになっております。たくさんの村の中の小学校、保育園も利用しておりますけれども、村

外からの保育園とかの利用もとても多いなと思っております。それでも、芝生の手入れですとか、

落ち葉の処理、四季折々において丁寧な手入れをしていただいているおかげで、広大で様々な木々

のあるすばらしい公園が維持されております。私のイベントで広場を使わせていただいた際、森の

散策会をしてくださったネイチャーガイドの方からは、とてもすばらしい森だと言っていただいた

ほどです。 

 この公園の環境の維持管理を踏まえて、例えば団体で利用されるような場合においては、この公

園を後世に残していくというような名目で寄附をお願いすることなどは考えませんでしょうか。 

 ２の４として、ＹＯＵ游ランド主催のイベント、ワイワイリフレッシュ祭や様々な団体とＹＯＵ

游ランドが一緒に行っているイベント、例えばイルミネーションの雪と光の祭典ですとかについて、

職員の皆さんが業務の中で行っていくというところで、大変な部分もあるかなというふうに感じて

います。 

 そういったイベントを、主に子どもたちを含めた有志の実行委員会を募ったり、一緒に活動する

ことで、集客にも、盛り上がりにも、そして高山村の大好きな場所という意識づくりにもつなげて

いけるのではないかと思いますが、そういった連携についての考えはありますでしょうか。 

 ２の５として、現在、おむつがはずれていないお子さんは湯舟には入れないということになって

おります。これに関しては、そういう子がいる間、利用ができなくなるという対応ではなく、たら

いのようなものを用意するなど、おむつがはずれていない子がいても利用ができるような対応にし

てほしいという意見、要望が議員の一般質問でも今までありましたし、村民の皆さんからも多く出

ておりました。今後の方針について答弁を求めます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ＹＯＵ游ランドの今後の運営についてお答えいたします。 

 森林スポーツ公園ＹＯＵ游ランドは、村内外を問わず、子どもから高齢者まで幅広い年齢層の皆

様に御利用いただき、温泉やプール、自然を生かした憩いと健康増進の場として、長年親しまれて

きている施設であります。 

 そのような中で、令和８年度からは包括業務委託の導入を予定しており、当該施設が公共施設と

しての役割を維持しながら、持続可能な運営体制が構築できるよう取り組んでまいります。 

 そこで、まず初めに、ＹＯＵ游ランドは、今後どのような施設、公園を目指していくのかとのお
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尋ねですが、ＹＯＵ游ランドのアスレチック広場の遊具につきましては、開設当初から多くの皆様

に御利用いただいてまいりましたが、経年劣化等が進んでいることから、毎年専門業者による安全

点検や、必要に応じて修繕等を行って安全を確認した上で、遊具を使用していただいております。

このため、現時点において、遊具の更新の具体的な計画は策定しておりませんが、遊具の更新にと

どまらず、渓流広場周辺やマレットゴルフの松川コースを含めた公園全体の整備を一体的に検討す

る必要があると考えております。 

 このため、今後は運営研究委員会など、関係の皆様や村民の皆様からの御意見等を伺いながら、

アスレチック広場及び渓流広場周辺の整備構想を取りまとめ、その後、遊具の更新や周辺整備を段

階的に進めてまいりたいと考えております。また、公園機能の充実を図ることで、子育て世代が利

用しやすい遊び場としての魅力を高め、ＹＯＵ游ランドのプールや温泉施設の利用促進にもつなげ

てまいりたいと考えております。 

 次に、ＹＯＵ游ランドに対する５つの御提案について、１つずつお答えします。 

 １つ目のＹＯＵ游ランドの柔軟な料金設定についての御提案ですが、利用料金については、令和

元年10月の消費税引上げに伴い、令和２年７月にＹＯＵ游ランドを含めた村営施設３か所の温泉入

浴料を値上げさせていただき、現在に至っております。しかし、近年の物価高や人件費、光熱水費

等の上昇により、施設の維持管理経費が増大している中で、ＹＯＵ游ランドは開設以来、厳しい経

営状況が続いております。このため、赤字改善に向けて、大湯やふれあいの湯とともに、令和８年

度に利用料金の適正化について検討を進めてまいりたいと考えております。 

 ２つ目ですが、施設の見学やイベント時の入館料についての御提案ですが、施設の見学等に関す

る入館料につきましては、見学される方の滞在時間や目的以外の行動、施設利用について、スタッ

フが常に管理できない状況となるため、基本、入館料をいただくこととしておりますので、御理解

賜りますようお願いいたします。 

 また、ＹＯＵ游ランド主催のワイワイリフレッシュ祭などのイベントにおいては、以前は無料開

放しておりましたが、コロナ禍の際は館内が混雑することが好ましくないという観点から、有料と

しております。また、本年度は、食の祭典と同時開催したため、キッチンカーなどを利用いただい

た方には、入浴料の割引券の配布を行ってまいりましたが、今後につきましては、イベントごとに

判断してまいりたいと考えております。 

 ３つ目の芝生広場など、団体での利用に寄附をお願いすることについての御提案ですが、芝生広

場やアスレチック広場など、屋外の設備については無料で利用いただいております。また、公園の

維持管理につきましては、職員が行うほか、一部はシルバー人材センターに委託しております。し

かしながら、施設の維持管理費は年々増加していること状況でありますが、その経費を捻出するた

めに、寄附金を募ることについてでありますが、寄附金はあくまで任意によるものでありますこと

から、強制力を持たせることは適当でないと考えております。このため、今後は、ふるさと納税や
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クラウドファンディングの活用などの導入について、研究してまいりたいと考えています。 

 ４つ目のイベントは有志の実行委員を募り、一緒に活動することについての御提案ですが、イベ

ントを開催する際、有志による各種団体などから、ボランティアを募って、子どもが遊べるイベン

トなどを企画、運営していただけることは、今のはやりや人気のある遊びを捉えやすく、集客や盛

り上がりが期待でき、大変望ましいものと考えます。したがって、今後は、有志の実行委員を募り、

一緒に活動していただける体制づくりも検討してまいりたいと考えております。 

 ５つ目のたらいのようなものを用意することについての御提案ですが、本件につきましては、令

和６年９月定例会において御質問いただき、その際はベビーバスを設置できるスペースが限られて

いることや、混雑時には洗い場を占有してしまうおそれがあること、対応する職員に余裕がないこ

となどから、利用を控えさせていただいていると答弁いたしました。しかしながら、利用ニーズを

踏まえ、３月より試行的にベビーバスを用意して貸出しできる体制を整えたところでありますので、

今後は利用される皆様からの御意見を伺いながら、改善策や運用方法等について検討してまいりま

すので、御理解をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 １つ目の質問について再質問をお願いします。 

 アスレチック遊具の経年劣化等、修繕や点検をして安全に使えるようにしていただいているとこ

ろで、この更新にとどまらず、公園全体の整備をしていただけるというような前向きな答弁をいた

だいたかと思います。 

 整備をしていくに当たって、運営協議会的な会議があると思うんですけれども、先ほど答弁の中

に、子育て世代が利用しやすい公園をというようなこともいただいたかなと思うんですけれども、

そうすると、子育て世代の意見だったりとか、子どもたちの意見だったりとかも積極的に聞いてい

ただきたいと思いますが、その辺はどのように聞いていただけるのかということを含めて、何か考

えはありますでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 再質問にお答えいたします。 

 アスレチック広場を含めた場所の公園の整備について、子育て世代ですとか、小さなお子さんた

ちからの意見をどのように伺うかという御質問だと思いますが、ＹＯＵ游ランドの関係につきまし

ては運営協議会がございまして、まずは、主はそこでの意見集約をさせていただきたいと思います。 

 そのほかに関しては、子どもが集える場の検討会ですとか、そういったところも早急に行う中で、
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幅広く意見集約をして、小さなお子さんたちも利用しやすいような公園の整備、そういったような

ことで、また検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 遊具も含めて、30年を超えてきている中で、意見も聞いていただけるということなので、時代に

合わせて、多分意見を聞いてからできるまで時間がかかるかと思いますので、広くいろんな世代に

話を聞いていただいて、整備に向けていただけたらなと思います。 

 それから、２の１の料金についてですけれども、赤字改善に向けて、全体的にこれから検討して

いただけるということの中に、柔軟に対応していただけたらいいかなと思うんですけれども、利用

料金表、今、あるかと思うんですけれども、例えばステージとか、先ほども外のものはイベントと

かで使う場合は料金を取るというふうになっているんじゃないかなと思うんですけれども、この遊

んでいるときに、そこ使うんだったら利用料金払ってねと言われた方がいるような話も聞きます。 

 どういう使い方で料金を取るかといったことも含めて、利用料金表を分かりやすくしていただき

たいと思いますが、考えはありますか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ただいまの再質問にお答えいたします。 

 利用料金につきましては、屋外のステージの部分についての料金表載せてなど、分かりやすい料

金表ということの御質問でございますが、屋外ステージのステージ料金につきましては、広場全体

を使用した場合を含めたイベントを行う場合に、頂くステージの利用料ということでございます。 

 お子さんが広場を利用していく中で、ステージに上って遊ぶですとか、そういった場合での利用

料は頂いていないわけでございますが、そういったような声が寄せられているということは、お子

さんの利用がちょっとどのような形で利用されていたかというところもよりますが、安全に利用で

きるような、適正で安全に利用できる形で、お子さんたちには使用していただきたいというような

ことで、そのようなことでスタッフが話してしまったものと思われますが、いずれにしても適正に

利用していただくような形で周知をさせていただきながら、料金改定につきましては、令和８年度

予定しておりますので、その中で分かりやすい料金表、周知等に努めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 
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 ２の２についての再質問をお願いします。 

 契約の方はどういった使い方をするか、職員がついていかないといけないところ、それもあるか

なというふうに思います。コロナで有料になって、コロナも落ち着いて、イベントが広くできるよ

うになった中で、イベントごとに判断していくということなんですけれども、ワイワイリフレッシ

ュ祭は、そもそもどういった趣旨で行っているイベントなのか、何でしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 ワイワイリフレッシュ祭の開催の趣旨でございますが、現在は抽選会を行ったりですとか、そう

いった形で、利用者の皆様に対して、感謝の意を込めて抽選会を行ったりですとか、そういったよ

うな形で行っております。その一環で、ＹＯＵ游ランドの利用促進ですとか、そういったところを

図りたいというようなことで、年に一度開催させていただいておりますので、よろしくお願いしま

す。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 ＹＯＵ游ランドの利用促進をということですので、例えばワイワイリフレッシュ祭年１回だけで

も、無料で入れる日があってもいいのかなというふうに思うので、また検討いただけたらと思いま

す。 

 全体的にＹＯＵ游ランドをもっと使ってもらえるような内容の答弁をいただいたかなというふう

に思います。イベント等、有志のということもありました。ボランティアでそういうことをやって

みたいという声もありますので、広く聞いていただいて、いろんな方が関わりながら、いい公園に

なっていったらなというふうに思います。 

 また、おむつの関係に関しましては、村内の温泉施設全体で同じような統一した中でやっていた

だきたいというようなことも要望いたしまして、私の質問を終わります。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で髙井央葉議員の質問を終わります。 

─────８番 西原澄夫議員。 

○８番（西原澄夫議員） 

 それでは、通告に従い、質問をさせていただきます。 

 行政が、農業を振興する目的には、生活の糧を稼ぐ就業の対象として農業を支援することにより、

定住や移住を維持、増加させることのほか、農村社会の自然と調和した美しい環境を維持するとと
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もに、土砂流出などの災害を予防することなど、多岐にわたる効果が期待されております。 

 しかし、高度成長期以降、農村部からは都市部への人口流出が進み、農業は慢性的な後継者不足

で、さらに日本の総人口が減少局面に入ってからは、あらゆる産業で人材が不足し、とりわけ農業

従事者が大きく減少しています。このように、農業従事者が大きく減少している現状では、人の手

が入らない農地が増え、草刈り等で維持するだけの保全農地や草刈りさえできない荒廃農地が増加

するのは自然のことわりであります。 

 村が行っているそばなど、環境保全型の作物の作付、奨励や荒廃農地の再生に補助金を出すこと

は有意義ではありますが、さらに行政が一歩踏み込んで、積極的な対策を講じなければ、荒廃農地

がさらに増加して、本村の美しい景観や安全な郷土の維持が脅かされる時代に来ていると考えます。 

 それでは、質問に入ります。 

 村内の農地の状況について。 

 農業委員会では、毎年農地パトロールを行い、農地の現状把握を行っておられますが、令和７年

度現在において、村内の農業振興地域内で安全管理の農地及び荒廃農地は、それぞれ何ヘクタール

あるのか。また、農振地域全体から見た割合はどれくらいになるのか。保全管理と荒廃農地は５年

前、10年前と比較してどれくらい増えているのか。また、村内の地域により、差があると思うが、

ブロック単位で見て、どのような傾向にあるのか。 

 ②農業公社を設立して、まずは稲作ができなかった農家の水田を買い上げ、また作業の受託を行

い、水田の遊休化を防ぐ。本村の稲作は自家用の栽培目的が多く、耕作は高齢者や兼業農家が中心

である。しかし、その耕作地は、もう高齢や収益性が低いという理由から、リタイアする人が増え

ており、一方で、その水田の耕作を引き受けてくれる農業者を探すのに苦慮する状況であり、保全

管理となっている水田も多く見られます。 

 本村の稲作のように、収益性に難のある分野に、新規の就農者や民間の法人なども入りづらく、

今後ますます耕作者が見つからない水田が増えることを心配しているが、このような分野にこそ、

半公的な団体が参入して、社会的責任を果たすことが大切と考える。 

 村において、農業公社の設立を既に検討されていると聞いているが、それならばすぐにも実行に

移す時期であり、時期の猶予はないと考えるが、いかがか。 

 ③りんごのモデル園を整備して、新規参入を託す。 

 本村の果樹の主体であるりんごや生食のぶどうは、本村の気象や土壌の好条件もあり、市場で高

い評価を得ており、特に生食ぶどうにおいては、近年新しい品種が高値で取引されていることによ

り、農家の収益を好転させている。 

 一方、りんごについては、市場の高い評価があるにもかかわらず、栽培者が高齢化しており、若

手の新規参入者も少ないことから、耕作面積も生産高も減少が続いている。これを打開するには、

条件のよい、りんごの圃場を村が整備して貸し付けるなど、新規参入の意欲を駆り立てる施策が必
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要と考える。 

 ついては、村が遊休農地を集約して、モデルとなる40から50アールくらいの圃場を村内に数か所

整備して、希望者を募るということはいかがか。最近は、温暖化で、りんご栽培の適地も標高の高

いところに移動しており、例えば蕨温泉の周辺でも栽培が可能と聞いている。地域活性化にもつな

がると思うが、いかがか。 

 ④高山村のりんご、ブドウのさらなる評価を高め、ふるさと納税の寄附額を増やすための戦略。 

 まずは、戦略の１つとして、行政が中心となり、３大都市圏などで行われる農業イベントへの参

加で、りんご、ぶどうなど高山村農産物のＰＲで、さらなる評価を高めることができると思うが、

いかがか。 

 昨年11月８日、９日に、東京都高輪ゲートウェイ駅周辺で開催された食と農業の体験型イベント

に、高山村のりんご、ぶどう、ワインを持って参加させていただきました。８日、１日だけの参加

でしたが、全て販売することができました。 

 以上、答弁をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 農業の振興についてお答えいたします。 

 本村の基幹産業である農業は、年間降水量が1,000ミリ程度と他の地域と比べて少なく、昼夜の

寒暖差が大きいことや日照時間が長いこと、さらには水はけのよい土壌を有していることなどから、

果樹栽培を中心に発展してまいりました。しかしながら、近年では農業後継者の減少や農業従事者

の高齢化が進み、栽培面積や生産量の減少とともに、農地の遊休化や耕作放棄地の増加が深刻な問

題となっております。 

 そこで、まず初めに、村内の農地の状況についてのお尋ねでありますが、農業委員会が実施して

いる農地利用状況調査の結果によりますと、令和７年度における農業振興地域内の保全管理農地及

び遊休荒廃農地は162.3ヘクタールであり、農業振興地域に占める割合は21.4％となっております。 

 なお、５年前の令和２年度の保全管理農地等は127.87ヘクタールで、現時点で34.4ヘクタール増

加、10年前の平成27年度は113.54ヘクタールで、現時点で48.76ヘクタール増加しているとともに、

ブロックを問わず全村で増加傾向にあります。 

 次に、農業公社の設立についてでありますが、村では高山村営農支援センター推進協議会の法人

化に向けて、本年度、県内で先進的な経営を行っている４つの農業公社を視察し、農地管理作業の

受託状況を始め、特産品の開発や販売手法などの情報収集を行ってまいりました。 

 このため、令和８年度におきましては、一般会計当初予算に法人化に向けた関連経費を計上させ

ていただくとともに、本村の農業の持続的な発展に向けて、必要となる具体的な業務内容や体制整
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備について検討を進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

 次に、りんごのモデル園を整備して新規参入を促すことについてでありますが、議員御提案の蕨

温泉周辺を始めとする、比較的標高の高い奥山田地域は、従来、果樹栽培が盛んな地域ではないこ

とから、モデル園の整備に当たっては、圃場の区画整理や農道改良に加え、薬液調合施設の整備や

有害獣対策としての恒久電気柵の設置など、多くの課題が想定され、多額の費用を要することが見

込まれるため、現時点で実施することは容易でないものと考えております。 

 しかしながら、村といたしましては、りんご産地を次世代に継承していくことは、極めて重要な

課題であると考えており、本年度は県と連携して、りんご園地継承のための樹園地円滑継承モデル

推進事業を実施したところであります。現在、この事業により得られた成果を踏まえ、新たな担い

手への継承を希望する樹園地情報を村ホームページで公開する準備を進めております。 

 今後は現在、耕作されている樹園地の円滑な継承を進めることにより、りんごの生産量の維持・

確保につなげてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、ふるさと納税の寄附額を増やすための戦略についてでありますが、村では、令和７年度の

農産物ＰＲ活動として、日本で最も美しい村連合長野県会議や、長野県町村会が主催する３大都市

圏でのイベントに参加するなど、農産物のＰＲに努めているところであります。 

 今後も、村の知名度向上と、ふるさと納税による自主財源の確保、さらには農産物の評価を高め

るため、継続的なイベントへの参加を始め、行政と民間の垣根を越えて、多くの村民の皆様と連携

しながら、効果的なＰＲに努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────西原澄夫議員。 

○８番（西原澄夫議員） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 10年前から、保全管理農地等は48.7ヘクタールの増加、それからの５年間では34.43ヘクタール

の増加という報告がありました。後半の５年間で倍以上、増加しています。今後はさらに保全管理

農地及び遊休荒廃地が増加してしまいそうでございます。 

 そこで、農業公社については、令和８年度に設立して動き出すということでよろしいんでしょう

か。できるだけ分かりやすい答弁をお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 農業公社の設立の関係でありますけれども、先ほども今年、県内の４つほどの公社を視察をさせ

ていただいて、どのような事業を進めていけばよいか、いろいろ情報収集したところであります。 

 設立に関しましては、令和８年度の一般会計当初予算に、法人設立に必要となる登記業務を司法
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書士に委託するための費用33万円ほど予算計上させていただいております。まず、予算はそのよう

な形で進めておりますし、実際、具体的な業務、どのようなことをやるのか、また事務所をどこに

置くのか、人員をどのように配置するのか、その辺、課題はありますけれども、令和８年度に詳細

を検討させていただきまして、令和９年から新たな体制により農業支援を図れるように準備を進め

てまいりたいと、現時点では考えております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────西原澄夫議員。 

○８番（西原澄夫議員） 

 できるだけ早めに設立をお願いをしたいと思います。 

 次の質問です。 

 私自身は2000年頃から、奥山田西原の水田をお借りして、ユリの栽培、村の支援をいただいた、

ユリまつり、いちごの栽培を行ってきました。 

 蕨地区周辺の農地は、南、西に向いた傾斜地で、日当たりがよく、昼夜の寒暖差が大きい場所で

ございます。最近は、温暖化の影響もあり、いろいろな作物が栽培しやすくなりました。蕨温泉は、

観光地です。周辺の農地が耕作放棄地にならないように、頑張っていただけますか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 ありがとうございます。 

 先ほど、なかなか果樹栽培ということになると、奥山田地域はいろいろ条件があるかなというよ

うなことも申し上げました。 

 蕨温泉周辺につきましては、蕨温泉、産業振興課で所管している施設でありますけれども、大勢

のお客様に御利用いただいております。議員おっしゃるとおり、周りが荒れてしまっては、その魅

力も半減をしてしまうというふうに思っておりますので、温暖化によって、様々な作物に作付や品

質も大分変わってきておりますことは、私も身に染みて感じておりますので、今後、奥山田地域で

どんな農業振興が図れるのか、また関係機関とも御意見をお聞きしたり、また農業委員ですとか、

関係者の皆さんと協力をして、ぜひ耕作放棄地がこれ以上右肩上がりにならないように努めていけ

ればと考えております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────西原澄夫議員。 

○８番（西原澄夫議員） 

 ④について、再質問させていただきたいと思います。 

 できれば、村長に答弁をいただければ大変ありがたいかなというふうに思っておりますので、よ
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ろしくお願いを申し上げます。 

 ふるさと納税の寄附額を増やすための戦略ということで、最近は物価高騰で、予算編成と決算の

両面で、非常に厳しい財政運営を強いています。燃料価格や資材の高騰による事業費の膨張と、村

民生活支援のための歳出増の一方で、安定的な税収が見込みにくいというような構造的課題にあり

ます。ふるさと納税のさらなる飛躍に向けて頑張っていただけるでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ふるさと納税の寄附額を増やすということでございます。 

 もちろんこれは私も、今、非常に村の財政そのものも、決して余裕があるとは思っておりません。

そんな中で、やはり今、求められるものは、やはりこういった国が進めているふるさと納税、これ

をいかに増やしていけるかだというふうに思っております。 

 ただその中では、なかなか今、本村の場合、品目というか、対象となるようなものがよそに比べ

ると少ないなと思っております。そんな中で、できるものといいますか、品目をとにかく増やして、

やっぱり魅力あるその返礼品、今、とにかく返礼品をやはり目的にされている、本来の形とは若干

異なってはいるんですけれども、そうは言っても、やはり財源の１つに、やはり私はしていきたい

と思っておりますので、今、議員からいろいろ御提案もいただきましたが、やはり自主財源の確保

に向けて、魅力ある返礼品等々含めて、しっかりとＰＲを併せてしていきたいと。その行く先には、

やはりもう少し、私自身もふるさと納税を多くしていきたいと思っておりますので、またぜひ、い

ろいろと議員の皆様方も御提案等ございましたら、どんどん御指導いただければと思いますので、

よろしくお願いをいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で西原澄夫議員の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 明日は午前10時から会議を開きますので、定刻に御参集ください。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

 ありがとうございました。 

午後２時00分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和８年３月５日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 
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                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  藤 沢 和 人 

 

                 署 名 議 員  篠 原 尚 光 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（梨本 進議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 テレビ中継のほかに、カメラ撮影を許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────３番 沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 改めまして、おはようございます。 

 通告に従い、２問質問します。 

 まず、包括業務委託制度と指定管理者制度について質問します。 

 現在、村では、包括業務委託制度の導入を検討しています。そこで、包括業務委託制度の具体的

な業務内容とメリットなどについて伺います。 

 また、検討している施設にＹＯＵ游ランドがありますが、この施設は指定管理者制度がふさわし

いと思います。 

 そこで、以下の質問をします。 

 １番目、全員協議会で、高山村包括業務委託制度の資料の中で、行政サービスの向上、行政コス

トの削減、リスク管理の強化とあります。それぞれ具体的な詳しい説明と導入によるメリットを伺

います。 
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 ２番目、費用と履行期間を伺います。 

 また、更新に当たっての成果、量、質、効果をどのように測るのか伺いたいと思います。 

 ３番目、利用促進策は、契約の範囲に入っているでしょうか。 

 ４番目、包括業務委託制度に向く施設というのは、安定した運営で維持管理、点検などが主な業

務です。それに対して、指定管理者制度に向く施設というのは、成果が出るよう運営を任せる集客

施設があると思います。ＹＯＵ游ランドは、温泉、温泉プール、トレーニングルーム、マレットゴ

ルフ、アスレチック、バーベキュー施設など、幅広いレジャー、健康増進施設です。 

 しかし、毎年赤字が続いております。民間のノウハウを生かした運営を任せる制度、すなわち指

定管理者制度がよいと思います。いかがでしょうか。あるいは、現状の赤字経営のままで、包括業

務委託制度を進めるんでしょうか。その場合は明快な説明をお願いします。 

 以上、質問します。 

○議 長（梨本 進議員）  

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 それでは、順次お答えいたします。 

 包括業務委託制度と指定管理者制度についてのお尋ねでございますけれども、近年自治体業務は

社会構造の変化や住民ニーズの多様化等によりまして、従来にも増して幅広くかつ複雑化してきて

おります。このため、本村を含む多くの自治体では、不足する人員を補うため、会計年度任用職員

の雇用が増加してきております。 

 こうした中、会計年度任用職員の雇用の増加に伴い、人事管理や給与支払い、保険手続等のいわ

ゆる労務管理に関わる事務負担が大きな課題となっているところでございます。このようなことか

ら、国が進める行政改革の下、職員数の適正化や業務の効率化、民間活用等の観点から、全国的に

自治体業務の民間委託が進められているところでございます。 

 このため、本村におきましても、会計年度任用職員の雇用に関する人事、労務、リスク管理等の

業務を民間委託することで組織機構のスリム化を図り、行政サービスの向上につなげることを目的

として、本年４月から一部の業務について包括委託する方針とし、現在準備を進めているところで

ございます。 

 初めに、行政サービス向上、行政コストの削減、リスク管理の強化の具体的な説明と導入による

メリットについてお答えいたします。 

 包括委託制度は、複数の行政業務を一括して民間業者に委ねることから、行政運営の効率化と高

度化を図る上で、有効な手法であると考えております。 

 第一に、行政サービスの向上でありますが、民間事業者の専門的な知識や経験、ノウハウを活用

することにより、各施設の運営関連業務の質の向上が期待され、結果として行政サービスの質の向
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上が図られるものと考えております。 

 第二に、行政コストの削減であります。複数の業務を包括的に委託することで、業務全体の見直

しやＩＣＴを活用したデジタル化の推進が図られ、効率的な業務運営が可能となります。 

 また、人事管理、給与支払い、保険手続等の定型的な業務を外部委託することで、職員が政策立

案業務やその他専門業務へより集中できる体制づくりにつながるものと考えております。 

 第三に、リスク管理の強化であります。 

 会計年度任用職員は、原則一会計年度の単年度任用であることから、雇用の不安定性や長年勤務

しても正規職員とは異なり、キャリア形成が困難であります。 

 また、労働契約法を遵守した適切な雇用形態に関するリスク管理、労働環境やメンタルヘルスへ

の配慮に関するリスク管理、労働災害防止のための安全衛生管理に関するリスク管理、そして、労

務管理のためのコンプライアンス体制の強化に対応する必要があります。 

 このため、民間事業者の専門的な知見を活用することにより、労務管理や安全管理等におけるリ

スク管理の強化が図られることが期待されます。 

 次に、費用と履行期間、契約の更新に当たっての成果をどのように図るのかとのお尋ねでござい

ますが、包括業務委託に関わる令和８年度の費用につきましては、会計年度任用職員43名の人件費

及び管理料を合わせまして、総額で１億3,500万円を見込んでおります。 

 また、契約履行期間につきましては、令和８年４月１日から、令和９年３月31日までの１年間を

予定しており、更新に当たりましては、行政サービスの向上、行政コストの削減及びリスク管理の

強化の３つの観点から評価を行い、進捗状況を確認しながら判断してまいります。 

 次に、利用促進策が契約の範囲に含まれているかとのお尋ねでございますが、包括業務委託制度

につきましては、あくまでも村が行う業務の委託であり、利用促進業務については、主な目的では

ありませんが、結果として、サービス向上や利用者の増加につながることを期待しているところで

ございます。 

 次に、ＹＯＵ游ランドへの指定管理者制度の導入についてのご提言でございますが、沖島議員様

にはこれまでも同様の御提案をいただき、その都度答弁をさせていただいているところでございま

すが、包括業務委託は、庁内業務や労務管理等の行政事務を横断的に委託し、業務全体の効率化と

組織運営の最適化を図るもので、ＹＯＵ游ランドは他の施設とともに、包括業務委託をする準備を

進めているところであり、今すぐに指定管理者制度を導入する状況にはありません。 

 しかしながら、指定管理者制度につきましては、民間のノウハウを活用した効率的な運営により、

利用者サービスの向上と施設運営の効率化をどこまで求められるかなど、今回の包括業務委託をす

る中で見極めながら今後の導入の検討の際の材料としたいと考えております。 

 今回の包括業務委託制度の導入は、行政サービスの向上、業務の効率化及びリスク管理の強化を

図るとともに職員が政策立案や専門業務へ集中できる体制を構築することが目的でございます。 
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 今後も行政改革の一環として、より効率的で持続可能な行政運営に努めてまいりますので、ご理

解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────３番 沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 再質問します。 

 言葉では非常に文章で書くと行政サービスの向上、行政コストの削減、リスク管理の強化と非常

に語呂がいいといいますか、非常にいいことになっておるんですが、具体的に行政サービスの向上

というんですか、専門的なノウハウで質の向上が図られるというようなご答弁だったんですが、具

体的にもうちょっと分かりやすい何かこういう行政サービスするんだよというようなお考えあれば

ちょっとお聞かせ願いたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 具体的に場面を想定してということで御質問いただきました。 

 例えば、今現在は、それぞれの職員はその業務に基づいてそこに配置されておりますけれども、

今度、包括業務委託の対象となる６施設につきましては、それぞれの職員、施設間で異動をしたり、

または事業所となるところから職員が派遣して、指導や補完をすることができます。そういうこと

も今後、村民にサービスを提供する上で非常に重要なことと考えております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 あと行政コストの削減ということなんですが、主に人員の管理とか給与支払い、保険の手続等あ

るかと思うんですが、現状はどういうような形で行っていて、なぜ外部へ委託しなきゃいけないの

か、その辺をもうちょっとお願いしたいんですが、いかかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 現在の人事管理、給与の支払い等につきましては、まず採用、それは各施設ごとに行いまして、

その施設の担当係長が出勤の状態、そういう出面を管理して、その出面を基に本庁の職員、給与担

当が給与を計算して、支払っております。 

 労務管理もその流れで行っているのが現状でございます。 

○議 長（梨本 進議員） 
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─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 労務管理ということなんですが、外部にそういうことを委託して、空いた時間というんですか、

それにかかった時間を省いて、先ほどのご説明では、新しい専門性を生かしたような時間に割きた

いというお話でした。極端な話、この人事労務管理専門の人をつくるというような発想はできない

んですか、逆に人事労務管理を専門的にする人を役職をつくっておいて、その人が専門にやって、

あとの方は専門分野の仕事をやるという発想もあるんではないかと私は思うんですが、その辺はい

かがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 43名の職員の労務管理や給与の支払事務というものを業務とすれば相当な時間を要するものでご

ざいます。現在、それをやっているのはほぼ１人の職員でございます。当村のように、小さな自治

体においては、専門職を養成するということもある一方では重要ではありますけれども、それだけ

をやってもらうわけにはいかないのが現状でありますので、その必要の範囲において人事管理をし

ていきたいと思っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 あとリスク管理の件でちょっとお伺いしたいんですが、メンタルヘルス、労務管理、あと安全管

理ですか、というような御答弁があったんですが、そのリスクというのは今までリスク管理の強化

ということは、このメンタルヘルスとか労務管理とか安全管理があまり行き届いてなかったよとい

う形になるんでしょうか。ちょっとその辺お伺いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 行き届いていたかどうかという部分は評価が分かれるかもしれませんが、その場その場において、

その担当職員は一生懸命業務に従事していたと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 前、全員協議会のときに、お話では、この包括業務委託制度を導入して成功した自治体も多くあ

りますというような御説明あったんですが、具体的に何かその成功した自治体はどちらか分かれば
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教えていただきたい。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 ちょっと具体的に成功事例を申し上げる材料を持ち合わせておりませんけれども、長野広域の管

内では飯綱町も積極的に包括業務委託を研究されているというふうに伺っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 あとこれ、導入したメリットとして、先ほどもちょっとお話ししましたが、空いた時間に専門的

なことを行ったり、そういう企画提案の時間に時間を割きたいとおっしゃられましたが、私その辺

が大事かと思うんですが、その辺はどういうふうに喚起していかれるのかということをちょっと分

かればお願いしたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 議長、反問権をお認めいただきたいんですけれども。質問の趣旨について反問したいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

 ただいま、副村長から沖島議員に対し反問がありました。本議会では、行政側の反問を認めるこ

ととなっております。沖島議員は反問の趣旨を踏まえて御答弁ください。 

 沖島議員よろしいですか。 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 あと成果についてなんですが、どのようにうまく採点していくのかという、業績の判断ですが、

評価の判断ですが、進捗状況の確認とありますが、どういうような採点方式というか、分かる範囲

でいいですが、お答え願えればと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時22分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時23分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 それでは、再開いたします。 
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 では、もう一度小林副村長からお願いします。 

○副村長（小林信彦） 

 先ほどの沖島議員さんの質問の趣旨が明確に分かりませんでしたので、もう少し具体的な答弁が

できる質問をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 失礼しました。私の反問権という言葉自体の解釈がこれはしちゃいけない質問なのかという思い

まして、失礼しました。 

 私が、空いた時間に業務にとらわれないで、空いた時間に本来の専門的な仕事とか、企画提案と

か、本来やるべきというんですか、仕事にやらす時間をつくらせたよというようなお話あったんで

すが、なかなか難しいそういうどこまで考えたのかとかその辺が難しいんですが、その辺はどうい

うお考えで、指導していくのかという形をちょっとお伺いできればと思ったんですが。今までやっ

た業務を業務委託して、なくなって、空いた時間をもっと自分の本来やるべき仕事というんですか、

そういう専門性を高めるというような形なんですが、どのような指導していかれるのかということ

をちょっとお伺いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 役場の人事配置の部分につきましては、空いた業務をまたは空いた時間を他の事務を行わせるな

ど、またトータルで見れば、人の適正配置、そういうものを考えていきたいと考えております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 それと、３番目の利用促進策の件で、一応ＹＯＵ游ランドは資料見ますと企画運営業務は除くと

ありますので、先ほどの答弁でも主な目的ではないというようなお話がありましたが、ＹＯＵ游ラ

ンドは受付業務とか、プール監視業務とか、施設管理業務、運動指導業務とありますので、基本的

にはこうやって運営を変えていくとかそういった話はないかと思うんですよね。それで、そういう

やっぱり包括業務委託制度に向く施設、向かない施設というのがあるかと思うんですが、ＹＯＵ游

ランドの場合は、先ほどちょっとお話ししましたけれども、様々な集客施設があるので、何とか提

案型に向く施設じゃないかと私は思っておるんですが、その辺に関して、あくまでも業務委託をや

るよという形で、今現在は指定管理者制度をまだ至っていないと、今後、見極めるというお話なん
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ですが、最初から指定管理者制度に導入できない何か理由みたいのがあればお聞かせ願いたいんで

すが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 包括業務委託制度につきましては、施設の数が多いほどよりメリットが出るという傾向にござい

ますので、今回６施設を対象にいたしましたけれども、今後も他の施設についても導入の検討がで

きるかどうか進めてまいりますが、それで利用促進策の部分につきましては、包括業務委託の主導

権は私ども村に引き続きありますので、その利用促進策は村で検討して業務委託先に指示をすると

いうことになります。 

 それから、ＹＯＵ游ランドの指定管理者制度が有効であるという沖島議員さんの御提案、本当に

これまでも令和４年12月議会から４回ほど御提言を熱心にいただいて、本当に私どもからすれば感

謝する一方でございますけれども、今回私どもに主導権を置いた形の業務委託制度の導入を進めて、

その成果を見極めながら、指定管理者制度の導入の可否についても同時に見極めていきたいと考え

ておりますので、御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 ぜひ再度御答弁いただいたんですが、ぜひ私もＹＯＵ游ランドというのは、私、高山村にとって

非常に財産がある場所かと思っているんですよ。自然もあって、公園もあって、いろいろ。だから

何かそこをうまく生かして多くの方が来場できるような施設にして、何かにぎわう場になってほし

いなと思っておりますので、ぜひまたその辺も御検討していただければと思っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ありがとうございます。 

 指定管理というようなお話もございました。そんな中で村とすれば、全く指定管理というものを

考えていないわけではなくて、職員そのものも村の場合にはどうしても１人で何役もしょわなけれ

ばならないというような中で、あるいはＹＯＵ游ランド一つ取ってみても、いわゆるサービス業と

して、一行政マンがどこまでこのサービスが徹底できるかという部分もありまして、これまで三十

数年ＹＯＵ游ランド、職員運営してきておりますけれども、私やはり検証しながら見直すところは

やっぱり見直していかなければいけない今、時代に入ってきているんだろうとそんなふうに思って

いるところでございます。 
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 そんな中で、先ほどの指定管理というお話、やはり民間のノウハウを活用する上では、私はそれ

は一つの選択肢であろうと思っております。そんな中でやはり村が幾ら指定管理、指定管理と言っ

ても相手が受け入れてくれなければなかなかその辺は難しい、その中でその前段としてこの包括委

託制度をまずやっていわゆる人事面、労務管理等々やっていただいた上で、その結果をしっかりと

見極めながら、さらに今後そういった部分も含めて検討はする必要あるかなと思っておりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 ありがとうございました。 

 ぜひ、前向きにまた御検討いただければと思います。 

 ２番目の質問に入ります。 

 多胎児の子育て支援についてお伺いします。 

 本村の子育て支援は、他の市町村と比べて充実していると思います。先日の152号の議会報の取

材でも、長野市に住んでいましたが、子育て支援に手厚いということで、本村に変わられた家族が

ありました。お話では、おむつ代補助は大変助かるが、多胎児のため、三つ子さんなんですが、母

乳が足らず、ミルク代が四、五万円かかり、できればミルク代補助があれば安心して子どもが産め

るとのお話でした。 

 そこで、子育て支援の充実した村として多胎児におけるミルク代補助制度の導入を望み、以下の

質問をします。 

 近年は世界的に見て、多胎児出産が増加傾向にあると言われています。様々な要因があると思い

ますが、高齢出産が増えている、不妊治療の普及などがその要因とも言われています。多胎児、双

子以上の場合、経済的な負担、人員不足、外出困難など、様々な負担がかかり、子育てが大変です。

少しでも経済的負担を軽くしてあげる方策として、ミルク代補助制度を導入したらいかがでしょう。

全国的には、鹿児島県の南九州市などで、ミルク代補助制度があります。多胎児が生まれる確率は

１％ぐらいとも言われております。毎年、対象家庭があるとは限りません。しかし、導入すれば長

野県では最初の自治体となります。人口減少に悩む本村において、誰でも気兼ねなく出産できる村

として、子育てにきめ細かい補助制度があり、安心して子どもを産める村、高山村としてアピール

してはいかがでしょう。 

 以上、質問します。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 
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 多胎児の子育て支援についてお答えをいたします。 

 まず初めに、国の動態統計によりますと、全出生総数に占める双子以上の多胎児の割合は、2015

年が１％であったものが、2023年では1.19％と微増ではありますが、増加しております。この主な

要因としましては、出産年齢の高齢化や不妊治療などの生殖医療技術の向上など、様々な要因があ

ると言われておりますが、全国的には出生数が減少する中、多胎児の割合が上昇していることから、

単胎児と比べて多胎児を養育されている御家庭にとって、身体的や精神的な負担に加え、経済的な

負担もいかばかりかと推察する次第でございます。 

 一方、本村における多胎児の出産状況を見ますと、以前はおおむね２、３年に１件程度の出生届

を受理しておりましたが、近年では、令和６年中が三つ子の１件、令和７年中には双子の届出が１

件ございました。 

 そこで、多胎児におけるミルク代補助制度の導入についての御提言でありますが、議員お話のと

おり、産後の御家庭のうち特に多胎児の家庭につきましては、授乳やおむつなどの育児などにかか

る経済的、身体的な負担は計り知れないものがあると思われますことから、子育て支援は大変重要

であると思っております。 

 このため、村では結婚から妊娠、出産、子育てに至るまで、ライフステージに応じた切れ目のな

い経済的な支援を行っており、中でも出産祝い金は出産を祝い、家族が安心して子育てがスタート

できるよう、令和７年度からは第一子が５万円、第二子は７万円、第三子以降は１人につき10万円

と、大幅な見直しを行ったほか、令和５年度には乳幼児おむつ購入費の助成事業として、４歳未満

児までの子ども１人につき３万5,000円を上限に支援しております。 

 また、３歳未満のお子さんを保育園等に預けず、御家庭で保育されている保護者を対象に、家庭

育児給付金として村内の商店で利用できる２万円分の商品券交付事業や他の自治体に先駆けて学校

給食費を無償化するほか、18歳までのお子さんを対象に医療費窓口完全無償化などの支援を行って

おります。 

 さらに、多胎児の妊婦を対象に、経済的な負担軽減を図るため、産後育児や体調の回復に心配の

ある母子が安心して医療機関で授乳や育児に関する相談、支援が受けられる産後ケア事業を利用す

る場合、二人目以降の利用料を減免するほか、令和８年度からは多胎妊婦健診補助金制度を創設し、

検診の規定回数を超えた場合、１回につき5,000円を上限に、最大５回分の補助を行うこととして、

今定例会に予算計上し、御審議いただくこととしております。 

 このように子育て支援策につきましては、その時々の社会情勢等を考慮しながら必要に応じて金

額などの見直しや先進自治体などを参考に新たな制度を導入するなどして、柔軟な対応に心がけて

いるところでございます。 

 そのようなことからしましても、子育て支援の充実は大変重要であると考えておりますので、今

後とも全ての子育て世帯において子ども一人一人が公平に支援が受けられるための環境整備が必要
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であると思っております。 

 特に、多胎児を養育されている家庭につきましては、その事情等を十分考慮しながら、ときの社

会情勢等を踏まえ、各事業の利用状況や内容等を検証した上で、総合的な視点に立って子育て支援

の充実に努めてまいりたいと考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 質問ではないんですが、この間も議会報のときに、高山村にあるお店がおむつのサイズが１種類

しかないというような形もあったんで、私そのお店に行って、おむつの品ぞろえをよくしてほしい

というような要望もしてきて、やはり村でしか使えない子ども支援金とかありますので、やっぱり

そういうお店にそういう品ぞろえをよくしてもらうというような形も私必要なことなのかなと思っ

ております。 

 それで、やはり誰もが高山村に住んでよかったということで、頂いた子ども応援給付金ですか、

そういうのをしっかり使えてお店でやっぱり品ぞろえある程度よくしてもらって、そういうものが

しっかり使えるとそんなような体制にしていただきたいなと思います。 

 そんなことで、私の質問終わります。 

 ありがとうございました。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で、沖島祥介議員の質問を終わります。 

─────４番 勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 通告に従いまして、１件大きい問題として山田牧場の今後についてということで伺いたいと思い

ます。 

 新聞発表もされましたが、１月17日山田牧場の管理運営を担う農業組合法人山田牧場組合の臨時

総会が開催され、組合を解散することが決定いたしました。放牧事業の継続が困難とのことから、

123年間続いてきた放牧事業をここで撤退することとなりました。牛が放牧されている風景は、の

どかで心が癒やされ、せちがらい現代社会でゆったりした時間が流れると感じることができる貴重

な体験でもあります。自然の恩恵を享受できて、観光の側面においては、四季の情景が味わえるす

てきな場所で、冬のスキー、スノボードといったスポーツができるスキー場としての施設があるの

も魅力の一つであります。 

 牧場の160ヘクタールある土地の所有は村が所有しており、村としての今後の利用をどう考えて

いるのか、放牧事業と観光事業の共存ができればよいが、維持管理や運営には費用が大きくかかっ

てくると思われます。村としての牧場、後の利用をどう考えているのか、その場合の条件はあるの
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か、また村長は牧場のほか観光拠点としての山田牧場をどういうふうに、どういう形にしていきた

いのか伺いたいと思います。 

 具体的質問でありますが、１番目、牧場、牧場に牛がいなくなった場合、牧場の文字を掲げるの

か、草刈り等保全は誰がするのか。 

 ２番目、奥山田温泉。奥山田温泉として、村からの補助は大きいが、他の村内の温泉とは異なっ

ての利用方法であり、赤字改善ができるのか、いつまで村は補助をするのか、観光用としての温泉

という名前の必要性はあるのか、必要がある場合でも現状のポンプアップからの送湯、お湯を送っ

ている方法ですが、は検討しているのか。 

 それと３番目、スキー場、年間入場数がどれくらいあるのか。それと、スキー場のリフトは現在

民間が運営していますが、老朽化しています。安全面を考慮して高速リフトやゴンドラ化の検討は

今まで考えたことはありますか。 

 また、現在の村の補助、これについては現状どうですか。また、今後もし新設した場合、その補

助は考えられていますか。 

 ４番目、山田牧場全体、今後の山田牧場の活性化が期待できる策はあるのか。 

 ２番目、他の地域、例を言いますと野沢温泉村、白馬村を参考モデルにインバウンドのビジネス

としての検討はしないのか。同じ村として比較しやすいということですが、両者はもう日本で地名

度が非常に高く、共通しているのはスキー場と温泉といったところが同じ環境であります。そこら

辺を含めてどう考えているのか答弁をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 通告に従いまして、順次お答えいたします。 

 山田牧場の今後についてお答えいたします。 

 昨日、山嵜秀治議員様、藤沢和人議員様に対する答弁と重複する部分がございますので、よろし

くお願いいたします。 

 そこでまず初めに、牧場の名称と草刈りについてのお尋ねでありますが、牧場の名称につきまし

ては、放牧事業を実施の有無にかかわらず、当該地域が牧場であった歴史的事実は変わらないこと

から、当面の間、固有名詞として山田牧場の名称を使用していく考えでございます。 

 また、草刈り等の維持管理につきましては、先に申し上げましたとおり、現時点での判断といた

しましては、冬にスキー場として土地を利用していただいている株式会社山田牧場様に対して第１

牧場を貸付け、年間を通じた観光振興や誘客のほか、維持管理に努めていただくことが適当と考え

ております。 

 一方、第２、第３牧場につきましては、放牧事業の実施が見込まれますことから、景観の維持・



－89－ 

保全が図られるものと考えております。 

 次に、奥山田温泉への補助や必要性のお尋ねでございますが、奥山田温泉につきましては、昭和

54年の開湯時に18軒あった引湯事業者が令和８年３月１日現在では６軒にまで減少したことから、

議員の皆様のご理解を賜り、令和５年度から令和９年度までの５年間に限り、一般会計から温泉事

業特別会計への繰出金をお認めいただいているところでございます。経営改善には現在も至ってい

ない状況ではあります。 

 このため、今後も区や事業者など関係の皆様と情報共有や意見交換を行い、送湯、お湯を送る方

法を含め、奥山田温泉の将来あるべき姿等について検討してまいりたいと考えております。 

 次に、スキー場のリフトのゴンドラ新設の検討と村の補助についてのお尋ねでございますが、冬

の山田牧場はヤマボクワイルドスノーパークとして、スキー場運営が行われて、完全天然雪のスキ

ー場として根強い人気があり、ゲレンデには、現在、３本のリフトが設置されているところでござ

います。 

 御質問のゴンドラリフト新設の検討でございますが、現時点においては、リフト会社を始め地元

事業者によるゴンドラリフト建設の動きもなく、村に対する要望もないことから、村において検討

は行っておりません。したがって、それに対する補助についても検討は行っておりませんので、御

理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

 なお、リフト等の建設は、本来事業者が費用を拠出して行うことが基本であると考えているとこ

ろでございます。 

 次に、山田牧場の活性化策及びインバウンドの検討についてのお尋ねでございます。 

 初めに、山田牧場の活性化が期待できる策についてでございますが、山田牧場は山田牧場組合に

よる放牧事業の休止、さらには組合が解散を決議しましたので、今後は新たなメンバーによります

山田牧場を活用した活性化策を後押しし、草原景観の維持やグリーンシーズンにおける観光客誘致

を図ってまいりたいと考えております。 

 また、議員御提言のインバウンドビジネスの検討でございますが、白馬村や野沢温泉村は世界ト

ップレベルの良質な雪と壮大なスキー場という絶対的資源と、村を挙げて長年かけ積み上げた構造

的成功地であると認識しております。 

 一方、本村ではインバウンドが進んでおりませんが、これまで市場対象を国内中心としてきたこ

とも要因の一つでございます。観光事業者の中には、経営が成り立つのであれば考える必要がない、

積極的なインバウンドの受入れ環境整備が整うこともありませんし、誘客も積極的には行われてこ

なかったというふうに考えております。 

 しかしながら、村といたしましては、高山村みらいビジョン会議などで検討いただき、令和７年

３月に策定いたしました高山村総合計画後期基本計画の基本目標１ 活力とにぎわいのある産業の

村の観光の目指す姿として、外国人観光客の誘致の拡大を図るとともに、受入れについての体制等
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を整えますと定めておりますので、現在進めております公共サインの整備に当たっては、外国語表

記を行うこととして受入れ環境の準備も整えていきたいと思っております。 

 したがいまして、今後は、信州高山村観光協会を始めとする関係者の皆様と意見交換を深めるな

ど、外国人観光客の誘致拡大を図ってまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 質問ですけれども、１番目の牧場に関しての文字、名前が先ほどのとおり固有名詞として使用し

ていくという考えというのは理解しました。ただ、後の草刈り関係の保全、これについては、現時

点では山田牧場組合のほうに第１牧場をお願いして、第２、第３牧場のほうについては民間に委ね

て放牧事業を継続するというようなお話でしたが、まだこれは確定していないわけで、もし確定し

なかった場合はどうするのか、それをお答えください。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 現在、鋭意契約締結に向けて準備を進めているところでございますが、その契約が整わなかった

場合につきましては、村が適切な管理を行います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 今の件で、後任のところの経営計画とかそういったところはきちんと出されているのでしょうか。

第１のほうも含めてですが。それって第２、第３についても高騰的な問題とか諸々のところがある

と思うんですが、そこら辺の評価をどういうふうに考えているんですか。 

 回答お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 昨日も答弁の中で触れさせていただきましたけれども、現在出されている経営計画は、事前の準

備のものでありまして、正式には今後、村の財務規則に基づいて、普通財産の使用許可申請が出さ

れなければならないわけでございます。その場合、その申請書には土地の利用計画を添付すること

になっておりますので、それが正式なものとなります。それで、その後に最終的には村長決裁に基

づいて許可を下ろすということになっていきます。 
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○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 昨日の答弁の中で、副村長はここで新たなステージの助走が始まったという文言を使われ、村長

は新たな展開が始まるので、村として検討していきたいという非常に前向きっぽい発言をいただい

ているんですが、今の副村長の回答では、場合によっては新たな展開といっても何だ、現状維持な

のかというふうにも伺えてしまうんですが、そこら辺は言葉の言い方でどうにでもなっちゃうんで、

新たな展開とか期待を込められるというところで、変わるんかなと思うんですが、新たなステージ

の助走とか、そこら辺はどうですか。お答えください。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 これまで全国の放牧がなくなった牧場の例などを見ますと、観光によって振興策を整えたところ

が成功しているやに思います。そういう意味で、これまでも山田牧場においては、観光との共存と

いう方向性を一定程度求めてまいりました。 

 それで今回、株式会社山田牧場様においては、現在スキー場のリフト、それからリフト券売場に

ついては、現在も土地賃貸借契約を村と結んで、貸出しをしているわけでありますので、それを拡

大する方向または場合によっては新たな契約を結ぶことによって、その条件といたしまして、グリ

ーンシーズンの観光施策、そういうもののどのような計画があるのか、そういうことも見極めなが

ら村として必要な振興策を検討してまいりたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 スキー場についてのリフトの関係については先ほどの回答のとおり了解しました。補助のほうは

出していないし、今後も新設する場合は、現時点においてそういったあれがないので予定もしてい

ないということですが、やはり老朽化というところで、じり貧になっていってしまうスキー場とい

うのは、非常に見ていて歯がゆいなと思うんですね。かといって、先ほど言ったようにインバウン

ドまで考えた大がかりなところでやると当然メリット、デメリットが出てくると思うんですね。地

元の人たちに対してもいい面、悪い面が非常に出てくると思います。 

 それで、先ほどちょっと聞いた中で、年間の入場数、それまだお答えになられてないんですが、

スキー場の入場数、これちょっと教えていただけますか。 

○議 長（梨本 進議員） 
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 勝山議員に申し上げます。 

 その質問、通告外の内容になっております。数字上の問題。 

○４番（勝山正弘議員） 

 分かればでいいです。 

○議 長（梨本 進議員） 

 分かればということでよろしいですか。 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 大変申し訳ございませんけれども、手元に今資料がございませんので、明確な御回答ができませ

ん。 

 よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 先ほどの質問の中で、活性化、山田牧場の全体の活性化というところで、何か方策を考えていま

すかというところでは、ちょっと曖昧な回答かと思ったんですが、もう一度お願いしたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 基本的には、後期基本計画に基づいて、実施計画を作成してそれに基づき実施してまいりますけ

れども、現在は、当面大きな問題、山田牧場の放牧後の跡利用をどうするか、その１点に限るとい

うふうに思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 ２番目の質問の中で、奥山田温泉について私伺ったんですが、昨日の質問のとおり、当時の賑わ

いのときの旅館数も非常に減っていると。送湯管については、源泉の故障修理そういった維持管理

については村が見ているということなんですが、補助を含めて令和９年まで、それは今約束してあ

ると。温泉という名前が本当に必要なのかどうかというのと、令和９年までやった後、どうするか

というところは考えておられるのでしょうか。 

 それぞれ回答をお願いしたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 
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○副村長（小林信彦） 

 温泉の利用につきましては、現在利用されている宿泊事業者にとっては、やはりこの天然温泉と

いうものは山田牧場にとって必要で、それを売りにしていると言われておりますので、私はその観

光事業者の判断だというふうに思っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 温泉にこだわって、やはりこだわり続けるほうがいいという考えかと思われるんですが、温泉と

いう名前をはずして、給湯管をポンプアップしてやるという費用も相当なものなんですが、極端な

話、もう温泉という名前をなくしても影響がないということであれば、ポンプアップしての従来の

一時期バブルのときのそのままの継続で、村が拠出していく金額が非常に大きいので、もう一旦そ

れをやめて、温泉という名前も検討して、ほかの形で補助すると、送湯管にどうしても温泉という

名前が必要というんであれば、送湯管ではなくて、ほかの方法でもちょっと検討してもらいたいん

ですが。そこら辺やめるというところはどうですか、20軒以上あったのが実質３軒になっていて、

しかも掛け流しの状態で温泉をうたっていると。利用者は、じゃあ、何人利用しているんですかと

いったところで、申し訳ないけれども、温泉という名前をはずさせてもらいたいと。ただ、村は令

和９年までは約束しているので、その辺の補助は行うと。それ以降については、本来の皆さんが集

まった中で検討して今後の運営を考えるんじゃないのかなと思うんですけれども、いかがですか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ありがとうございます。 

 温泉を含めた中で山田牧場をどうするかと、非常に大きな私は問題だと思っております。ただ、

先ほどの副村長答弁申し上げましたように、今後の放牧後の跡地利用につきましては、現在、第１

牧場が民間の事業者、そしてまた第２、第３は牧夫さんが継続していきたいという、一応今のとこ

ろそういう前向きな方向に今進めているところでございます。 

 そんな中で、やはり奥山田温泉をどうするかという非常にこれは村にとっても大きな問題でござ

います。もともと掘削したものは村でございますので、それを当時の20軒の皆さんと一緒に運営を

してきたということでございます。それが現状、もう半分以下になってしまって、それをどうする

かというのが今、非常に大きな課題であり、ちょっと話が飛んでしまうかもしれませんけれども、

今村で直営をしているＹＯＵ游ランドあるいは山田温泉の管理もそうであります。この辺も含めて

やはり今後は、私は温泉をどうしていくんだという大きな問題にもつながってくるかなと。特に今、

特別会計という形で奥山田温泉、それからＹＯＵ游ランド、山田温泉、設けております。今後、ど
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ういうふうにこの会計そのものも運営していけばいいのか。私もちょっと今、正直悩んでいるとこ

ろでもございます。 

 そんな中で、ここで今、議員から言われて結論を出すという問題でもございません。本当に地元

の皆さんも一生懸命今やっていただいている中で、また幾らか、第１牧場については観光振興も含

めてやっていきたいというようなお話もございます。そういったこともやはり含めた中で、今後の

山田牧場の在り方というのは、やはり地元の皆さん、観光協会あるいはまたこれは議員の皆様方に

もいろいろとお力添えといいますか、話をさせていただいて、いずれにしてもこれよりよい方向に

やはり結びつけていかなければいけない、どんどん疲弊して人口減少等も含めた中で、どんどん疲

弊していってしまっては、村の発展にもつながりませんし、七十周年という今年は大きな節目の年

も迎えております。そんな中でやはりよりよい方向にとにかく結びつけていきたいと思っておりま

すので、ぜひまた議員の皆様方の御指導もいただきながら発展する村づくりに取り組んでいきたい

と思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 やはり山田牧場全体の今の温泉も含めて、活性化するにはどうしたらいいんかというところをや

はりもっと真剣に考えなきゃいけないと思うんですよね。地元の方たちだけで何とかお願いしてや

ってて、多少村は補助するよというんではなくて、村が主導でイニシアチブを持って、こういうふ

うに持って行くんだと、ぜひ賛同してくれというような夢があるようなそういう考えを持っていた

だければいいかなと思うんですよ。 

 ちなみに、志賀高原はスキー場の入場者数は年100万人ですよ。ゴンドラ、リフト50本、八方尾

根は年50万人、野沢温泉は40万人です。ただ野沢温泉も昔10年以上前は20万人切ってたいんですよ

ね。高山はどうだというそこら辺の経緯もやはり開発行為というのはことごとくやってないんです

よね。やらないで、村なんだというふうに宣言するのも一つだと思うんです。伝統のほうが大事だ

とかね。小田原辺りの隣りの町は一切開発行為はしませんというので、町条例をつくってそういう

ふうにして外部からのやつは開発は防ぐと、働くのは隣の市町村行って働いてくると。そういうの

は特例ですけれども。山田温泉は、高山村は温泉もあるし、今のスキー場もある。観光の拠点にも

なるといったところでやはりそこら辺の方策を考えてもらいたいんですよね。これはおたすけ協力

隊も含めて、いろんな外部機関を頼んでもいいですから、そういうの１本つくっていかないとまず

いと思うんです。 

 野沢温泉はちなみに、令和２年のときにゴンドラ、リフト、これ80基用意してるんですよね。30

億かけてます。15年の償還でやってるんですが。これはＪＡと八十二銀行が協力してお金貸してく

れてるんですよね。高山村もそこの規模までいかなくても、そういったものはできるんじゃないか
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と、ゴンドラ１基100万ですよ。野沢温泉のように80基は必要ないんですよ。それで、私の提案で

すけれども、山田温泉の旅館のほうも活性化するに当たっては、旧山田温泉スキー場の跡地をロー

プウェイの始発駅を造っていただいて、駐車場管理して、山田牧場、場合によっては傘岳まで、頂

上駅というのを造って、高山村ってロープウェイがあってすごいなというふうに、そういう展開を

考えてもらいたいんですけれども、費用面でも絶対不可能な金額でないと思うんですね。補助金が

４割、あと自己資金６割とか。その中でやりくりはできると思うんですよ。そこら辺村長、どうで

すか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 村の活性化に対する御提言をいただいておりまして、大変ありがたく思っております。 

 そんな中で、ゴンドラというような話もございました。どこまでこれ、村がやればいいのか、で

きれば民間活力と一体となって、これはもう本当に大きなプロジェクトになるわけでありますので、

ここでどうこういう話ではないと思います。 

 ただ、これから村の活性化という部分で、特に山田牧場については、あれだけのすばらしい景観

を有している場所でございます。ただ自然だけでなかなかこれ誘客につながるかどうかという部分

では難しい部分もあるわけでございますが、ただ今、気候変動ということで、本当に高山村の場合

には、天然雪が頼りでございます。そんな中で投資はしてもなかなか雪が降らなければ冬の観光地

としては成り立たないということで、これから先、どういうふうに気候変動が変わっていくのか非

常に心配をしているところでございますが、やはりいろんな形の中で、活性化を図る、今具体的な

話がありましたけれども、今後どういう形で村の活性化、牧場の活性化に結びつけていけばいいの

か、さらにやはり検討する必要が私はあるのかなというふうに思っておりますので、またその際は

先ほど申し上げましたように、また議員各位のお知恵もお借りしながら、よりよい村づくりにして

まいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 たまたまちょっと調べた程度の提案で申し訳ないんですが、こういったものがもし実現ができ

れば、山田温泉地区も潤うし、山田温泉スキー場の跡地利用もできるし、山田牧場まで数分でいけ

るんですよね。大きいゴンドラで10人乗り、20人乗りとかケーブルカーで何十人乗りというのは、

本当に費用がかかっていってしまうんですけれども、８人以下のやつであれば、１基100万程度だ

そうです。だから、野沢ほど台数80台も増やさなくても、ステーションを設立するのに１億、上で

１億、２億、そのほかにロープウェイの索道の敷き込みの関係の見積りというのはもうこれから取
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ればいいんですけれども、そんなに目が飛び出るほどのあれではないかと思うんですね。ケーブル

カーも、ケーブル化というのはちょっと問題が大きくなってしまうんですが、ゴンドラでもし山田

温泉が、山田牧場が活性化するんであれば、非常にいいと思うんですね。こういう開発行為という

のは、道路を造ったり、土地をまとめて購入したり、建物を建てたりすると時間がすごくかかるん

ですね。だけど、このゴンドラというのは、今の村の土地を利用して自然を破壊しないでそれで運

営ができると、設置まで時間が非常に短いんですね。横浜のキャビンみたいな町の中で歩いて15分

ていうところをわざわざばかでかいゴンドラ造ってやるというのは私はどうかと思うんですけれど

も、今回の牧場の開発、活性化というのについては、山田温泉も活性化できるし、みんな解決して

いく方策だと感じるんですけれども。先ほど村長が言われたように、副村長も言われていますが、

ちょうどこれからスタートする時期、新たな展開という、そういった夢を抱いたやつで活性化の方

策というのもう少しみんなで考えて、それで実現に向けていくというのもいいと思うんですが、村

長どうですか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 この活性化策というのは、いろいろやっぱりあると思うんですね。これ一つでなきゃだめだとい

うものでもないと思いますので、いろんな視点からやはり検討していく必要があるかなというふう

に思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 開発行為をあまりやらないというのはいいんですけれども、場合によっては、時期、タイミング

的にやるというのも一つだと思うんですね。高山には農産物やそういったいろんな恵まれたもの、

温泉もありますけれども、目玉ということでもし今の提案したやつができるんであれば、やっぱり

観光の目玉として一つ県内外までこういうのがいくと思うんで、ぜひ検討をお願いしたいと思いま

す。 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で、勝山正弘議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午前11時30分に再開します。 

午前11時19分  休 憩 

──────────────────────────────────── 
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午前11時30分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 通告に従い、質問をいたします。 

 私からは、森林スポーツ公園と村の活性化についてお伺いします。 

 昨日の髙井議員からも同じような質問がありましたが、髙井議員からはすばらしい公園との声が

たくさん伺っているということを言われましたが、私は議会と村づくりを語る会などで、村民のほ

うからいろいろな御意見をいただいております。村には、子育て世代が野外で過ごしやすい場がな

いとか、子どもが遊べる公園がないなどのお話を聞きます。村には、健康福祉施設として、森林ス

ポーツ公園、ＹＯＵ游ランドがあります。しかし、前にも話したと思うんですが、日差しを遮る東

屋がないんですね。公園の中に、林の中には東屋があるんですが、あの芝生広場には屋根は雨とか

日差しを遮るものはない、実際に言えば、ＹＯＵ游ランドは公園というよりは広場ではないかとい

う感じを私はしております。村の施設として、活性化のためにいろいろなイベントを企画されます

が、癒やしの公園なのか、子どもが遊びに行きたいと思える公園なのか、その辺を多少疑問に感じ

ております。 

 来年度４月からは、村の施設として包括業務委託が進まれると思いますが、やはり人の流れをつ

くり、活性化をすることが村づくりには必要と感じます。 

 そこで、質問します。 

 先ほども大分答弁されていると思いますが、重複するかもしれませんが、１つ目、村の施設の包

括業務委託はどのように進んでいるのか。特に森林スポーツ公園、ＹＯＵ游ランドはどのように変

わるのか。 

 ２つ目は令和５年９月及び令和６年９月の定例会で、私が活性化対策として森林スポーツ公園の

運営委員会とは別に、この運営委員会も年に２回で、今年はこういう業務をやります。２回目はこ

ういうことありましただけの委員会ではなく、子どもを含めた村民の方々と組織をつくり、これは

その当時も言いましたけれども、富山の舟橋村、ここのオレンジパークでしたかな、そこは小学生

５人ぐらいが公園部長として毎年立候補されて、その子どもたちが公園の運営など意外と企画して

くれます。ここには、その村の造園業や建設業の方々も入ってやっているわけですが、高山村でも

そういう施設が必要ではないかという質問をしたのですが、無理のない組織づくりができるか、ま

た施設の活性化対策として、子どもが集える組織の立ち上げに向けて準備を進めておりますという

答弁をいただきました。これは、村づくりまたは公園づくりの委員会なのか、または昨日の髙井議

員の質問の中にもありました、有志による実行委員会などの組織が必要なのか、そういうことで、
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発展があったのか、ないのか、今後はどうするのか、その辺もお聞きしたいと思います。 

 ３つ目に、これも令和６年９月の定例会でＹＯＵ游ランドに直売所を設置する検討は必要ではな

いかと、これはそのときには車庫みたいなものを駐車場などに造って貸し出したらどうだと、そう

いう仮設でもどうなのかなということで質問しました。それに対して、生産者や販売を願う団体の

ほか、ほかの課など総合的に研究してまいりたいという回答をいただきました。その回答をいただ

いてから何もないんですが、昨年の商工会の懇談会、これは11月にありましたけれども、その中で

も地域の特産品などの直売所がほしいという意見がありました。その中で、ＹＯＵ游ランドにこう

いう施設があったらいいなということで、私も話をさせていただいたんですが、やはり芝生広場に

日差しを遮るものの建物がない、先ほども話しましたように東屋などがないので、逆に言うと、東

屋などを幾つか設置して憩いの場として利用していただいたり、また活性化対策として、それをマ

ルシェなどの売場に貸し出したり、そういう活用なども考えて前向きに進める必要があると思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 森林スポーツ公園と村の活性化についてお答えいたします。 

 森林スポーツ公園ＹＯＵ游ランドは、プールや温泉、トレーニングルームを完備し、施設周辺に

は森林公園が広がる健康増進を目的とした複合施設を兼ね備えており、開設以来、村民の皆様を始

め、周辺自治体を含む、子どもから高齢者に至るまで、幅広い年齢層の皆様に親しまれております。 

 そこで、まず初めに、包括業務委託の現在の進捗状況と委託後の変更点についてのお尋ねであり

ますが、先ほどの沖島議員の質問でも答弁させていただきましたが、村では、国が進める行政改革

の下、行政サービスの向上や行政コストの削減、リスク管理の強化などを目的に、本年４月から、

ＹＯＵ游ランド等の村営５施設を対象に、会計年度任用職員が行っている、業務の一部を包括的に

民間委託する方向で、現在準備を進めているところでございます。 

 本業務の請負業者につきましては、本年２月２日に、受託予定者を選定し、４月の契約締結に向

けて、現在、仕様及び価格等について協議しているところでございます。 

 また、今回包括業務受託の対象とする村営５施設の会計年度職員に対しましては、本年２月に受

託予定者から雇用形態や福利厚生等などの勤務条件に関する説明会を開催するとともに、個別面談

を実施したところで、今後は、３月末までに民間事業者への転籍手続を進めていく予定でございま

す。 

 なお、包括業務委託の対象とする村営５施設の運営は、これまで同様に村が行うものであります

が、包括業務委託制度の導入により、民間事業者の専門的な知識や経営ノウハウを活用した業務の

見直しのほか、全国優良事例を参考にしたイベント企画や公園を含む施設管理に係る様々な提案等



－99－ 

により、利用者サービスの向上につながるものと考えております。 

 次に、令和５年９月及び令和６年９月定例会での子どもたちが集える組織の立ち上げについての

御質問ですが、現在、森林スポーツ公園の活性化対策の一環として、子どもたちが集える組織の設

立ができる要綱を整備し、新年度において組織の立ち上げを目指しております。 

 このため、施設の持続的な活性化には、無理のない運営体制と地域住民の主体的な関わりが大切

でありますことから、関係団体や地域の皆様の御意見等を伺いながら、実現可能な組織づくりにつ

いて、議論を深めてまいりたいと考えております。 

 次に、地域の特産物などの直売所の設置に関する総合的な研究についての御質問ですが、令和６

年９月定例会の一般質問において、ＹＯＵ游ランドの館内は通路が狭く、販売するための空きスペ

ースがないが、村として直売所の設置については他の課と研究してまいりたいとお答えいたしまし

た。 

 このため、ＹＯＵ游ランドでのイベント開催時における臨時出店や軽量型テントを活用した販売

スペースの設置については、可能性があると考えておりますが、生産者団体や販売を担う団体の確

保などの調整が必要となりますので、今後、関係の皆様と協議を行いながら検討してまいりたいと

考えております。 

 なお、新年度において、村では、農産物や特産品の販売拠点となる活性化施設整備に向けた基本

構想の策定を予定しておりますので、その基本構想の中で拠点になり得る場所の方向性もある程度

示されるものと考えておりますので、御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 再質問させていただきます。 

 まず１つ目の包括業務委託、以前もそういう委託という話もたくさんあったと思いますが、こう

いう機でありますので、やはりそれをいいタイミングとしてうまく活性化するように地域づくりを

していただきたいと思いますが、そのあたりのことも踏まえて今後、よりよい、これ料金も含める

かもしれませんが、ちょっと分かりませんが、やはり活性化していただきたいと思っているんです

が、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 活性化というところで、ＹＯＵ游ランドの活性化というところでよろしいでしょうか。 

 包括業務委託の関係につきましての導入に当たって、やはり職員、スタッフの労務管理等委託す
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ることで、その業務が委託業者のほうに集約できます。本来のイベント企画ですとか、活性化策、

そういったようなところへ業務を注力できるというようなことを期待しております。職員もそうい

うつもりで取り組んでいかなければいけないと考えておりますので、そんなようなところを含めて

活性化していけるように取り組んでまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 再質問します。 

 １番目の今の話と似ているんですが、２番目のほうですが、やはり子どもたちや住民、またはも

しかすれば子育て世代の人たちも踏まえたり、また村の業者、またそういう方も含めての意外と組

織づくりが必要かな、これは今までも森林スポーツ公園の雪と光の祭典とかのもありましたけれど

も、正直点灯式の１週間前にいきなり会議というのも、これははっきり言っておかしな状態で、ま

た森林スポーツ公園運営委員会についても、４月からスタートしていても委託というか委任状が秋

まで届かなかったというところも、いろいろこの辺は問題点がたくさんあったと思います。 

 １個ずつの委員会を開くのも必要なんですが、必要というか、かもしれませんが、逆に全体を見

る、やはり村を全体を見るという形でＹＯＵ游ランド全体で年間見るやっぱり組織をつくっていく

ということが本当は必要だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

 今、黒岩議員からお話がありました子どもたちが集える無理のない組織づくりですとか、雪と光

の祭典の実行委員の運営の在り方、また森林スポーツ公園の運営協議会の開催に当たりまして、大

変開催に当たっては急な通知の発送ですとか、委嘱がされていなかったというようなところで、大

変委員各位それぞれ関係者の皆様には大変御迷惑をおかけしたことをおわび申し上げます。 

 まずそのようなことから、これらの会を一体的な活性化策の方向としてまた運営できるような形

で職員のほうで、イベントの企画ですとか、そういったようなところを運営協議会ですとか、そち

らの検討委員会のほうで様々な方向で検討させていただきたいと、そういったところで活性化につ

ながるような方向で持っていきたいということで考えております。 

 引き続きそのような形で御指導いただければと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 
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○６番（黒岩清道議員） 

 正直なところ、２番も３番も、２番がうまくいけば、組織ができれば、これは本当にこじんまり

した組織ではなく、ある程度大きくて顔負けするような形でも結構だと思いますが、いろんな方々

を交える形で組織をつくっていただきたい、それができることで、いろんなイベント、そういうと

ころにも実行委員とか、またＹＯＵ游ランド、役場の職員が手を出さなければいけないところを実

行委員がやってくれるという形で、やはり協力し合える形を取っていくということが非常に大切だ

と思います。 

 その中で、３番目のやはり直売所という話もいろんなことで出てくるかもしれません。やはり公

園などで皆さんが来てもらっても夏場非常に来ていただいても、東屋的なものがなくて、逆に芝生

広場はただ暑い状態になっている、ただ奥に東屋じゃないんですけれども、野外ステージの右のほ

うにあるんですけれども、あれは本当に屋根がないので、そういうところ、またはもっと活性化す

るためには、２番のそれが必要なのかもしれませんが、やはり東屋などの憩いの場を造るというこ

とも一つ必要だと思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

 東屋の設置というところで、芝生広場には確かに東屋が存在していない状況でございます。議員

おっしゃられるとおり、ステージの右脇にベンチを置いた休憩スペースがございますが、確かに日

よけになるようなものはございません。夏場、寒冷紗というか、よしずを置いて日を遮る等の対策

は可能だとは思いますが、なかなか天候によっては、常設できるような状況ではないことから、や

はり東屋、日を遮る場所は必要なのかなという個人的な考えであります。 

 公園を利用されている皆様の方の中には、簡易的なテントを持たれて休憩をされているというよ

うなところも見受けられますので、東屋の設置について、また公園の利用の状況を見ながら設置に

ついてはまた検討を進めていければと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 新年度からいろいろ形が変わってくるとは思います。これがどうなるかというのはこれから動き

出して、またそれを進めていくという形が必要だと思いますけれども、その中でいろんな発展があ

ったり、活性化策が出てくるとは思います。そのためにもやはり行政の主導もそうですけれども、

民間のまた声も、できるだけ吸い取っていただいたり、子どもたちの声を吸い取ってもらったりし

て、活性化していくことが村づくりになると思いますので、ぜひともそれをお願いして、私からの
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質問を終わりとします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で、黒岩清道議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前11時52分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和８年３月６日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  藤 沢 和 人 

 

                 署 名 議 員  篠 原 尚 光 
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令和８年第２回高山村議会３月定例会会議録（第４号） 

 

令和８年３月19日（木曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 議案第11号 高山村宿泊税市町村交付金基金条例 

日程第２ 議案第12号 高山村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 

日程第３ 議案第13号 課及び室設置条例の一部を改正する条例 

日程第４ 議案第14号 高山村行政手続条例の一部を改正する条例 

日程第５ 議案第15号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

日程第６ 議案第16号 奨学資金貸付基金の設置、管理、貸付及び処分に関する条例の一部を改正 

           する条例 

日程第７ 議案第17号 高山村立学校の使用に関する条例の一部を改正する条例 

日程第８ 議案第18号 高山村公民館条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第19号 高山村社会体育施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第20号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

           部を改正する条例 

日程第11 議案第21号 高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 

           例 

日程第12 議案第22号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例 

日程第13 議案第23号 高山村運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

日程第14 議案第24号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第15 議案第25号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定について 

日程第16 議案第26号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定について 

日程第17 議案第27号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について 

日程第18 議案第28号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定について 

日程第19 議案第29号 辺地に係る総合整備計画について 

日程第20 議案第30号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第７号） 

日程第21 議案第31号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第22 議案第32号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 

日程第23 議案第33号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第24 議案第34号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

日程第25 議案第35号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 
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日程第26 議案第36号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第４号） 

日程第27 議案第37号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第４号） 

日程第28 議案第38号 令和８年度高山村一般会計予算 

日程第29 議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算 

日程第30 議案第40号 令和８年度高山村診療所特別会計予算 

日程第31 議案第41号 令和８年度高山村介護保険特別会計予算 

日程第32 議案第42号 令和８年度高山村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第33 議案第43号 令和８年度高山村温泉開発事業特別会計予算 

日程第34 議案第44号 令和８年度高山村上水道事業会計予算 

日程第35 議案第45号 令和８年度高山村下水道事業会計予算 

日程第36 閉会中の継続調査の申出について 

日程第37 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 議案第11号～議案第45号 

２ 閉会中の継続調査の申出について 

３ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

５番 滝 澤   聖 議員       ６番 黒 岩 清 道 議員 

７番 湯 本 辰 雄 議員       ８番 西 原 澄 夫 議員 

９番 山 嵜 秀 治 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  代表監査委員 宮 本 孝 雄 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 
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健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午後１時30分  開 議 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議案第11号 

～  

日程第19 議案第29号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 議案第11号 高山村宿泊税市町村交付金基金条例から日程第19 議案第29号 辺地に

係る総合整備計画についてまでの19件を一括議題とします。 

 議案第12号から議案第20号、議案第23号及び議案第24号の11件について、委員長の報告を求めま

す。 

─────滝澤総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（滝澤 聖議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、議案第12号から議
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案第20号、議案第23号及び議案第24号の11件であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る３月16日午前10時30分より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員

外議員の発言を許可し、慎重に審査をいたしました。 

 議案第12号 高山村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例から議案第16号 

奨学資金貸付基金の設置、管理、貸付及び処分に関する条例の一部を改正する条例、議案第20号 

高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例及び議

案第24号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の７件については、特段質疑

がなく、討論を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決するべきものと決定いたしまし

た。 

 議案第17号 高山村立学校の使用に関する条例の一部を改正する条例、議案第18号 高山村公民

館条例の一部を改正する条例、議案第19号 高山村社会体育施設等の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例及び議案第23号 高山村運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の４件については、休憩中を含め、審査の過程において、施設改修等に伴う料金改正の妥

当性について多くの質疑がありました。また慎重に審査を行った中で討論を省略して採決の結果、

賛成多数で原案のとおり可決するべきものと決定いたしました。 

 以上で、総務文教委員会に付託されました議案11件についての審査の経過及び結果の報告といた

します。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

 議案第11号、議案第21号、議案第22号及び議案第25号から議案第28号までの７件について、委員

長の報告を求めます。 

─────勝山福祉産建常任委員長。 

○福祉産建常任委員長（勝山正弘議員） 

 ただいま議題となっております福祉産建常任委員会に付託されました案件は、議案第11号、議案

第21号、議案第22号及び議案第25号から議案第28号の７件であります。 

 審査の経過及び結果について御報告します。 

 委員会は、去る３月16日午後１時より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を含め、委員外議

員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第11号 高山村宿泊税市町村交付金基金条例、議案第22号 高山村介護保険条例の一部を改

正する条例、議案第25号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定についてから議案第28号 

高山村フラワーセンター指定管理者の指定についての６件については、特段質疑がなく、討論を省

略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
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 議案第21号 高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の１件

については、休憩中を含め、審査の過程においては、料金改定の妥当性について質疑があり、慎重

に審査を行った中で、討論を省略して採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定

いたしました。 

 以上で、福祉産建常任委員会に付託されました議案７件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから議案第11号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第11号 高山村宿泊税市町村交付金基金条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第12号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第12号 高山村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例を採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第13号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第13号 課及び室設置条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第14号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第14号 高山村行政手続条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第15号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第15号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第16号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第16号 奨学資金貸付基金の設置、管理、貸付及び処分に関する条例の一部を改正

する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第17号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第17号 高山村立学校の使用に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第18号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────９番 山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています議案第18号 高山村公民館条例の一部を改正する条例について、反

対の立場から討論します。 

 公民館は言うまでもなく地域住民が気軽に集まり、学び、交流できる社会教育施設として設置を

されています。これは社会教育法第20条で規定されているものです。 

 地域の教育、学術、文化に関する事業を通じて、住民の教養向上、健康増進、情操の純化、生活

文化の進行、社会福祉の向上を目的としています。また、地域の課題や少子高齢化、孤立、災害な

どに対応するため、地域社会を支える第三の居場所としての役割を担っているとも言われます。そ

して、公民館は学習機会の提供、資料・情報の提供、文化・コミュニティー形成、連携・協働の拠

点、公共利用の場としての機能を持ち、このような立場から運営が行われています。 

 公民館の歴史は長いわけですが、現代における意義として、少子高齢化や地域のつながりの希薄

化が進む中で、公民館は地域住民全体が気軽に集える学びと交流の拠点として、地域社会の活性化

や人間力の向上に貢献することが期待されると記されています。 

 また、デジタルリテラシー向上や子ども、若者、働き盛り世代への支援など、社会の変化に対応

した新たな取組も進められていると言われます。公民館は単なる学習施設にとどまらず、地域の

人々をつなぎ、育て、支える総合的なコミュニティー拠点としての役割を一層果たしていくことが

求められています。 

 さて、今回の条例改正は、公民館の大規模改修が行われ、再スタートに当たり使用料について区

分を１時間当たりに改めるとともに、会議室の暖房に加え冷房を追加するものとなっています。こ

のこと自体に異議を挟むものではありませんが、議会の権限が及ばない公民館規則を同時に改正し、

社会教育関係団体として登録申請をし承認された団体に対しても、冷暖房使用料を免除しないとす

ることを定めるとされています。 

 これまで、登録団体は会議室等の暖房料、講堂の冷暖房料は徴収されず免除されていたのです。

それを今回有料化するというこのことが、行政側の裁量で決められてしまう。議会の議決範囲外の

規則改正で行われるということに私は納得がいきません。冷暖房の必要な時期は使わないでという

に等しいものでありませんか。様々な団体の活動を制限する、公民館の使用を制限するものに等し

いと言わざるを得ません。 

 高山村立学校の使用に関する条例では、第４条使用料で、村の住民等が組織する団体が使用する
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場合は無料、そして括弧書きで照明使用料及び光熱水費は除くと記されています。村民に負担をも

たらすものは議会の議決事項にするべきであり、行政の都合だけで負担を決めることがあってはな

らないと思うところです。 

 大きな負担を求めるのでなく、せっかくリニューアルオープンするわけですから、多くの村民の

皆さんに大いに利用していただくことがよいと思うのです。そうした立場から、本条例改正及び規

則の改正に反対をします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第18号 高山村公民館条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手７人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第19号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第19号 高山村社会体育施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第20号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第20号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第21号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────７番 湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 ただいま議題となっています議案第21号 高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について、反対の立場から討論いたします。 

 老人福祉センターは山田温泉にありました松の湯荘に代わり、平成15年に建設された高山村保健
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福祉総合センター内に設けられました。この施設は長年、本村の発展に寄与していただき高齢にな

られた村民に、日中だけではありますけれども、ゆっくり心や体を癒していただくために建設され

たものであります。入浴ができて、また友人と談笑ができる憩いの場であります。低廉な価格で周

囲の景観を見ながら入浴できる施設です。本村の自慢の１つではないでしょうか。 

 さて、今回の料金改定は１人100円の利用料を200円にするというものですが、その理由として、

１人100円の利用料が長い期間が経過したためとの説明でありました。しかし、この施設は当初か

ら福祉目的のためのものですし、収支のバランスを考えなければならない施設だったのでしょうか。

私は大変疑問に思っているところであります。また、１人１回100円アップが、村財政に貢献する

というものなのかも疑念を持っております。改めて、撤回を求めたいと思います。 

 さらに、１人200円の使用料となれば、他の村営の温泉施設において高齢者割引を利用すれば利

用できますので、わざわざ老人福祉センターを利用する魅力はなくなるというふうにも思います。

先に同僚議員が申しましたが、なぜ他の入浴施設と同じ時期にこの改定を提案されなかったのかと

いうことも指摘しておきたいと思います。 

 またあわせて、ここ数年行われてきました夏季の無料期間の廃止についての説明もありました。

利用者が少ないということも理由とされておりましたが、今回のこの料金値上げと同時に、夏季の

利用期間についての変更というやり方についても、いかがなものかというふうにも思っております。

どんなようなことでも、一気にいろいろなことを行おうとすれば、摩擦が生じるのではないかと思

います。 

 今後の行政運営についても、このようにあまり拙速にならないような形で行っていただくという

ことも併せて述べまして、私の反対討論といたします。皆さんの御賛同もお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第21号 高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 
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 これから議案第22号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第22号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 議案第23号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第23号 高山村運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第24号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第24号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第25号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第25号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第26号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第26号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第27号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第27号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 
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（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第28号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第28号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第29号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第29号 辺地に係る総合整備計画についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 
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（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第20 議案第30号 

～  

日程第35 議案第45号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第20 議案第30号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第７号）から日程第35 議案第45

号 令和８年度高山村下水道事業会計予算までの16件を一括議題とします。 

 議案第30号から議案第45号までの16件について、委員長の報告を求めます。 

─────黒岩予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（黒岩清道議員） 

 ただいま議題となっております予算決算常任委員会に付託されました案件は、議案第30号 令和

７年度高山村一般会計補正予算（第７号）から議案第45号 令和８年度高山村下水道事業会計予算

までの16件です。 

 委員会の審査の経過並びに結果の報告いたします。 

 委員会は全員出席の下、３月９日から12日までの４日間にわたり、慎重に審査を行いました。審

査は、初めに令和７年度補正予算、続けて令和８年度予算の順に所管課ごとに細部説明を受け、各

委員から質疑、意見、要望などがありました。 

 主な質疑と答弁を所管課別に申し上げます。 

 初めに、令和７年度補正予算について、総務課において、議場の空調工事についての質疑があり、

設置位置や電気の安定供給などの検証をしながら進めるとの回答がありました。 

 健康福祉課において、高齢者世帯物価高騰対策で今回は65歳以上の人がいれば対象となり好評で

ある。前回との対象世帯の差はどのぐらいなのかという質疑があり、前回は800世帯ぐらいであっ

たが、今回は約倍の1600世帯近くが対象との回答がありました。 

 続いて、令和８年度予算について、総務課において、包括業務委託について職員間の異動がある

との話があったが、実際にはそういうことを想定しているのかの質疑があり、異動というよりも不

足する人材のところへスポット的に入るイメージであるとの回答がありました。 

 同じく総務課において、中原地区に用地を購入して飲料水を兼ねた防火水槽を造るということだ

が、用地の購入や進め方はとの質疑がありました。８年度に更地で購入し、地下にタンクを整備し
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てから多くの意見を聞きながら進めていきたいとの回答がありました。 

 建設水道課において、役場から下り高山大橋からのつながる交差点での事故が多いが、新たな対

策はとの質疑があり、スピード抑制の対策や看板などの研究をしていくとの回答がありました。 

 産業振興課において、山田牧場の今後の計画についての質疑があり、第一牧場は株式会社山田牧

場に貸し付ける方針であり、第２・第３牧場は、現牧夫と話を進めているとの回答がありました。 

 定住支援室において、中原地区に１ＤＫを６戸の住宅について、どのように進めていくのかの質

疑があり、住宅供給公社の設計及び施工したものを公社から買い取る形だが、コストを意識しつつ、

公営住宅という性質上、持続管理しやすい住宅にする回答がありました。 

 教育委員会において、給食材料費の単価引上げを行うとのことであるが、質の確保はできるかの

質疑があり、単価のアップをして質の確保をしていくとの回答をいただきました。 

 健康福祉課において、診療所の診察時間が拡大すると聞いたが、内容はとの質疑があり、往診が

減ったことで、患者さんがより利用しやすいように午後14時から17時15分に拡大するとの回答があ

りました。 

 続いて、総括質疑を16日の午前10時より行い、令和８年度一般会計予算について山嵜秀治委員か

ら２問の質疑がありました。 

 １問目は、子育て応援基金について、令和７年度において子育て応援基金を創設し1,000万円を

積み立てたが、令和７年度において基金の創設は適切と考えるか、令和８年度でその基金は有効に

生かされるのかの質疑があり、藤沢村長より本年度は物価高騰下における子育て世帯応援給付商品

券事業の財源として、国の交付金のほか不足分を基金から繰り入れ、子育て世帯を応援しました。

あわせて、新年度においては総合的な視点に立って子育て支援の充実に努めてまいりたいという答

弁がありました。 

 ２問目に、高齢者福祉センター利用料の引上げについて、入浴料を100円から200円への引上げが

安定的な施設運営ということであれば、指定管理費の引上げを行うべきではないかとの質問があり、

藤沢村長より、社会福祉協議会では人件費などの経費を含め必要額を算定し施設運営を行っていま

すが、近年における物価高騰による施設を安定的に運営していくため、あまり負担にならない範囲

と考えた次第でありますとの答弁がありました。 

 次に、令和８年度国民健康保険特別会計予算について、山嵜秀治委員から質疑がありました。８

年度から子ども・子育て支援納付金が課せられることになるが、子育て世帯への支援は重要である

が、そのための財源を医療保険料に上乗せして国保税として徴収することはいかがなものかとの質

疑があり、藤沢村長より近年における少子化や人口減少の進行が加速する中、子育て世帯を社会全

体で支える仕組みとしての施策であるとの答弁がありました。 

 以上で質疑を終結し、討論を省略し、挙手による採決を行いました。 

 その結果、議案第30号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第７号）から議案第37号 令和７
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年度高山村下水道事業会計補正予算（第４号）までの８件については全員賛成、議案第38号 令和

８年度高山村一般会計予算及び議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算の２件に

ついては賛成多数、議案第40号 令和８年度高山村診療所特別会計予算から議案第45号 令和８年

度高山村下水道事業会計予算までの６件については全員賛成で、採決の結果、原案のとおり可決す

べきものと決定いたしました。 

 以上が予算決算常任委員会に付託されました議案16件の審査の経過並びにその結果です。 

 委員会の審査の中で委員より出されました意見、要望などは十分に尊重され、村民の安全•安心

な暮らしに反映され、村政の発展のために生かされることを特に要望するものであります。 

 最後に、委員会の審査に当たり、説明と答弁に当たられた職員の皆様に感謝し、また長時間審査

の中で活発な質疑、意見、要望等をいただきました委員の皆様にお礼を申し上げます。 

 以上で予算決算常任委員会の報告といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから議案第30号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第30号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第７号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第31号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第31号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第32号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第32号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第33号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第33号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第34号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第34号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第35号について委員長の報告に対する質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第35号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第36号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第36号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 
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 これから議案第37号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第37号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。 

 時間は午後２時40分に再開します。 

午後２時30分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時40分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 会議を再開します。 

 これから議案第38号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────９番 山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 
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 ただいま議題となっています議案第38号 令和８年度高山村一般会計予算に反対の立場から討論

します。 

 2026年度の国家予算は、数の力により衆議院を強行可決で通過させ、今、参議院で審査されてい

ます。国民の願いであり、日本経済立て直しの鍵である消費税減税や賃上げには背を向け、軍事費

を異常に突出させるとともに、大企業へのばらまきとトランプ政権の要求に応えた対米投資支援を

拡大するという大軍拡、財界・大企業優先、対米屈服の予算と言えるのではないでしょうか。 

 さて、村の一般会計予算は総額49億8,000万円の提案です。本予算では学校給食費の無償化や、

子ども医療費の18歳以下の完全無料化、小中学校の入学応援給付金などが引き続き計上されており、

評価するものです。 

 総理府の国際調査では、自分の国が子育てしやすいと思わない、こう思う人が他国に比較して格

段に多いという現状があります。国全体として地域としても子育てしやすい環境づくりに力を注ぐ

必要があり、一層の子育て支援を求めるものです。 

 １つは、国保における子どもの均等割りの問題です。収入のない子ども達に均等割りを課すこと

は、子育てに逆行するものと言えます。幾つかの自治体では独自に子どもの均等割りの減免を行っ

ています。子どもの数が多ければ多いほど、国保税が高くなるというこんな制度はやめるべきです。 

 ２つ目として、保育園での主食の提供を求めていますが、令和７年度において保温庫の購入で一

定前進と言える部分がないわけではありませんが、保温庫はあくまで保温庫にすぎません。長野県

は全国の中でも保育園における主食の提供が少ない県と言われます。そうした中でも主食の提供に

踏み切る自治体も出てきています。改めて保育園での主食の提供で、園児に炊き立ての温かいおい

しい御飯を食べてもらえるよう求めるものです。 

 また、高校生については授業料の無償化がありますが、入学に当たっては多額の費用が発生しま

す。とりわけタブレットは今必須の状態となっており、こうした購入などへの補助も検討すべきも

のと言えます。 

 次に、高齢の方の難聴者への補聴器購入補助ですが、さきの一般質問の答弁で、８年度において

検討するという前向きの答弁がありました。先行して実施している自治体での補助金額は様々です。

少額なところもありますが、実施に当たっては少額ではなく、補助が本当に支えとなる金額となる

よう求めるものです。 

 次に、老人福祉センター利用料の件です。入浴施設の利用料を100円から200円に負担を引き上げ

ます。これによって70歳以上の方はＹＯＵ游ランド、大湯、あるいは蕨温泉の割引利用料200円と

同額となり、老人福祉センターを利用するメリットが、利用料という面では感じられなくなります。 

 村は施設の設置目的がそれぞれ違うと言いますが、利用する立場から見れば入浴施設の利用とい

うことで違いはありません。もちろん、諸々の経費の上昇が言われますが、ならば村からの指定管

理費を引き上げ、対処すべきものと私は思います。利用料の引上げではなく、いかに多くの高齢者
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の方々に利用していただくのか、その方策を行うべきものと求めるものです。 

 また、学校施設等の照明使用料等の引上げがあります。公民館の冷暖房使用料の件は先ほど述べ

ました。照明使用料は250円から300円に引き上げます。受益者負担と言いますが、低廉な料金で多

くの人に利用され、社会教育活動などがさらに発展することが望まれるのではないでしょうか。こ

うした引上げには反対するものです。 

 次に、訪問介護事業所の再開についてでありますが、関係者の努力により社協において再開され

ることを歓迎するとともに、その御尽力に敬意を表するものであります。介護保険事業の安定的な

運営が可能となり、かつ介護保険加入者や利用者の負担が軽減されるよう、多くの皆さんと力を合

わせたいと思うところです。 

 本予算では活性化施設事業の基本構想策定が盛り込まれました。場合によっては、大型事業とな

る可能性もあり、徹底した情報公開と村民合意により事業を進められることを要望します。 

 次に、同和行政です。同和問題は解決に向けて大きく前進しています。協調団体の補助金は以前

と比較して減少し、規模は小さくなっていますが、私は、補助金はその団体の自主財源の範囲内に

とどめるべきと求めるものです。そして、併設の集会所の在り方も検討すべきと申し上げておきま

す。 

 防衛費の大幅な増額があり、新たに防衛費の財源として防衛特別所得税が導入されます。一方で

は高額療養費の見直しで、上限額の引上げが予定されます。また、ＯＴＣ類似薬の保険料の見直し

も予定をされ、患者負担が増えることが見込まれるなど、医療費支払いにより生活が困窮し、治療

の断念や生活レベルの低下が懸念されるのです。村は国の悪政の防波堤となり、村民に寄り添い、

安心と希望の持てる村政となることを求め、反対討論とします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────10番 髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております議案第38号 令和８年度高山村一般会計予算について、賛成の立

場から討論いたします。 

 本予算は、人口減少や社会構造の変化という大きな課題に向き合いながら、地域の未来を切り開

こうとする意思が明確に表れた編成であると評価いたします。 

 まず、移住・定住施策として、これまで一般質問でも提案されてきた１ＤＫ集合住宅の整備に約

１億3,000万円が計上された点は、非常に意義深いものです。住まいの確保は、若者や移住者にと

って最初の大きなハードルであり、この整備が新たな人の流れを生み、地域の活力につながること

を期待いたします。 

 また、農産物、特産品の販売拠点となる施設の基本構想策定に2,000万円が計上されたことも、
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地域産業の振興に向けた重要な一歩です。生産する力に加え、売る力を高めていくことは、農業の

持続と地域経済の活性化に直結するものであり、その効果に大いに期待するところです。 

 こども家庭センターの設置やフリースクール利用料補助金など、子ども支援や子育て支援の分野

においても、きめ細やかな施策が盛り込まれました。多様な状況にある子どもや家庭に寄り添う取

組は、安心して暮らせる地域づくりの基盤となるものです。 

 一方で、村内６施設において包括業務委託が開始されることについては、効率化だけではなく、

働く人や利用者にとってよりよい環境となっているかを丁寧に見極め、必要に応じて対応していた

だきたいと思います。 

 令和８年度は村政70周年という節目の年となり、各種イベントを通じて村の魅力を内外に発信す

る好機でもあります。これを契機に、高山村への関心と交流が一層深まることを期待申し上げ、賛

成討論といたします。 

 議員各位の御賛同をいただきますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第38号 令和８年度高山村一般会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第39号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────７番 湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 
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 ただいま議題となっています議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算について、

反対する立場から討論いたします。 

 令和８年度国保特別会計予算では、歳入歳出ともに総額８億1,158万円と前年比3.3％減でありま

す。この減少の理由として、昨年度より70人減少したと説明されておりました。 

 さて、国保は国民皆保険制度の中核を担い、地域住民の健康の保持、増進に大きな役割は果たし

ていますが、国保の財政基盤は構造的な問題を抱えています。医療の高度化、高額薬品の保険適用

などに伴う医療費の増大、さらに定年退職により年金を主たる収入源とする高齢の被保険者の増加

などで、財政運営は大変厳しい状況になっています。全国知事会などは国負担を今より１兆円増や

せば協会けんぽ並みに国保税を引き下げることができるとしています。私はこの方向で力を合わせ

ることが大切ではないかと考えます。 

 それに加え、今年から児童手当の拡充や保育サービスの充実など、子ども・子育て支援の強化に

向けた施策に対する安定した財源を確保するためとして、全世帯や企業から支援金を拠出していた

だくことで、子どもや子育て世帯を社会全体で支え合う仕組みとして子ども・子育て支援金制度が

開始されます。 

 今年の支援金額は、全国平均で１人250円ほどと聞いておりますし、今後は１人450円を見込んで

いるようであります。このように子育て支援制度は、本来一般税制によって行うべきものでありま

すが、少数与党の下、新たな税負担になるということで批判が強くなり、医療保険料に上乗せさせ

て徴収するという大変ずる賢いと思われるやり方について、大変私は強い憤りを持ちます。 

 ところで、この子ども・子育て支援金制度の徴収金は、18歳までの人には課税しないということ

にもしているようです。また、この子どもに後期高齢者支援金の負担をさせるということになって

おりますが、これはおかしいと思っております。 

 次に、国保にはいわゆる人頭税と同じような役割を果たす均等割、平等割があります。その中で

も、子どもの数が多いほど負担が大きくなる均等割は、それこそ人頭税そのものと言え、子育て支

援には全く逆行している制度であります。そのため、多くの団体、関係者が見直しを求めています。

こうした声に押されて令和４年から、ようやく就学前の子どもに限って均等割が半額となったとこ

ろであります。 

 県内では子どもの均等割を独自減免している小海町、南木曽町、長和町、木曽町などの自治体が

あります。本村においても、子どもの数が多いほど負担が引き上がる均等割は、廃止を目指しなが

ら、早期に減免措置を求めるところであります。 

 次に、国保の都道府県化に伴い、今後県は応能割と応益割の比率について統一した負担割合を応

能割49、応益割を51にするとしています。本村の国保税の収納割合は従来の答弁、令和６年度の本

算定後の応能分と応益分の割は61対39になっていると従来説明されております。令和８年度の審査

資料によって私も計算したところ、所得割の応能負担、これは予算でありますが、66％で、均等割
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と平等割の応益負担の割合は34％となりました。このように応能分の所得割の課税額がかなり高い

比率ですが、本村も県で示された標準保険料率を目指す方針に沿うということが必要とならば、今

後は応益分の均等割や平等割の課税額を引き上げなければならず、被保険者の多い世帯と所得の少

ない世帯への影響が懸念されます。 

 従来の村長答弁で、全体のバランスを考慮するとともに、激変緩和などの措置を視野に入れなが

ら、慎重に県の標準税率に近づけてまいりたいとお答えされております。私は県の標準税率に近づ

けることに対し、村民には十分に配慮いただき、拙速にならないよう時間をかけて進めていただく

よう希望いたします。 

 以上で私の反対討論といたします。皆さんの御賛同をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────１番 藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ただいま議題となっております議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算に対し、

賛成の立場で討論を行います。 

 国民健康保険制度は、誰もが安心して医療を受けられる国民皆保険制度が果たすセーフティーネ

ット機能であり、住民の命と健康を守る社会保障の要です。しかし、本村を含む長野県内の市町村

においては、高齢化の進展と現役世代の減少により、構造的に厳しい財政運営を強いられていると

ころです。 

 そこで、私が本予算を支持する理由は、主にこれから述べます３点であります。 

 まず１つ目ですが、広域化の中での適正かつ安定的な運営の確保であります。現在、長野県が策

定した国民健康保険運営方針に基づき、県内全域での保険料水準平準化が進められています。本予

算は県の示す標準保険料率を勘案しつつ、県との緊密な連携により、将来的な負担の急増を抑える

ための緩和措置や基金の活用が適切に図られており、本村にとって広域的な視点で財政の安定化を

目指すための、現実的かつ責任ある内容となっております。 

 ２つ目、子ども・子育て支援金制度への円滑な対応です。令和８年度より新たに導入される子ど

も・子育て支援金については、社会全体で子育てを支えるという国の施策に伴うものです。本予算

では、制度改正に伴う事務経費や賦課体系の変更に的確に対応しており、住民への丁寧な周知とス

ムーズな制度移行を担保する内容となっている点を評価いたします。 

 ３つ目ですが、低所得者への配慮と健康づくり施策の推進です。厳しい財政状況にあっても、低

所得世帯に対する法定軽減措置や、本村独自の保健事業として、特定健診の受診勧奨や重症化予防

指導などへの予算がしっかりと確保されております。医療費抑制の根本は住民の健康にあります。

健診受診率を向上させ病気を未然に防ぐことは、住民の健康寿命を延ばすと同時に、将来的な高額
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医療費の発生を抑える最も効果的な投資であることから、医療費負担を軽減しようとする本予算の

姿勢は極めて合理的です。 

 結びに、人口減少と高齢化が進む本村においては、国保財政を取り巻く環境は依然として厳しい

ものではありますが、本予算は第六次高山村総合計画後期基本計画にあります「笑顔あふれる健

康・福祉のむら」を維持するための最善の策であると確信し、賛成の討論といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第39号 令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第40号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第40号 令和８年度高山村診療所特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 
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 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第41号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第41号 令和８年度高山村介護保険特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第42号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第42号 令和８年度高山村後期高齢者医療特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第43号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第43号 令和８年度高山村温泉開発事業特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第44号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第44号 令和８年度高山村上水道事業会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第45号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第45号 令和８年度高山村下水道事業会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第36 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第36 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配りました申

出のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 
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──────────────────────────────────── 

日程第37 議員派遣について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第37 議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（梨本 進議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会は、これで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本定例会は、３月３日に開会し、本日まで17日間の会期で開催してまいりました。 

 村から提出されました条例の制定、改正を始め、令和７年度各種会計予算、そして令和８年度一

般会計、特別会計並びに公営企業会計の各予算など、多くの重要案件につきまして、各常任委員会

において慎重かつ熱心に御審議をいただき、本日ここに全ての案件の審議を終えることができまし

た。 

 また、一般質問におきましては、８名の議員が登壇され、14項目にわたり村政が直面する課題に

ついて幅広い視点から質問や提言がなされました。村当局におかれましては、これらの意見や提言

を真摯に受け止め、今後の村政運営に十分反映されますようお願い申し上げます。 
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 とりわけ今定例会では今後の山田牧場の在り方、また、一部の会計年度任用職員の業務を民間企

業へ包括委託することに伴うＹＯＵ游ランドの運営など、村の将来に関わる課題についても活発な

議論が交わされたところであります。これらの課題につきましては、村民の皆様の理解を得ながら、

よりよい方向に進めていくことが重要であると考えております。 

 さて、可決されました令和８年度の当初予算では、子育て支援や教育環境の充実、また農産物や

特産品の販売拠点となる施設の基本構想の策定、さらには温泉資源の活用促進などを柱とした将来

を見据えた施策が盛り込まれております。 

 新たな取組として、妊娠期から成人に至るまで切れ目のない相談支援を行うこども家庭センター

の運用開始を始め、一時保育を利用する多子世帯の保育料軽減など、子育て支援のさらなる充実が

図られております。 

 また、移住者や若者の村内定住を促進するため、１ＤＫの集合住宅６戸を整備する村営住宅整備

事業が進められるほか、物価高騰対策として、発行総額１億2,000万円のプレミアム付き商品券の

発行、水道料金基本料金の減免、住民税非課税世帯へのエアコン設置補助など、村民生活を支える

施策も盛り込まれております。これらの施策が着実に実施され、村民の皆様の安心と活力につなが

ることを期待するものであります。 

 さらに、本年は村制施行70周年という節目の年でもあり、年間を通じて記念事業が予定されてお

ります。これまでの歩みを振り返るとともに、次の時代に向けた新たな一歩となることを願うもの

であります。 

 結びに、本定例会の円滑な運営に御協力いただきました議員各位並びに村当局の皆様に対し、深

く感謝申し上げますとともに、今後ますますの村政の発展と村民の皆様の御健勝、御多幸を祈念申

し上げ、閉会の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ３月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼を申し上げます。 

 今年の冬は例年になく降雪量が少なく、その分、低温でかなり厳しい寒さが続いておりましたが、

おとといからはお彼岸に入りまして、徐々に春の息吹を感じる季節となりました。 

 そうした中で、今定例会は去る３月３日に開会し、本日までの17日間にわたり、全部で37議案と

いう大変多くの議案を御審議いただきました。議員各位には慎重に御審議いただき、それぞれ原案

どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 今会期中に議員各位から賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分にその意を尊重

いたしまして、厳しい経済環境と財政事情ではございますが、今後の村政運営に十分生かしてまい
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る所存でありますので、今後とも格別の御指導、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今週は、私も含め議員各位を始め学校関係者や地域住民の皆様など多くの来賓の御列席の下、小

中学校でそれぞれ卒業式が挙行され、卒業される皆さんの門出をお祝いいたしました。 

 中でも46名の小学校卒業生には、大きな夢に向かってひたすら努力しましょうと申し上げ、また

56名の中学校卒業生には、目標を持ってそれを達成するために目標達成シートを作って頑張ってほ

しいと伝えました。児童、生徒共に立派に成長され、とても頼もしく誇らしく感じた次第でござい

ます。 

 さて、今月１日から７日まで春の全国火災予防運動が実施されましたが、ちょうど一年前に発生

した岩手県大船渡市の大規模山林火災は記憶に新しいところでございます。改めて山林火災の脅威

を知るとともに、これからの季節は晴天が続くと空気が乾燥し、野火による火災が心配されますの

で、農作業等をする際は気象情報を十分確認の上、くれぐれも安全に作業していただくことをお願

いするものでございます。 

 そうした中で、３月２日には長野市消防局において、長野須坂消防指令センターの運用開始式が

行われ出席してまいりましたが、この業務は本村を含む長野管内の２市３町２村、約44万人の通報

をカバーするというもので、本年４月１日から本格運用することとしております。これは、これま

で両消防局で個別に行っていた通信指令業務を共同で行い、災害発生状況や消防車両の出動状況を

一元管理することで、業務の効率化と災害時の迅速な対応が可能となります。 

 また、大規模災害時には相互応援体制により、地域住民の安全安心な暮らしを守っていくことと

しておりますので、大いに期待申し上げているところでございます。 

 さて、ロシアがウクライナに侵攻してから４年がたちました。停戦交渉をアメリカが中心となっ

て呼びかけておりますが、ロシア側は死者、行方不明者合わせて120万人との推測もある中、応じ

る姿勢を見せず攻撃に固執しており、先行きが不透明な情勢であります。 

 そうした中、先月28日アメリカはイスラエルと共にイランへ軍事攻撃を開始しました。核開発を

めぐる間接協議決裂後、イランの最高指導者殺害や施設攻撃が行われ、中東地域で緊張が高まって

おります。 

 特に、イラン攻撃で原油輸送の要衝であるホルムズ海峡が事実上の封鎖状態となり、船舶の航行

に支障が出ております。このため、本村でも既にガソリン価格等が急騰するなど、短期間で住民生

活に大きな影響を及ぼしていることから、阿部長野県知事は県内経済に与える影響を懸念し、原油

高騰等対策連絡協議会を開催し、今後の取組について早急に検討し、国への要請や県としての対応

につなげたいとしておりますことから、当面国や県の動向に注視してまいりたいと考えております。 

 明日は信州プロレスが主催する77市町村ドリームツアー長野元気復活総力祭、高山大会が高山中

学校体育館で開催されますので、プロレスを観戦していただくとともに、様々なイベント企画が予

定されておりますので、大勢の皆様に御来場の上、イベントを盛り上げていただきたいと思ってお
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ります。 

 議会招集の御挨拶でも申し上げましたが、本年は村制施行七十周年という記念すべき年でありま

すことから、村民の皆様と共に「かけがえのない 美しい村を かけがえのない 未来へ」という

キャッチフレーズにふさわしい記念事業等に取り組んでまいりますとともに、第六次総合計画の後

期基本計画に沿って新年度予算の適正な執行に努め、村民の皆様が夢と希望と誇りの持てる村づく

りに取り組んでまいりますので、議員各位を始め村民の皆様の格別なる御支援を賜りますようお願

い申し上げます。 

 結びに、暦の上では春とはいえ、まだまだ寒暖の差が激しいことから、議員各位におかれまして

はくれぐれもご自愛されまして、ますますの御活躍を御祈念申し上げ、閉会の御挨拶といたします。

誠にありがとうございました。 

○議 長（梨本 進議員） 

 令和８年第２回高山村議会３月定例会を閉会します。 

 御苦労様でした。 

午後３時23分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和８年３月19日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  藤 沢 和 人 

 

                 署 名 議 員  篠 原 尚 光 
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高山 村議会臨 時会会議 録 

 

 

 

 

 

 

令和８年１月16日 開会 

令和８年１月16日 閉会 

（１日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山村議会事務局 
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令和８年第１回高山村議会１月臨時会会議録（第１号） 

 

令和８年１月16日（金曜日） 

                                  

高山村告示第64号 

 令和８年１月16日、高山村議会１月臨時会を高山村役場に招集する。 

付議事件 

１ 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部 

  を改正する条例 

２ 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

３ 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

４ 令和７年度高山村一般会計補正予算（第５号） 

５ 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

６ 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号） 

７ 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号） 

８ 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号） 

９ 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第３号） 

          令和７年12月24日 

                 高山村長 藤 沢 敏 和 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第５ 議案第２号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第６ 議案第３号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用等 

           に関する条例の一部を改正する条例 

日程第７ 議案第４号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第５号） 

日程第８ 議案第５号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第９ 議案第６号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号） 

日程第10 議案第７号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第11 議案第８号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号） 
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日程第12 議案第９号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第13 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 議案第１号～議案第９号 

５ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

５番 滝 澤   聖 議員       ６番 黒 岩 清 道 議員 

７番 湯 本 辰 雄 議員       ８番 西 原 澄 夫 議員 

９番 山 嵜 秀 治 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  代表監査委員 宮 本 孝 雄 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 
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午前10時01分  開 会 

○議 長（梨本 進議員） 

 ただいまから令和８年第１回高山村議会１月臨時会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。高山村議会臨時会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げ

ます。 

 本日は、新年早々、令和８年第１回高山村議会１月臨時会を招集申し上げましたところ、議員各

位には大変お忙しい中を御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申し上

げます。 

 日頃は議会活動を通じまして、村政発展のために多大な御尽力を賜っておりますことに、深く敬

意と感謝を申し上げます。 

 今年は比較的穏やかな元日を迎え、寒さは厳しいものの、ある意味、平穏な新年であったかと思

っております。2026年は60年に一度のひのえうまで、うま年に当たり、力強さ、前進、変化、情熱

を象徴し、勢いよく運気が上昇する年とされますが、その激しさから迷信も語られる年と言われて

おります。そのような中で、今年は高山村が誕生して七十周年の記念すべき年を迎えますことから、

全体を通じて大きな飛躍の年にしてまいりたいと考えております。 

 さて、依然として、全国的に食料品とエネルギーを中心に、生活の身近な商品価格が高水準で推

移をしております。このため、昨年11月に、国では強い経済を実現する総合経済対策を閣議決定し、

食料品高騰への対応として、自治体が地域の実情に応じて使える「物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金」を拡大したことから、村ではこの交付金を活用して、低所得者や子育て世帯を始め、

高齢者や事業者など対象範囲を拡大して、広く支援してまいりたいと考えておりますので、後ほど

予算案を御審議賜りますようお願い申し上げます。 

 政府は昨年暮れの26日、2026年度当初予算案を閣議決定し、一般会計の歳出総額は、物価高を反

映して政策経費が膨らみ122兆3,092億円とし、２年連続で過去最大を更新する一方、市場では、借

金依存による財政悪化への懸念から長期金利が上昇し、国債の利払いや償還に当たる国債費が31兆

円を超えるため、財政を圧迫するとも言われております。 

 そうした中で、本村におきましては、第六次総合計画に沿って、厳しい財政見通しの中ではあり

ますが、新年度に向けて予算編成作業を進めているところでございます。このため、新年度におき

ましても、「ずっと住みたい また訪れたい いいね 信州高山」と言っていただける活力ある村

づくりを一層推進してまいりますので、本年も議員各位のなお一層の御支援、御協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 



－142－ 

 さて、本日御提案いたします議案は、令和７年度高山村一般会計補正予算案のほか、条例改正案

など全部で９件でございます。十分御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、

議会招集の御挨拶といたします。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配りました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、７番 湯本辰雄議員、８番 西原澄夫議

員及び９番 山嵜秀治議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日限りにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日１日限りに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに郵送された陳情は、別紙のとおりお手元に配りましたので、報告します。 

 前定例会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので、報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので、報告します。 
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 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 議案第１号 

～  

日程第12 議案第９号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第４ 議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例から日程第12 議案第９号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第３号）までの９件を

一括議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高山議会１月臨時会の提案説明を申し上げます。 

 議案第１号から議案第９号までの９件につきまして、一括して御説明を申し上げます。 

 議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

申し上げます。 

 本案は、令和７年８月７日の国の人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、

特別職の国家公務員の期末手当の支給月数が改定されたことに伴い、本村においても同様の扱いと

することとし、議会の議員の期末手当について、年間0.05月分の引上げを行うため、条例の一部を

改正するものであります。 

 議案第２号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例について申し

上げます。 

 本案は、議案第１号と同様に、国の人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、

特別職の国家公務員の期末手当の支給月数が改定されたことに伴い、本村においても同様の扱いと

することとし、常勤の特別職の職員の期末手当について、年間0.05月分の引上げを行うため、条例

の一部を改正するものであります。 

 議案第３号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用等に関する

条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、国の人事院勧告に準じて、一般職の職員の給料月額を平均で3.3％引き上げるとともに、

期末手当及び勤勉手当をそれぞれ年間0.025月分の引上げを行うほか、任期付職員の給料月額など

を引き上げる規定を見直すため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第４号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第５号）について申し上げます。 
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 この補正予算は、歳入歳出それぞれ２億5,234万7,000円を追加し、当初予算からの累計額を58億

2,091万6,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費では、総務管理費の企画費で、国の物価高騰対応重点支援地方創

生臨時交付金を活用して、食料品や日用品の物価高騰対応支援及び村内の消費喚起を目的とした生

活応援給付商品券事業に5,510万4,000円追加、民生費では、社会福祉費の社会福祉総務費で、国の

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、高齢者世帯等に対する燃料券発行事業に

3,543万2,000円追加、児童福祉費の児童手当費で、18歳以下の子ども１人につき２万円を支給する

物価高対応子育て応援手当支給事業のほか、児童福祉施設費で、クラス担任保育士を確保するため

の派遣職員委託料など3,974万2,000円追加、土木費では、道路橋梁費の道路維持費で、降雪量の増

加に伴い不足する除雪委託料に5,130万5,000円を追加するほか、国の人事院勧告に基づく一般職の

国家公務員等の給与改定に準じて、特別職及び一般職の職員などの給与改定や職員の人事異動等に

伴う人件費の精査など、8,071万3,000円を追加するものであります。 

 歳入補正の主なものは、地方交付税の普通交付税で１億5,581万6,000円追加、国庫支出金で、物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金や物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金などで

9,653万1,000円を追加するものであります。 

 議案第５号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ161万円を追加し、当初予算からの累計額を８億7,985万

7,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、保健事業費で、給与改定に伴う人件費161万円を追加し、歳入では、繰入金で、

一般会計からの繰入金161万円を追加いたしました。 

 議案第６号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ304万6,000円を追加し、当初予算からの累計額を、8,313万

9,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、総務費の施設管理費で、給与改定に伴う人件費140万円を追加し、歳入では、

診療収入で、218万2,000円を追加し、諸収入で86万4,000円を追加し、歳入超過となる164万6,000

円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。 

 議案第７号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ86万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を８億3,778万

6,000円をするものであります。 

 主な歳出補正は、地域支援事業費の包括的支援事業・任意事業費で、給与改定に伴う人件費112

万円を追加し、歳入では、国庫支出金の国庫補助金で43万1,000円追加、県支出金の県補助金で21

万5,000円追加、繰入金で、一般会計からの繰入金21万5,000円を追加し、歳入不足となる25万

9,000円を予備費で減額いたしました。 
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 議案第８号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、収益的収入の水道事業収益で、物価高騰支援のため、本年度第６期分の水道基

本料金を300万円減免する一方、他会計負担金330万円を追加し、累計額を１億3,212万4,000円とす

るものであります。 

 収益的支出の水道事業費用では、給与改定に伴う人件費など132万7,000円を追加し、累計額を１

億3,110万3,000円とするものであります。 

 議案第９号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、収益的支出の下水道事業費用で、給与改定に伴う人件費118万円を追加し、累

計額を２億4,389万6,000円とするものであります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時15分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時29分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これから議案第１号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例を採

決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第３号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用等

に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第４号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 物価高騰対策については、先日おおむねお聞きしましたが、１点だけ質疑したいと思います。 

 31ページ、中ほどの食料品価格等物価高騰対策事業で、１世帯につき２万円の商品券をというこ

となんですが、１人当たり幾らということではなくて、１世帯とした理由を説明していただきたい

と思います。 

 やっぱり１人あるいは２人世帯よりも、５人、６人、多人数の世帯になると、それだけ物価高騰、

とりわけ食料品などについては影響を受けているわけですので、１世帯当たりとした根拠について

お願いをしたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ただいま御質問いただきました生活応援給付商品券の１世帯にした理由ということでございます。 

 この分につきましては、以前から経済対策のメニューについては、いろいろ村としても取組をさ

せていただきながら、個人への給付、世帯への給付、また事業者への給付というものも検討してま

いりました。 

 その中で、今回、世帯ということで、一人ひとりということは、かなり個人的な生活の仕方とい

うんですかね、その部分をどこまで把握できるのかというのも、一つの課題ではございましたが、

様々な課題等も検討する中で、できるだけ速やかに経済対策を実行していきたいという考え方の中

で、今年度、今回につきましては、世帯当たり２万円ということで給付をさせていただき、それぞ

れの御家庭の中で有効に御利用いただき、物価高騰への支援ができればという考え方でございます。

よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第５号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第５号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第６号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第７号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第７号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第８号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第８号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第９号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第９号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第13 議員派遣について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第13 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣については、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（梨本 進議員） 

 お諮りします。 

 本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 本臨時会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本日は、令和８年に入り最初の議会となりました。年頭に当たり、議員各位はもとより理事者の

皆様、そして村民の皆様に、改めまして本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 本臨時会は、条例改正３件を始め、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金関係並びに除雪費

等に係る補正予算など、合わせて６件の重要な議題について慎重に御審議をいただき、いずれも適

切に御決定を賜りました。議員各位におかれましては、円滑な議事運営に御理解と御協力を賜り、

心より感謝申し上げます。 

 コロナ禍で物価高騰の影響を受けている村民生活を速やかに支援するための物価高騰対応重点支

援臨時交付金を活用した各種事業として、全世帯を対象とした生活応援商品券の給付、高齢者世帯

等への燃料券給付、子育て世帯への応援手当の給付、さらには水道料の減免事業など、いずれも村

民の皆様の負担軽減に直結する施策であり、令和７年度予算の中で迅速に実施されることになりま

す。本議会としても、これらの支援策が一日も早く村民の皆様の元へ行き届き、安心につながるこ

とを強く期待するものであります。 

 議会の使命は、村民の皆様の声をしっかりと受け止め、実情に即した施策を打ち出していくこと

であります。そのために私たちは、必要とされる支援の形をしっかり整え、全力で村民の皆様を支

えていかなくてはなりません。この厳しい情勢を乗り切るため、予算を有効活用し、今後も村民の

皆様に寄り添った施策を展開してまいります。 

 最後になりましたが、毎日厳しい寒さが続いておりまして、感染症の流行も懸念される時期でご
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ざいます。皆様方におかれましては、くれぐれもお体に留意され、健やかにお過ごしくださいます

よう御祈念申し上げ、閉会の御礼の挨拶といたします。ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 臨時会の閉会に当たりまして、一言御礼を申し上げます。 

 本日は、御提案申し上げました議案を慎重に御審議いただき、原案どおり議決を賜りましたこと

に厚く御礼申し上げます。 

 本日議決を賜りました予算につきましては、速やかに執行してまいりますので、今後とも議員各

位の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 去る11日、本村の二十歳になられた56名の皆さんをお祝い申し上げましたが、この皆さんが中学

３年生当時の令和２年は、その年の１月に国内で新型コロナウイルスが初めて確認されて以降、急

拡大したことにより学校が休校となり、修学旅行先は関西方面から近隣の松代町に変更されるなど、

様々な行事等が規模縮小や中止をされた年でありました。そのような中にあって、当日出席された

皆さんは、未来に向けて目を輝かせ、晴れやかで元気な姿に接し、とても頼もしく感銘を受けまし

たが、様々な経験をされた二十歳の皆様には、今後の御活躍に御期待申し上げる次第でございます。 

 今年の正月は、年前に降った雪が積雪となったことから、年末年始はＹＡＭＡＢＯＫＵワイルド

スノーパークもお客さんでにぎわったとお聞きし、ほっといたしましたが、今後は様々なイベント

が企画されておりますので、しっかりとＰＲして、さらなるにぎわいに期待するところでございま

す。 

 さて、議会招集の挨拶でも申し上げましたが、現在、村では新年度に向けて予算編成作業を進め

ておりますが、先行き不透明な経済情勢の中、第六次総合計画に沿って健全な財政運営に努めてま

いりますとともに、村民の幸せと充足感あふれる村づくりのための予算編成にしてまいりたいと考

えておりますので、引き続き議員各位の御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 早いもので、令和７年度も残すところ２か月余りとなりましたが、おかげさまで村政運営につき

ましては、おおむね順調に進めることができました。そして、ただいま議決を賜りました物価高騰

対応臨時交付金事業の実施に当たりましては、スピード感を持って適切な事務の執行とともに、村

民の皆様の生活の安定と地域経済の活性化に努めてまいりますので、御理解賜りますようお願い申

し上げます。 

 さて、昨年12月議会の閉会の挨拶で御紹介申し上げました本村の小学５年生の内山陽太君は、去

る12月19日から広島県で開催された全国小学生バドミントン選手権大会において、５年生以下のシ

ングルスで、目標としていた４位以内には一歩届きませんでしたが、見事５位と大健闘されました。

内山君にはこの大会を通じて、さらなる高みを目指してほしいと思っておりますので、今後の御活
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躍に大いに期待するところでございます。 

 結びに、この１年、議員の皆様にとってよい年になりますよう心から御祈念申し上げますととも

に、間もなく大寒を迎え、さらに寒さが増してくるものと思われますので、くれぐれも健康に御留

意をいただき、ますますの御活躍を御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 本日は誠にありがとうございました。 

○議 長（梨本 進議員） 

 令和８年第１回高山村議会１月臨時会を閉会します。 

午前10時48分  閉 会 
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